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「爪つめ切きり、裁さい縫ほうセット、胃い薬ぐすり目め薬ぐすり鎮ちん痛つう剤ざい。あ、湿布とかも一応あった方が良いのかな。でも、それくらいなら現地で買っても良いし……」

　自室に招いた友人二人ふたりとの会話もそぞろに、荻おぎ山やま葵あおいが旅行鞄かばんを開き中身を検あらためるのは、これにて本日五度目である。

「うーん、とりあえず保留にしておこ。まだあと少しくらいは詰め込めそうだから、もっと大事な忘れ物が無ければ少し家からもらっていけば良いよね」

　そのうえ実際に荷造りしたキャリーバッグが必要になるのは一週間以上もあとのこと。まだたっぷり猶ゆう予よがあるというのにこの念の入れよう。ただならぬ意気込みが窺うかがい知れるというものだ。

　ならば、やはり。ここは、かつて女子バスケ部で葵と青春を謳おう歌かした僚りよう友ゆうとして、最大限のサポートを申し出て然しかるべき場面。

　──ぐっ。

　──ぐっ。

　胸の内で決意を再さい確かく認にんし、柿かき園ぞのさつきはこの日共に荻山家を訪れた相棒、御み庄しよう寺じ多た恵えと密ひそかにサムズアップを交かわしてから、

「なあブチョー」

　居い住ずまいを正しつつ、呼び馴な染じんだ響ひびきで葵に話しかけた。

「ん、どしたのゾノ？　急に真ま面じ目めな顔して」

「実はねぇ、葵ちん。このたび弊へい社しやとゾノから、餞せん別べつ的てきなブツを用意させて頂きました」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする葵に、続けて御庄寺が説明。そう。ここを訪れる前、二人で今回の一大イベントに役立ちそうなアイテムをひとつ見み繕つくろってきたのだ。

「餞別……？　そ、そんな大おお袈げ裟さな」

「頼む、受け取ってくれブチョー。いつもお世話になってるお礼みたいなものでもあるから！」

　一転葵が恐きよう縮しゆくを見せ始めるのを制すように、柿園は自分の鞄から取り出した小ぶりな紙かみ袋ぶくろを半ば強引に握り込ませる。

「えっ。ちょ、ちょっとこれ、すごく高かったんじゃないの……？」

　包装に記されたファッションデパートの名を目にとめるや、はっと息を吞のみ固まる葵。実際、御庄寺とワリカンとはいえ結構な出費となってしまった。

　でも、構わない。他ほかならぬ親友の幸せ、プライスレス。

「えへへぇ。ちょっぴり奮ふん発ぱつしちゃったよぉ。だから、もし受け取ってもらえなかったら困っちゃうんだぁ」

「あ、ずるい。そういう言い方されたら遠えん慮りよできないじゃない。……でも、ありがとう。本当にありがとうね二人ふたりとも」

　感かん極きわまったように袋ふくろを抱きしめ、葵あおいはカーペットの上で正座して律りち儀ぎに二度お辞じ儀ぎをしてみせる。いやはや良いことをすると大変気持ちが良いものだ。

「やーやー、ブチョーのためなら、これぐらい朝飯前さ！」

「ああもう、嬉うれしいな。違う学校になってもこんなに気にかけてもらえて。ね、開あけても良い？」

「もちろんだよぉ。……いきなりじゃ心の準備とかできないかもだしねぇ」

「……え？　心の？」

「見ればわかるさ！　とりあえず！」

　胡う乱ろんな発言に首を捻ひねる葵を勢い任せに急せき立て、その裏で柿かき園ぞのはすぐに動き出せるよう自分の荷物を綺き麗れいにまとめておく。ふと見れば御み庄しよう寺じの方はちゃっかりもう既すでにトートバッグを肩にかけ、クラウチングスタートの体勢に入っていた。

　ぽわぽわしているようでこの辺の抜け目なさ、相変わらず侮あなどり難がたき友である。

「よいしょっと。あ、綺麗なシュシュ…………かと思ったら、違う？」

　葵の指先によって丁てい寧ねいに紙かみ袋ぶくろのテープが外され、中からコンパクトに纏まとめられた布が露あらわに。髪飾りと見間違えたようだが、そんなものを贈おくっても意味が無い。そんな、葵本人がなんの躊ちゆう躇ちよもなく自分で買うことができるようなものは。

「あ、丸めてあるんだね。なんだろう、ハンカチにしては生地が薄うすすぎるし…………ぶっ!?」

　御庄寺と共に緊きん張ちよう感かんを伴う熱ねつ視し線せんを送り続けていると、ついに葵は布を左右の手で解き、その本来の姿が明らかに。

「へへっ、気に入ってくれたかい？　そいつならきっとセンセーもイチコロだ」

　噴ふき出し、平伏するようにへたりこんだ葵が握りしめているのは──真しん紅くのメッシュ地を黒のレースが縁ふち取どった、極小ギリギリローライズな下着。

　まさに最終決戦兵器とでも形容すべき『勝負パンツ』である。

「あはぁ、いくら鈍どん感かんなセンセぇでも、それ履はいてるとこ見たら葵ちんの本気に気付いてくれるんじゃないかなぁ」

　シャイすぎて想おもい人びとに対し一向に素直になれない友人が得たまたとないチャンスに託す餞はなむけとなれば、もはやこれ以外考えられまい。

「うむうむ、感かん謝しやしろよブチョー。ぶっちゃけあちしたちもそーとー緊張したからな、買うとき！」

「あ、サイズ小さすぎたらごめんねぇ。葵ちんのおしりが中三の時より大きくなってなければ平気だと思うけど、まぁ食い込んじゃうくらいキツくてもそれはそれで……だと思うよぉ」

　俯うつむいたままの葵に身を寄せ、御庄寺と共に肩やら背中やらを撫なでる。全身がぷるぷる震ふるえているのは、きっと友の厚意に感極まっているからだろう。

「──ゾノ……ショージ…………ああああんたらぁっ！」

　いやまあ、そんなわけはないが。

　収しゆう縮しゆくしきったバネが暴ぼう発はつするように身体からだを跳はね起こした葵あおいが、頰ほおを真まっ赤かにして声を荒げるや否や、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じは一いつ瞬しゆんだけアイコンタクトを交かわして回れ右。

「そんじゃ頑がん張ばってこいよブチョー！」

「おみやげはももいろ体たい験けん談だんでいいからねぇ～」

「待ちなさいよこらあっ！　こ、こっ、こんな破は廉れん恥ちなモノ置いていくなあ～～～～！」

　怒ど声せいを背中に受けながら、階段を滑り降りて夕暮れの住宅街に飛び出す。

「はふぅ、作戦成功だねぇゾノぉ」

「だな！　もどかしいが、あちしたちがしてやれるのはここまでだろう」

　御庄寺と爽さわやかに笑え顔がおを交かわし、肩を組み、駅に向けて歩き出す。あとはもう、旅行先である京きよう都とのムーディな街並みが、葵の恋心を焚たき付けてくれることを祈るばかり。

「……葵ちん、ちゃんと着けてくれるかなぁ」

「きっと大丈夫さ！　なんだかんだいってトモダチからもらったモノは粗末に出来ないタイプだ、ブチョーは」

　友情を盾にするようで少し罪悪感もあるが、なんであれあの二人ふたりはわかりやすいきっかけがないととても進展しそうにない。

　だからこうして運良く訪れた、『長は谷せ川がわ昴すばると荻おぎ山やま葵が二人ふたりきりで京都旅行』などというまたとないチャンスを、どんな手を使ってでも良い方向に導みちびいてやりたいのだ。

「えへぇ、そうだよねぇ。葵ちん、がんばれぇ」

　御庄寺が黄こ金がね色いろの空を仰あおぎ、きゅっと掌てのひらを握ってチャーミングに呟つぶやく。やばいめっちゃ可愛かわいい。おしり撫なでたい。

「いーかげん何かイイコトあれば良いんだけど。…………ただなー」

　沸わき立つ性的衝しよう動どうを胸の内に、柿園も倣ならって空を見上げながら小さく溜ため息いき。

「ほよ？　どうしたのゾノ？」

「やー、なんかさー。センセーとブチョーが二人で出かけたら、絶対平和な旅行にはならない気がするんだよね、いろんな意味で」

「……あははぁ」

　苦笑を漏もらすと、御庄寺も返答に困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

　走そう馬ま燈とうのように蘇よみがえってくるのは、中学の時の修学旅行とか、男女バスケ部で出かけたプールとか、忘れようもない強烈な思い出の数々。

「また何か変なアクシデントに巻き込まれなきゃいいんだけどねー、あの二人」

　葵がくじで引き当てた旅行チケットがもたらすのは、果たして幸か不幸か。

　今はまだ、誰だれにも知る由よしなど無いのであった。
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「さーすばるん、もっときっちり説明してもらおーか！」

「いや説明も何もさっき言った通りで……。み、みんなどうしてそんな怖い顔するんだ」

　針はりの筵むしろとはまさにこのことか。俺おれ──長は谷せ川がわ昴すばるは、慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かんで正座を言いつけられ、教え子である女子バスケ部の小学生五人に周囲を取り囲まれていた。

　きっかけは実に些さ細さい……少なくとも自分にはそう思えること。

　九月も下げ旬じゆんに入ってだいぶ暑さが薄うすれてきた中、いつも通り練習を見守ろうと裏口からコートに入るやみんなが一斉に傍そばまでやって来て、

「お疲れさまです長谷川さん」

「あのねすばるん、今日きようはすばるんに報告とお願ねがいがあるんだ！」

　腰まで届く長い髪をカチューシャでまとめた永なが塚つか紗さ季きと、栗くり色いろのツインテールを身体からだと共に弾はずませる元気娘の三み沢さわ真ま帆ほがそう前置きし、

「おにーちゃん。ひなたちに、おやすみください」

「実は、十月の初めに修学旅行があるんです。京きよう都とに、二泊三日で」

　続けて小さな身体をにこにこ顔でめいっぱい伸ばした袴はかま田だひなたちゃんと、逆に長ちよう軀くを少し遠えん慮りよがちに縮ちぢませた香か椎しい愛あい莉りが説明を引ひき継ついで本題を告つげた。

「すみません、お伝えするのが直前になってしまって。許して頂けますでしょうかっ」

　そして今け朝さも共に最高のプレイを追及しあったパートナー、湊みなと智とも花かが視し線せんを正して片結びの髪をなびかせるのを見て、俺は深い安あん堵どと驚おどろきに包まれた。

「おお、そりゃ奇遇だ！　こっちも知らせるのが遅くなっちゃったけど、実は俺も同じタイミングで京都旅行なんだよ。福引きが当たって、葵あおいと二人ふたりで出かけることになってさ。いやー偶然ってあるもんだね、あははは…………は？」

　で、今が機きと見て報告を重ねたところ、こうしてお縄なわとなってしまったわけだ。いや比ひ喩ゆ表現ではなく、現在俺の両手首には真帆のなわとびがぐるぐる巻きに。

「どうして怖い顔するんだ、じゃなーいっ！　そんなちょー重要なこと、なんで今まで隠かくしてたのさ！」

「え、いや隠してたわけじゃないよ。ただ、ここにコーチに来ることは俺の大事な楽しみの一つだから、休ませてもらいたいってなんとなく言い辛づらくてさ。ん……その辺に関しては、伝えるのが遅れてごめん」

「……確たしかに私たちも、部活を休みたくなかったせいで修学旅行のことをなかなか伝えられませんでしたし、そう言って頂けるのは嬉うれしいです」

　拳こぶしを振り上げる真帆に脚色なく釈しやく明めいすると、紗季が俯うつむき加減となってわずかに口く調ちようを和らげる。助かった、どうやら真意を理解してもらえたようだ──。

「でも！　いくらくじ引きで当たったからって葵さんとお二人で旅行なんてあんまりです！　見て下さい、この……怒りで震ふるえるトモの顔を！」

　そんな見立ては甘かったらしく、紗さ季きはすぐさま声のトーンを上げ直し、眼鏡めがねを光らせて智とも花かのことをびしぃと指さす。

「べ、別に怒ってなんかないよ……」

　とたん、小声で呟つぶやきながら俺おれから眼めを逸そらす智花。

「と、智花……？」

　本人の言う通り、その表情は『怒っている』という感じとは違う。

　ただなんというか、怒ってはいないものの。

　頰ほおをぷっくり膨ふくらませて……むくれてはいる。

　う、なんだか久々に見たな。智花のこんな顔。恐らく半年前、男バスとの対抗戦を制して催もよおした祝勝会で、俺が愛あい莉りについてしまった噓うそをがむしゃらに謝しや罪ざいした時以来ではないだろうか。

　結局あの折も、なんで智花の機き嫌げんが悪くなったのかわからず仕じ舞まいだったっけ……はは。

「こらすばるん！　にやにやするんじゃな～いっ！」

「ご、ごめんなさい……！」

　いかん、思い出に漬ひたれる状況ではなかった。なんとしても、今度こそみんなの不機嫌の理由を把は握あくして許しを請こわねばチームの信頼関係にひびが入るかもしれない。

「長は谷せ川がわさんと、二人ふたりきりで旅行……」

「ぶー。あおい、ずるい」

　必死で自分の過ちを探っていると、愛莉とひなたちゃんのそんなつぶやきが聞こえた。

　あれ、ということは。

　もしかして……俺と一いつ緒しよに旅行したいと思ってくれているから、みんなは不平を唱えているのか。

　だとしたら、形容しがたき喜びだ。そこまで慕したってくれているなら、コーチとして、否、ひとりの人間として光栄としか言いようがない。

　うむ。ただの自うぬ惚ぼれかもしれないが、一か八かでそんな都つ合ごうの良い推測に賭かけてみるか。

「ええと、その。勝手に葵あおいとだけ旅行を計画しちゃって本当にごめん。ただチケットは二人ぶんしかないし、みんなの修学旅行は俺たちの秋休みとちょうど同じ頃ころみたいだし……」

　探り探りに言葉を紡つむぎ出すが、依然五人は不機嫌を露あらわにしたまま。

「そこで相そう談だんというか、勝手なお願ねがいなんだけど。もし、修学旅行中に自由時間とかがあるなら、その時にみんなと一緒に遊べないかな。それでなんとか許して貰もらえれば──」

「長は谷せ川がわさん！」

「──っ！　ご、ごめんなさい！」

　尋たずね終える前に、紗季の張り詰めた声。や、やはりまったく見当違いだったか。そりゃそうだ。そんな簡かん単たんなことで、みんながここまで怒るわけなんてないもんな。

「きょ、京きよう都とでも、わたしたちと会って頂けるんですかっ!?」

「わーい。おにーちゃんと遊べる」

「ならばよし！　ゆるす！」

　湧わき立つ後悔に苛さいなまれた矢先、黄き色いろい歓声が響ひびき渡る。はっと顔を上げれば、愛あい莉りもひなたちゃんも真ま帆ほも、真まっ先さきに反応した紗さ季きも、さっきまでの不ふ機き嫌げんが噓うそのように笑え顔がおを輝かがやかせている。

「智とも花か。智花もそれで許してくれる？」

「い、いえそのっ！　許すだなんて、私は怒ったりなんておこがましいことはっ。……で、でも。昴すばるさんと、京都の街を。とても、嬉うれしいです……え、えへへ」

　最後に智花の様よう子すを窺うかがってみたところ、膨ふくらんでいた頰ほおはほのかな微笑ほほえみに変化していた。どうやら全員に納なつ得とくしてもらえたようで、とても嬉うれしくなった。

　みんな、自覚以上に俺おれの事を受け入れてくれていて、有あり難がたいなあ。

「トモ、その辺で手を打ちましょう。……ほんの少しだけになっちゃうと思うけど、ちゃんと長は谷せ川がわさんと二人ふたりきりになれる時間も演出してあげるから」

「ふぇっ!?　そ、そんな贅ぜい沢たくなことできないよ！」

　しみじみ感じ入っていると、何やら紗季に耳打ちされてあわあわと両手を振る智花。贅沢ってなんだろう。

　ま、いいか。みんな許してくれたみたいだし、それだけで充分だ。

「しかし、すごい偶然だなあ」

　気分も落ち着き、改めて驚おどろきがぶり返してくる。こんな巡めぐり合わせ、いったいどれほどの低てい確かく率りつをくぐり抜ければたどり着けるというのか。なんだか運命的なものさえ感じてしまう。

　とにかく、これで葵あおいに日ひ頃ごろの感かん謝しやを形として伝えられるだけではなく、教え子たちと観かん光こうをしてさらに交友を深めることも出来るというわけか。

　二期制の高校に入学し、初めて経けい験けんする秋休み。

　きっと、素す敵てきな休息になりそうだ。
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「おい、話がある。ちょっと顔貸せ」

「……竹たけ中なか？」

　旅行の報告が済んだ二日後、あとは秋休みまで普ふ段だん通りの日常を過ごすだけ。そんなつもりで再び女バスの練習をコーチしに慧けい心しん学がく園えんを訪れると、中庭の噴ふん水すい前まえで男バスのエース、竹中夏なつ陽ひに呼び止められた。

「どうした？　もしかして妹さんたちのことか？」

「違う。良いから黙だまってこっち来い」

　俺おれに用と言われて、真まっ先さきに思い浮かんだのは先日智とも花かたち正規の女バスに宣戦布告をした五年生たちのこと。二つ目の女バス発起メンバーである竹中椿つばきちゃん、柊ひいらぎちゃんの兄として、これからの育成方針を意見交換したいとか考えてくれたのかと思ったが、どうやら違うらしい。

　なんだ、ようやく竹中も俺と打ち解ける気になってくれたのかと期待したのに。ちょっとがっかりだ。

「早く来いってば！」

「あ、ああ」

　そんな長閑のどかなことを考えてたら手て厳きびしく責め立てられてしまった。どうやらわりと深刻な話みたいだな。よく分からないが、少しばかり襟えりを正しておいた方が良いかもしれない。

「……っ」

　唇を嚙かみしめ、切せつ羽ぱ詰つまった表情でずんずんと隅すみっこの方に進んでいく竹中。あまりの剣けん幕まくに、俺はもう何も尋たずねずに追つい従じゆうすることしかできなかった。

「よし、この辺で良いか」

　結局最さい果はての壁かべ際ぎわまで進んだ竹中は、執しつ拗ように辺あたりを見回してから俺を至近距きよ離りで睨にらみつける。よっぽど人に聞かれたくないのか、他ほかに誰だれも居ないのは明らかなのに口元に手を添そえて唇の動きまで隠かくそうとする念の入れようだ。

「話ってのは、ほかでもない」

　ううむ、雰囲気が重い。とにかくせっかく頼ってくれたんだし、できる限り誠実に耳を傾けてやるべきだろうな。

　そう思って俺は竹中の言葉を一字一句聞き逃のがさぬよう顔を近づける。

「おう。力になれるかわからないが、なんでも言ってみてくれ。もし役に立てそうなら必ず協力してやる」

「……男に二言はないだろうな」

「もちろんだ。神に……いや。バスケットボールに誓う」

「その言葉、しっかり聞いたぞ。……じゃあ、言わせてもらう。話ってのは」

「おう」

「ひ、ひなたの」

「ん？　ひなたちゃんの？」

「ひなたの…………パンツのことだ」

「ブ──ッ！」

　盛大に噴ふいた。

「わぷっ!?　き、汚ねぇなこら！」

　うっかり竹たけ中なかの顔面めがけて唾つばを撒まき散らしてしまったが、そのことを申もうし訳わけなく思う気持ちは義ぎ憤ふんによってかき消される。こやつ、あの純情可か憐れんなひなたちゃんの下着に興きよう味みを持ち、あろう事か俺おれとそんなテーマで談だん義ぎを交かわそうと持ちかけるとは、なんてけしからん！

「お前、考え直せ！　ひなたちゃんを愛いとおしく思う気持ちはともかく、そのはけ口を歪ゆがんだ方向にぶつけてどうする！　あふれる想おもいはせめてちゃんと本人に向けるんだ！」

「は、はあっ!?　何勘違いしてんだてめーは！　そんなんじゃねぇよバカ！　俺が言ってるのは、球技大会の合宿の時お前が宝物のように持ち帰ったあのパンツのことだっての！」

「え。……あ」

　にらみ返されてはっとなる。なんだ、『あれ』のことだったのか。

　──時を遡さかのぼること約半年。五月の球技大会を控え、女バスの五人プラス竹中というメンバーで行った強化合宿。その最中に、不運が重なり俺たちはうっかりひなたちゃんのパンツを一枚握りこんでしまった。

「つーか宝物のようにって、そりゃないだろ。お前が『俺は関係ない！』とかダダこねるから、仕方なくこっちで預かることになったんじゃないか」

　そして、誤解を受けないよう皆が寝ているうちにこっそり返却しようとしたミッションも失敗し、途と方ほうに暮れて話し合った結果、とりあえず俺がパンツを預かって次なるチャンスを待とうということになった。

　しかし今日きようまで『これは！』という機き会かいに恵まれず、今もなお問題のブツは俺が自宅で大切に保管している、という経けい緯いである。

「まさか半年経たっても返してないとか誰だれが思うかよこのド変態！　くそ……そのせいで俺は……俺はっ！」

　溜ため息いき混まじりに異いを唱えると再びいきり立った竹中だったが、その威勢はすぐ茹ゆでたレタスのようにしぼんでしまう。

　む。この反応。……何か、あったのか。

「まさか、今さらになってお前に容疑がかかったとか……？」

　もしやと思って尋たずねれば、竹中は大きく双そう眸ぼうを見開いて頭を抱える。

「そのまさかだよ！　昨日きのうの学級会で、真ま帆ほのやつが『修学旅行ではヒナのパンツ盗むなよ～』とかみんなの前で言いやがって、そん時の反応がなんか変だった、とか騒さわぎ出して……俺のクラスでの信用が揺ゆらぎまくりなんだ、お前のせいでっ！」

「そ、それは……ご愁しゆう傷しよう様さまだったな」

「ご愁傷様じゃねーっての！　なんとかしろよ！　お前、責任持って俺おれの疑いを晴らせ！」

　ついには涙目となって俺に摑つかみかかり、シャツを引っ張る竹たけ中なか。

　う、ううむ。知らぬ存ぜぬで通せる立場では……ないよな。しかし俺だって決して邪念を持ってひなたちゃんのパンツを拾ひろったつもりはないわけで、冤えん罪ざいを被かぶってやるという気にまではさすがになれず。ど、どうしたら良いんだろう。

「…………修学旅行」

「えっ？」

　途と方ほうに暮れて黙だまり込んでいると、地面を見つめながら竹中がぼそりと呟つぶやいた。

「修学旅行に、ひなたはきっと合宿の時と同じお気に入りの鞄かばんを持ってくる。その中にこっそりあのパンツを忍び込ませれば、入れっぱなしだったのに気付いてなかったってことになるはずだ」

「な、なるほど。確たしかにそれは一理あるかもしれないけど」

「だろ！　なあ、命令だ……いや、頼む！　真ま帆ほたちから聞いた。こっちが修学旅行の間、お前も京きよう都とにいるんだろ。なら協力してくれ！　俺の濡ぬれ衣ぎぬを晴らしてくれ！」

「泊まるとこ、一いつ緒しよなわけじゃあないと思うんだけど……」

「それくらいなんとかしろ！　夜にこっそり来てくれればいいだけだろ！」

　再びがくがく身体からだを揺すられ、返事に困る。旅行中はずっと葵あおいと一緒だし、かなりの無理難なん題だいかつ危ない橋だ。下へ手たを打つと、二人ふたり揃そろってもはや言い逃のがれの出来ない立場に追いやられる可能性だってある。

　けど、竹中もただひたすら『自首しろ』とか言ってこない辺あたり、苦悩を重ねて現実的な解決方法を模索したのだろうな。そこまで譲じよう歩ほしてくれたのなら、俺としても抱えた分の責任はしっかり果たすのが道理か。

「……わかった。とりあえず旅行に持って行くよ、ひなたちゃんのパンツ。その後のことは、現地で相そう談だんしよう」

「っ！　や、約束だからな！　絶対だぞ！」

　溜ため息いき混じりに小さな肩を二度叩たたけば、ようやく少年の青ざめた顔が僅わずかに血色を取り戻す。……ったく、葵がすぐ近くにいる状況で小学生のパンツを持ってるなんて、それだけで死と隣となり合わせに等しいんだぞ。

　なんだか平和な慰い安あん旅行のはずが微妙に雲行きが怪あやしくなってきたが、こうなったらもはや仕方ない。俺の方だっていつまでもひなたちゃんのパンツを自宅に所持しているわけにはいかないしなあ。

「これ、俺の携帯の番号とメアド！　忘れないうちに登とう録ろくしとけよ、とりあえず今日きようあとでメールよこせ！　それじゃあなっ！」

　予あらかじめ用意しておいたのだろう、竹たけ中なかはノートをちぎった紙を俺おれに握り込ませて、一目散に走り去っていく。また一つ小学生ホットラインを手に入れてしまった。

「その割に竹中とはあんまり仲が進展してないような……そうでもないような」

　正直、よく分からない関係だ。友達と言ったらなんとなく怒られそうだし、ライバルというわけでもないし。

「……っと！　そろそろ体たい育いく館かんに行かないと遅刻だ」

　不ふ思し議ぎな距きよ離り感かんについてついつい苦笑混じりで考え込んでしまったが、遠くから聞こえたチャイムのおかげで我われに返り、小走りで女バスの許もとへ向かう。

「ごめん遅くなった！」

『いえっ、お疲れさまです！』

　体育館に入ると、すでに五人は運動着でシュート練習に勤いそしんでいた。いかんいかん、すぐに俺も着替えてこないと。

「すばるん、なるはやでよろ～ん！　修学旅行まであと少ししか練習できないんだしっ」

「おう、速攻で準備してくる！　……あ、真ま帆ほ。ところでさ」

　両手を合わせる俺に、笑え顔がおでやる気を見せてくれる真帆。モチベーションの高さに嬉うれしくなりながら駆かけ出そうとして、ふと先ほどの記き憶おくが蘇よみがえりもう一度声を掛ける。

「ん？　なになに？」

「なんというか……人を信じてあげられることって、すごく大切だと思うんだ」

「……………………ほえ？」

　しかし、曖あい昧まいすぎる言葉ではさっぱり真意が伝わらず、ただただきょとんと首を捻ひねらせてしまうだけだった。

　うん、いいや。パンツの件はとりあえず忘れておこう。旅行前の一区切りとして、しっかりコーチングに集中せねば。





＊






「そ、それでは行ってまいりますっ！」

「うふふ。すばるくんのことよろしくね、葵あおいちゃん。たくさん楽しんできてね～」

　そして、十月一日。期末試し験けんや、つい先日まで家でダラダラしていた親おや父じの送別会らしきものを挟はさんだりして慌あわただしく過ごしているうちに七な芝しば高校は秋休みに突入し、いよいよ葵と二人ふたりきりの京きよう都と旅行、その初日を迎えた。

「じゃ、行ってくる」

「うんっ、いってらっしゃい。すばるくん、旅行中ずっと葵ちゃんに頼りきりじゃだめよう。あっ、お土産みやげはいらないから～」

「はは、あいよ」

　満面の笑えみで送り出す母かあさんに苦笑混じりで片手を上げ、わざわざ迎えに来てくれた葵あおいと共に自宅を離はなれる。ま、頷うなずいてはみたものの本当に何も買って帰らないわけにはいかないし、現地に着いたら折を見て良さそうなものを物色しよう。

「さてと。まずは東とう京きようまで出て、それから新しん幹かん線せんか」

「え、ええと。お弁当は東京駅の改札の中にたくさん売ってる場所があるみたいだからそこで買って。今の時間なら急行に間に合いそうだし、ゆっくり選えらぶ余裕が──」

「……おーい、葵？」

「えっ!?　ご、ごめん昴すばる、聞いてなかった！」

　歩きながらルートを再さい確かく認にんしようと話しかけてみたところ、葵は携帯の画面に夢中で声が届かなかったようだ。なんだかすごい下した調しらべしてくれてるみたいだな。キャリーバッグも二泊三日とは思えないくらい大きいし、もしもの時に備そなえていろいろ持ってきたのかも。だとしたら俺おれの方で半分くらい預かってやりたいところだけど、路上で荷ほどきするわけにもいかないので申し出るのは向こうに着いてからか。

「あはは、のんびり行こうぜ。時間はたっぷり余裕あるし、別に集合とかもしなくて良いんだし」

　福引きで手に入れたチケットは、行き帰りの切符と宿の無料券だけというとてもシンプルなもの。気楽に好きなところを観かん光こうできるので団体ツアーとかより個人的にはずっと魅み力りよく的てきだ。

「う、うん。そだね。……それにしても昴、ずいぶん落ち着いてるじゃない」

　提案に同意して携帯をしまった葵だったが、直後になぜか少し頰ほおを膨ふくらませる。

「ん？　もっと取り乱していて欲しかった？」

「そうじゃないけど！　……なんか私ひとりでそわそわして、バカみたい」

「いや、俺もやっぱりずっと心配だったよ。この歳としになって二人ふたりで旅行なんて葵は居い心地ごこちが悪いだろうなって思ったし。でも『行っても良い』って言ってもらえたのが、けっこう嬉うれしくてさ。ならせっかくだし、しっかり楽しませてもらうことにした」

「っ!?　い、い、居心地なんて別に全然悪く……な、ないし！」

「そっか。すげー安心した。ありがとう」

「～～～～～～っ。な、なんでこんなときに限ってそゆこと……そんな、やさしいこというわけ？　バカ。……す、昴のバカ」

　あれ、顔を真まっ赤かにして伏せってしまった。怒ってる……いや、これは称しよう賛さんに照れてるのかな。じゃあ、謝あやまったりはしなくて良いということか。なんとなくだけど、機き嫌げん自体は悪くなさそうな雰囲気だし。

「…………」

「…………」

　そう結けつ論ろんづけて口から出かかった『ごめん』という言葉を飲み込んでみたものの、それはそれで沈ちん黙もくを招いてしまい微妙な空気に。せっかくの遠出なんだし、もっと楽しくテンション高めでいかないと損だよな。おし、ここは俺おれから率先して世間話をば。

「そういや中間に続いて期末も勉強見てくれてありがとうな。おかげで俺としては全科目そこそこ無ぶ難なんにまとめられたよ」

「…………ま、前も聞いたわよそれ。でも、うん。よかった」

「お礼なんて、何回言っても言い足りないくらいだから。それにしても、葵あおいはほんと教えるの上う手まいし、いつでも計画的だし、結婚したら良いお母かあさんになりそうだよな」

「ぶっ!?　け、けっこ!?」

「あ、ただ旦だん那なさんの方は大変か。財さい布ふとか完かん璧ぺきに管理されて、尻しりに敷しかれる感じで」

「……っ。悪かった、わね」

「でも、それってきっと良いことだよな。なんだかんだ言って、幸せな家庭になりそう」

「にゃうっ!?」

「え？　どした？　なんか珍しい音が出たぞ」

「あんたのせいでしょうがっ！　だ、だからどうしてこんなときに……もおおっ！」

　あれ。今度こそ意図せず怒らせてしまったっぽい。

　うすうす感づいてはいたけど、俺ってバスケに関係ない普通の会話ってやつがど下へ手たなのだろうか……？

　でもだからってバスケのことを話したら話したで、『あんたってこんな時までバカの一つ覚えね～』みたいに呆あきれられてしまうのが目に見えているし。どうしたらいいんだ。

　特別な時間が始まり、改めて知る。たとえ幼おさな馴染なじみでも、女の子と二人ふたりきりというのはなかなかどうして、難むずかしい。

「ほ、ほら！　変なこと言ってないで急ぐわよ！　人にん気きのお弁当が売り切れちゃう！」

「……あ。ん、おう！　ごめんごめん」

　どうにも情なさけない気分になりかけたところで、先行していた葵が振り返って行き先を指さす。

　その、頰ほおを染そめ眉まゆをつり上げた表情が、今度は不ふ思し議ぎと楽しそうに見えたので、俺は少し安あん堵どした。

　女の子はわからない。わからないけどわからないなりに、葵となら楽しい旅ができそうだ。

　そりゃそうか。だって、幼馴染だもんな。
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「はいこれ」

「ん？　なんだ？」

「旅のしおり。向こうに着いてからの予定とか、軽くまとめておいたの」

「……おお。わざわざありがとうな」

　無事東とう京きよう駅えきまで出て、新しん幹かん線せんに乗り込むや葵あおいが手渡してくれたホチキス止めの冊さつ子しを見て、ちょっぴり苦笑。いろいろ手配してくれて嬉うれしい限りだけど、少しだけ小学校みたいだ、なんて気がしないでもなかったり。

「そういえば、この電車に修学旅行の団体は乗ってなさそうだな。行きの電車まで智とも花かたちと一いつ緒しよだったら、本当にすごい偶然だったんだけど」

「京きよう都と行きの新幹線はすごくたくさん走ってるから、さすがにそこまで同じにはならないでしょ。ていうか、日程が完全に同じなだけでもう奇き跡せきみたいなものだってば」

「あはは、まあ確たしかに」

　小学校、というタームでふとそんなことを思って呟つぶやくと、葵は口角を上げてかぶりを振る。慧けい心しん初等部の修学旅行と俺おれたちの旅行がモロ被かぶりであるという事実を伝えた時はやはり驚おどろいたみたいだったが、今となっては葵も現地で子どもたちと観かん光こうできるかもしれないことを楽しみにしてくれていた。

「ただ一つだけ残念だったのは、五年生の練習を直接見られないことね～。ちょっとでもズレてれば、慧心の体たい育いく館かんでしっかりコーチできたのに」

「それは本当になあ。結局どうすることにしたんだ？」

「とりあえず特別メニューを渡して、あと、練習中はなるべくずっとビデオを回しておいてもらうことにした。あとで気付いたこととかアドバイス出来るかもしれないし」

「なるほど。……ほんと頼もしいな。俺もますます気を引ひき締しめておかないと」

「ふふん。次勝負するときは絶対びっくりさせてあげるんだから」

　得意げに腕を組む葵が、なんだか少し輝かがやいて見える。智とも花かたち本家慧心女バスのライバル育成という、ある意味仇かたき役やくともとれるポジションを引き受けてくれたその懐ふところの広さには、敬愛の念を禁じ得ない。

　まあ、そんな葵のことを憎しと思ってる人間なんて誰だれもいないから、罪悪感を覚えたりする必要はなさそうだけど。

「お、動き出した。そんじゃひとまず弁当食べるか」

「気が早いわよ昴すばる。せっかく電車で食べるごはんなんだから、新しん横よこ浜はまを過ぎるくらいまでは待つのが流りゆう儀ぎ」

「そういうもんか。腹が減って死にそうなんだけど、わかった。我が慢まんするよ」

「死なないってば、二十分くらいで」

　未来に夢を馳はせているうちに新しん幹かん線せんが動き出したので買っておいたシューマイ弁当を早速開こうとすると、葵あおいに呆あきれ笑いで出鼻をくじかれてしまった。まあ、せっかくの旅行だもんな。車窓からの景色けしきも一いつ緒しよに堪たん能のうすべきなんだろう。

「にしても葵って、そんなに旅行好きなイメージなかったけど意外と旅たび慣なれてるんだな」

「え!?　な、何言ってんの、これくらいじょしこーせーとして常じよう識しきよ！　別にいろんな本読んで下した調しらべしまくったりとか、そんなことは断じてないから！　違うから！」

　アドバイスに感心してしみじみ呟つぶやくと、葵は大おお袈げ裟さな身振り手振りを交えて声のトーンを持ち上げる。……うん、俺おれでも確かく証しようが持てるくらいバレバレの噓うそだったが、ツッコミは無しの方向でいこう。

「そ、そんなことより昴すばる知ってた？　この新幹線、富ふ士じ山さんの近くを通るんだって！　今日きようは天気もすごく良いから、綺き麗れいに見えると思うわよ！」

「富士山か、いつか登ってみたいんだよな。そりゃすごい楽しみだ」

　かなり強引な話題逸そらしにも、笑え顔がおで頷うなずいておく。実際まだ直接見たことは無かったので、日本最高峰をこの眼めに収める瞬しゆん間かんが待ち遠しくなってきた。

「そうだ。せっかくだし、弁当は富士山の傍そばを通るときに食べるか」

「えー。私は構わないけど、大丈夫？　我が慢まんできる？」

「む、おいおい馬ば鹿かにするな。忍耐力には定評がある長は谷せ川がわ昴」

「聞いたこと無いから、そんな謳うたい文句。ふふっ、でも了解。それじゃ御手並拝見ね」

　一度持ち上げた紙かみ袋ぶくろを再び足元に置き直してきりりと姿勢を正せば、葵は頰ほお杖づえを突きながら瞼まぶたを細め、挑戦的な眼まな差ざしを向けてくる。ようやくお互い、いつも通りの軽口がたたき合えるようになってきたかな。うん、やっぱり葵とはこうじゃないと。

「しかしほんと、お勧めしてくれただけあって美お味いしそうな弁当だよな。たしか干ほしアンズも入ってたし」

「うん、お昼過ぎると売り切れちゃうくらい人にん気きなんだって」

「ところでなんか蒸じよう気きのジェットで温められるシューマイも売ってたよな。あっちもちょっと気になったんだけど」

「あ、うん。でもなんか、あれは上級者向けなんだって。私も詳しくは分からないんだけど」

「へー。上級者向けか。干しアンズが入ってないからかな」

「あー。かもね」

　途と切ぎれなく続く、他愛たわいも無い話。普ふ段だんだったら口に出さないような言葉が自然と溢あふれ、それが笑いに変わっていく。

　なるほど。ウチは親おや父じが忙しかったりで、バスケ目的を除けば今まであまり遠出する機き会かいが多くなかったけど、これが旅行の醍だい醐ご味みってことなのかな。
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「うーむ、どうすべきか」

　信念のままに新しん横よこ浜はまを過ぎても弁当は紐ひも解とかず、しばし雑ざつ談だんを続けることにした俺おれたち二人ふたりだったのだが、富ふ士じ山さんが迫る前にちょっとした不測の事態が発生してしまった。

「…………くー」

　もしかしたら、下した調しらべで昨日きのうの夜はあまり眠れなかったのかもしれない。葵あおいが、いつの間にやら隣となりで寝入ってしまったのだ。

「うう～ん」

「……っ」

　もちろんそれだけならばただ微笑ほほえましく見守るのみなのだが、微妙に困り処どころなのは葵が俺の肩に身体からだを預け、ぴったりと貼はり付いてしまったこと。しかも夢の中で抱き枕まくらか何かと戯たわむれているのか、さっきからしきりに頰ほおをすりすりと首筋に重ねてきて、若じやつ干かん……いや、かなりこそばゆい。

「良い匂においするんだな、葵の髪って……」

　普ふ段だんなら意い識しきしないようなことも、ここまで至近距きよ離りだと気になってしまう。いくら幼おさな馴染なじみとはいえ、ちょっと緊きん張ちようするというか、申もうし訳わけないというか。

　どうせ飯時には起こさなくてはいけないのだから、今すぐ声をかけても同じだろうか。いや、でもいろいろ計画を練ねってくれたお礼に、ギリギリまで寝かせておいてやりたい気もする。

「あふ……。す、ばる」

「ん？」

　判断に迷っていると、葵の口から聞こえてくる自分の名。夢に俺が登場したのだろうか。

「あの……ね、昴」

「お、おう。なんだ？」

　寝言に相づちを打つべきではないという話をどこかで聞きかじったことはあったが、その語り口がやけに真剣だったのでつい返事してしまう。一体なんだろう。見れば表情もやけに切なげで、頰ほおが真まっ赤かに染そまっている。

「私……ずっと、昴すばるのことが」

「俺の事が？」

　ただならぬ雰囲気に吞のまれ、真剣に次の言葉を待つ。長い沈ちん黙もく。しかしようやく意を決したように一度きゅっと唇を嚙かんでから葵は大きく息を吸い込み、

「あふ…………っ!?」

「おわ！」

　そこではっと目を見開き、跳はねるように身を起こした。いきなりだったので、正直ちょっとびっくり。

「す、昴すばる！　わ、私、今……何を!?」

「え、えーと。お休みになられてました」

　あまりの剣けん幕まくに敬語が飛び出した俺おれの肩を摑つかみ、がくがく揺ゆする葵あおい。なんだ、寝起きでこんなに焦あせるなんて、いったいどうしたんだろう。

「寝てただけ!?　な、何かおかしなこと口走らなかった!?」

「おかしな……と、いうわけでもなかったけど。なんか、『ずっと、俺の事が──』とか」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！　あ、ああああああのね昴、ち、ち、違うの！　それはなんていうかその──」

「そこまで言ったところで、急に飛び起きた。それが、ついさっき」

「えーとそう、ほらっ！　人の気持ちっていろんな形が…………えっ？　じゃ、じゃあ、最後までは……言ってない？」

「ああ。ていうか覚えてるなら何言おうとしたか教えてくれよ。俺もなんか気になるし」

「いっ、言わない教えない覚えてないっ！　だからあんたも忘れなさい！　今すぐ全部忘れて！　いい!?」

「そんな理不尽な……」

「わ・す・れ・な・さ・いっ！」

「…………はい」

　勢いに押され、結局それ以上の質問はままならず。一体なんだってんだ。

「よ、よかった。……眼めが覚めて、本当によかったぁ」

　でもまあ、しょうがないか。葵のやつ、心の底から安心しているみたいだし。それに俺としても盗み聞きみたいな形で何か秘密を握っていたら、その後の関係がぎくしゃくしてしまっていたかもしれないわけで。

「お、そろそろ富ふ士じ山さん近いんじゃないか。昼飯の準備しようぜ」

「そ、そうだね！　あー、我が慢まんしたからおなかぺこぺこ。あ、あはは」

　考えを改め、話題転換。葵も地じ獄ごくで仏とばかりにぱっと表情を華はなやがせ、そそくさとテーブルを出して弁当の包みを上に載のせる。

「俺も腹の虫が暴あばれ出しそうだよ。さあ景色けしきを楽しみながら腹ごしらえだ」

「うんっ！　今日きようは天気良いから、きっと綺き麗れいな富士山が見えるよね。……智とも花かちゃんたちも、いっぱい景色楽しめてるかな」

「きっとみんなで盛り上がっ……お、ごめん。メールだ」

　相づちの最中に携帯が震ふるえたので画面を開いてみた瞬しゆん間かん、思わず笑えみが溢あふれる。

「ふふっ、ほら。真ま帆ほから旅の思い出のお裾すそ分わけ。やっぱりすごく楽しそうだ」

　添てん付ぷされていた、富士山を背景に控えめなポーズを決める紗さ季きの写真を見せてやると、葵もつられて嬉うれしそうに口元をほころばせた。
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「んーっ。東とう京きようからはわりと近いのね。むしろ新しん幹かん線せんに乗るまでの方が長く感じたくらい」

「だなー。それだけ新幹線が速いってことなんだろうけど」

　壮大な富ふ士じ山さんを背景に昼食を摂とってから一時間半ほどで俺おれたちは目的地の京きよう都と駅えきに到着。座り疲れた身体からだを伸ばしながら改札を抜け、葵あおいの案内に従って北側の出口を目指す。

「うわ、なんかすごいな京都駅って。未来都市みたいだ」

　長い連絡通路を抜けるや、自然と感嘆の息が漏もれた。黒を基き調ちようとした吹ふき抜ぬけ構造の駅内は公共の施設とは思えないほどモダンな造りで、俺は歩きながら天てん井じようを見上げぐるりと一回転してしまう。

「あはは、なんか観かん光こう客きやくだって丸わかりだよ」

「んー、よいではないか。実際観光客なんだし」

「昴すばるって、そういうとこあんまり気どらないよね」

「どうだろ。自分だとあんまりわからないけど、気どった方が良い？」

「ううん。飾らないところが私は、す……っ!?」

「ん？　……す？」

「す…………す……………………すけべ！　す、すけべだと思うっ！」

「ひどい言われようだ……」

　今のはさすがにちょっと傷ついたかも。

「ご、ごめん噓うそ！　違う、間違い！　取り消すからお願ねがい、聞かなかったことにして！　ああああもうっ、私のバカっ……」

　微妙にショックを受けて項うな垂だれると、葵は顔を真まっ赤かにして本気で申もうし訳わけなさそうに両手を振り取とり繕つくろう。えーと。もしかしたら何か褒ほめてくれようとしたのを、いつもの照れ癖ぐせで誤ご魔ま化かそうとした結果出てきた言葉……なのか？

　うむ、そう思っておいた方が俺としても救われるし、ここはポジティブシンキングでリクエスト通り忘れさせてもらおう。

「うう、ごめん昴。本当にごめんなさい！」

「わかった。わかったからそんな辛つらそうな顔しないでくれ。せっかく旅行なんだし、な？」

「う、うん。ごめんね……ありがとう」

「おし、とりあえずコインロッカーに重い荷物預けて観光に行くか。まだホテルにはチェックインできないんだったよな？」

「んっ、そだね！　たぶんホテルに行けばチェックイン前でも荷物だけ預かってもらえるけど、往復がちょっとだけ手間だし、駅に置いていこ」

　積せつ極きよく的てきに笑え顔がおを向けると、葵も一度唇を嚙かんでからにっこり頰ほおを緩ゆるめてくれた。滅多めつたに無い機き会かいなんだし、なるべく喧けん嘩かしないで楽しく過ごしたい。そんな願がん望ぼうは、恐らくお互い暗あん黙もくの了解ってやつだろう。

「最初はどこから攻めましょう？」

「私も昴すばるも京きよう都とは初めてなんだし、ベタベタな観かん光こうスポットでも良いよね？　となると、近いのは清きよ水みず寺でら……かな？」

「お、良いですな。そんじゃ、目指すは清水の舞ぶ台たい」

　ちょうど目の前にあったコインロッカーに旅行鞄かばんを収め、軽装になってバスロリー……ロータリーに出る。葵あおいが一切迷わずに乗るべき路ろ線せんを示してくれたので、俺おれとしては申もうし訳わけなく思うほど楽ができた。同じ高一として自分がちょっと情なさけなくなる反面、幼おさな馴染なじみの頼もしさに改めて尊敬の念を抱く。

「昴、降りるよー」

「了解。…………ふう、京都のバスってすごい混むんだな。平日なのに」

　街が碁ご盤ばん状じようになっているせいかやたら信号に引っかかりながら、十五分ほどで目当ての停留所に到着。俺おれたちは始発からの乗車だったので着席することが出来たが、途と中ちゆうからどんどん乗客が増えて車内はすし詰め状態。降りるときはすれ違いざまに何度も頭を下げる必要があってわりと大変だった。

「観光地だからこの辺はいつも人が多いのかもねー。さ、行こっか」

「御ぎよ意い。しかし良い天気で最高の観光日和びよりだ」

　新しん鮮せんな空気を胸いっぱいに吸い込み、歩き出す俺たち。大通りから一本小道に入って少し歩くと両側に和わ風ふう造づくりの茶ちや屋やや土産みやげ物もの屋が立ち並ぶ風ふ情ぜいたっぷりな通りに出て、ようやく京都に来た実感が湧わいてくる。正直なところ、駅の造形はとても美しかったけれど古都のイメージとはかけ離はなれていたので、これでようやく旅行が始まったという気分であった。

「昴、あれがきっと清水寺だよ！」

「既すでになんとなく雰囲気あるなあ。よし、早速向かってみよう」

　葵の方も、にわかにテンションが高まりますます上じよう機き嫌げんに。お土産や甘味の物色は後回しにして、写真でしか見た事がない有名な文化財をこの眼に収めるべく二人ふたりして足並みを揃そろえる。

「わーすごい立派な門！　あ、これ桜さくらの木だよ」

「おお、桜か。秋も良いけど、春に来たらまた違う華はなやかな雰囲気なんだろうな」

　緩ゆるやかな坂を登り切り、清水寺の境けい内だいに到着。広々として気持ちの良いところだけど、入ったらいきなりあの有名な舞台があるわけじゃないのか。そういえば京都のお寺は中を見るのに拝観料がかかるところが多いという話だったので、本堂はもっと奥の方にあるのかもしれない。

「ほ、ほら、行こう」

「っと。おいおい、そんな焦あせって引っ張らなくても……」

　ぼんやり立ち止まってしまっていると、葵はおもむろに俺の手首を摑つかんで一歩踏み出し、あさっての方を向いたまま早口で呟つぶやく。

「たっ、楽しみなんだもん。有名な景色けしきを自分の眼で見るの。…………す、す、昴すばると二人ふたりきりでっ！」

　言ってる内容とは裏腹になんだかぜんぜん楽しそうに聞こえなかったが、指摘すると怒られそうな気がしたのであえて触れずにおく。

「はは、二人きりって感じでも無いけどなー。もう既すでにすごく人多いし」

「そ、それは分かってるけど、でも」

「おっ、小学生の団体発見。あの子たちも修学旅行かな？　うーん、みんな大はしゃぎだ。見てるだけで癒いやされる」

「…………むー」

「もしかして智とも花かたちも来てるんじゃないかな？　あり得るよな、京きよう都とと言えば清きよ水みず寺でらは外せないし。あー、うまいこと会えたりしないかな」

「……っ！」

「えっ？」

　代わりに軽快なトークでまた一いつ緒しよに盛り上がろうと思ったのだが、なぜか葵あおいは俺おれの手首を投げ捨てるように放すと、大おお股またで勝手に進み始めてしまう。

「ど、どうした。なんで急に怒る？」

「別に怒ってなんかないわよ、ばか！」

　いやいや、誰だれがどう見ても激げき怒どしている。まずい、また何か失言をやらかしたらしい。正直いまいち心当たりはなかったが、せっかくの楽しい時間に水を差してしまったという事実だけでひどく申もうし訳わけない気分に。

　どうしてこう、俺は人──特に葵の心の機き微びに対して鈍どん感かんなのか。

「ご、ごめん！　また考えなしなこと言っちゃったなら謝あやまる！」

「だから別に怒ってないってば！」

「だとしても！」

「っ!?　ちょ、ちょっとこんな所で何を……！」

　とりつく島もなく先を急ごうとする葵の正面に回り込み、両手で肩をホールド。ダメだ、せっかく葵と楽しい時間を共有して、日ひ頃ごろの恩返しをするチャンス。なんとしても、葵に不ふ愉ゆ快かいな気分を味わわせるわけにはいかない。

「葵が怒ってないとしても、謝らせてくれ。一緒に楽しい時間を過ごしてたのに、それを壊こわしちゃったんなら、あまりにも申し訳ないから」

「……すば、る。…………そ、それなら。わかってるなら良いわよ」

「えっ？」

「だ、だからっ。せっかく一緒なんだから、周りだけじゃなくて…………わ、私のことも少しは気にかけなさいよってことっ！」

　伏し目がちに朱あかく染そまった頰ほおを膨ふくらませながら、もごもごと呟つぶやく葵あおい。

「あ……。そう、だよな。ごめん、本当にごめん」

　言われてすぐ、自分の愚おろかさを悔くいる。確たしかにせっかく葵と一いつ緒しよなのに、小学生のことばかり考えるのは失礼だった。それじゃまるで、葵との時間はどうでもよくて、早く智とも花かたちと遊びたいって思ってるみたいだもんな。

　違う。もちろん女バスのみんなと過ごす時間もすごく楽しみだけど、それは別の話。

「葵のことだけ見てる」

「うえっ!?」

　一心に顔を見つめたまま、はっきりと伝える。らしくない行動に葵は狼ろう狽ばいした様よう子すだが、ここは照れずにちゃんと、余すことなく率直な気持ちを言葉にしないと。

「ちゃんと言ってなかった気がするから、改めて。この旅行、俺おれだってすごく楽しみにしていた。だから今は、葵との時間を大切にする」

「～～～～～～～～～～！　な、ななななな何もそこまで大おお袈げ裟さじゃなくていいってば！　わ、わかった！　分かったからほら行くわよっ！」

　ずっと眼めを泳がせていた葵だったが、やがて我が慢まんの限界とばかりに大声を出し、もう一度俺の手首を摑つかんでずんずんと進み出す。

　ええと。これで、無事誤解は昇しよう華かできたと考えて良いのだろうか……？

「…………っ」

　確かめる術すべが分からずまだ少し不安も残っていたが、握られた手首の感触から怒りの気け配はいは読みとれなかったので、勝手ながらそう思わせてもらおう。
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「やーすごく良い景色けしきだった。でも思っていたほどは高くないんだな、清きよ水みずの舞ぶ台たい」

「ふふっ、じゃあ飛び降りてみる？」

「今んとこ特に重大な決断には迫られてないから遠えん慮りよしとくよ。あはは」

　拝はい観かん料りようを払って本堂に入った頃ころには葵あおいの機き嫌げんもすっかり元通りとなって、壮観な風景に歓声を響ひびかせあったり記念撮さつ影えいをしたり、無事二人ふたりして正しい観光者の姿に戻ることができた。

「そっかー、手伝てつだってあげようと思ったのに残念」

「葵が言うと若じやつ干かん冗じよう談だんに聞こえないぞ……？」

「いやいや、さすがにやらないってば。ところでこの先って何があるんだろうね？　なんとなく人の流れについて来ちゃったけど」

「ま、予備知ち識しきなしで彷徨さまようのも旅の醍だい醐ご味みってやつとみた。……お？　なんかお寺の中に神社があるぞ」

　軽快に声を弾はずませながら本堂を抜けて奥に進んでいくと、いきなり目の前に鳥とり居いが建っていて少し驚おどろく。いかにも日本らしいごちゃ混ぜ感というかなんというか。

「ほんとだ、不ふ思し議ぎ。えーと、『地じ主しゆ神じん社じや──え、えんむすびの神様さま』っ!?」

　同じく葵も虚きよを突かれた様よう子すだったが、案内板の文字を読んでからの反応は、つられて俺おれもびくりとしてしまうほど過剰なものだった。どうしたんだろう、立地以上に意外なことは特に記されてはいないと思うんだけど。

「えーと、何か気になる？」

「べ、別に！　いたって平常心ですわよ！」

「そのわりに口く調ちようが聞いたことない感じになっちょりますが。……ま、いいや。そんじゃ入ってみようぜ」

「は、入る!?　入るってお参りするの!?　昴すばると私で、え、え、えんむすびの神様を!?」

「あれ、ダメなのか。せっかくあるんだし覗のぞいても怒られはしないと思うんだけど」

「だ、ダメじゃない！　ダメなんてことはないわ全然！　う、うん。そうよね、観光なんだし、遠慮する必要はないわよねっ……！」

　のけぞる葵に付き合い鳥居に至る石段の前でしばし立ち止まっていると、ようやくゴーサインを頂けたので再度歩き出す。葵は生き真ま面じ目めだから、特に願ねがい事ごとも無いのに神社を参拝したらばちが当たるかも、なんて考えたのかもしれないな。でもきっと神様だって冷やかし半分みたいな人間は見み慣なれているだろうし、それくらいなら冒ぼう瀆とくとは考えないで下さるのではないだろうか。

　ともあれ俺も見習って、失礼の無いよう襟えりを正しておかねば。

「よしっと」

　というわけで見よう見まねの二礼二拍手一礼。これからも有意義なバスケライフが送れるようにと『良りよう縁えん』を願ねがってから顔を上げ、葵あおいのお祈りが完了するのを待つ。

「………………………………………………………………んっ！」

「終わったか。はは、なんかやけにたっぷり時間かけてたな。何を願ったんだ？」

「べ、別にたいしたことじゃないわよ！　そ、それにお願い事を訊きくなんてマナー違反！」

「それもそうか。ごめんごめん。とにかくお参りも済んだし先に進むか」

「う、うん。そうだね…………あっ」

　つい興きよう味み本位でプライベートを尋たずねてしまったことを反省し、それ以上は答えを求めず歩き出す。しかしその矢先、葵が出口近くにある社しや務む所しよの前で目を奪うばわれたかのように足を止め、はっと息を吞のんだ。

「ん、何かあったか？　…………えーと、恋みくじ？」

「っ!?　ち、違うの！　べ、べつに興味があるわけじゃ……！」

　そんな言葉とは裏腹に、目の前の頰ほおは鳥とり居いもかくやというほど真まっ赤かに染そまっている。最近ようやく気付いたが、葵って意外とこの手の乙女おとめチックなものが好きなんだな。

「待ってるから引いてきていいぞ」

「む、ムリムリムリっ！　恥はずかしくてムリ……っていうかだから興味なんてないってば！」

「まーそう照れんでも」

「照れてないってば！　本当に、引きたいわけじゃないのっ！」

　説得を試みるも、埒らちがあかず。さりとて本心がどうなのかは表情を見れば丸わかりなわけで、せっかくの旅行なんだしなるべく後悔は残らないようにしてやりたい。

　ふむ、それならいっそ。

「わかった。じゃあ俺おれが引いてこよう」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと昴すばる!?」

　軽やかに片手を上げ、自分一人ひとりでおみくじの列に近付いていく。経けい験けん上じよう『一いつ緒しよに引こう』と願い出た程度ではまだ折れてくれないであろうことは想像に容易たやすい。だからここは、あえての独断専行が最も効果的と見た。俺が引くならついでに──と追つい従じゆうしてくれるならそれで良し。なおも素直になれないとしてもその時はその時だ。

「…………あ、う」

　結果的に、葵は動かず。ふふ、しかしおみくじを引くくらいでそんなに照れるものかな。幾つになっても初うい々ういしいやつだ。

　──などと葵のことを笑っていられたのは、ほんの数秒の間だけ。

「ねぇねぇよっちん、どうだったのどうだったの？」

「だ、だめ～！　見せない、秘密っ！」

「…………う」

　気付けば俺の周りには女学生、女学生、女学生。修学旅行の団体と思おぼしき制服姿の少女たちで溢あふれ、男の姿などどこにも見受けられなくなっていた。

　し、しまった。葵あおいが引くぶんには大したことでは無かったろうが、男の俺おれが手を出すとなれば話がぜんぜん変わってくるぞこれ。あ、明らかに場違い……！　人目が気になって全身の血が逆流しそうだ。

「あ、あのっ。おみくじを、その……」

「恋みくじでよろしいでしょうか？」

「は、はいそれで！」

「では、そこの箱はこに代金を入れて、山の中から一枚選えらんで下さい」

　混乱のあまり、セルフサービスで引いてよかったくじの買い方をわざわざ巫み女こさんに尋たずねてしまうという恥はじの上うわ塗ぬりをかます俺。も、もうだめ。いたたまれなさにショック死寸前である。

「ただいま……」

「お、おかえり昴すばる。……すごいね、見直しちゃった」

　それでもなんとか目当てのおみくじを手に入れ、逃げるように葵の許もとに戻る。いや、そんな感心の眼めで見ないでくれ。まだ大笑いされた方が気が楽だ。

　まあとにかく、これにて目的は果たせたのだからよしとしよう……。

「ほら、葵。プレゼント」

「えっ」

　大きく息を吐はきながら引いてきた紙を折りたたまれたままの状態で葵に手渡し、笑えみを繕つくろう。

「俺はあんまりおみくじとか興きよう味みないし、代行ってことで。まだ開いてないからセーフだろ、きっと」

「で、でもそんなの悪いし……！」

「いやいや、努力を無む駄だにしないためにも受け取って貰もらえれば嬉うれしい。どうしても気になるって言うなら代金払ってくれ、２００円」

「…………昴。わかった、ありがとう。ごめんね、気を遣つかわせちゃって。……けっこう、すごく、嬉しい」

　そう付け足すと、しばし眼を泳がせたまま戸と惑まどっていた葵もようやくその気になってくれたらしく、財さい布ふから小銭を取り出して俺に渡し、続けておみくじをそのままお札さつの後ろに仕し舞まい込んだ。

「あれ、開かないのか？」

「あ、後でこっそり一人ひとりで見るの！　い、今見たら何が書いてあっても平常心でいられなくなりそうだし！」

「そっか、了解。引くとき近くにいた女の子も友達には見せないって言ってたもんな」

　素朴な疑問に口をとがらせ、眉まゆ根ねを寄せて早口で答える葵。くじの結果をそこまで気にするなんて結構可愛かわいいところもあるんだなと、なんとなく微笑ほほえましい気分になる俺であった。

「ところで実は、ここまで来たらせっかくだからって思って自分のぶんのくじも引いてきたんだよな。なかばヤケで」

「えっ、そうなの!?　ひ、開いてみせなさい今すぐはやく！」

「お前な……。ま、いいや。俺おれはそんなに占うらないとか気にしないし」

　苦笑混じりで懐ふところに忍ばせていたもう一枚のくじを見せると、葵あおいは紙を奪うばい取らんばかりの勢いで顔を近づける。まさか俺の結果にまで興きよう味み津しん々しんだとは、本当にこういうのが好きなんだな。

「ふむ。……おお、大だい吉きちだ。しかもよく分からないけどすごい良いこと書いてあるっぽい」

「み、見せてっ！」

　促うながされるまま、紙面を葵にも見えるように傾ける。





【第21番　大吉】

　このみくじに当る人は、自おのずと何かすることなく常に良りよう縁えんに恵まれ続ける。困こん難なんはただひとつ、誰だれを選えらぶかそれのみ。






「まーどんなジャンルであれ、悪いよりは良い方が嬉うれしいものなのかもなー」

「………………………………見なきゃ良かったかも」

　思いの外ほか良い気分になった俺とは裏腹に、葵はどこかげんなりした様よう子すで深く肩を落とした。

　努力家だから、頑がん張ばらずに手に入る成果には共感できないのだろうか。うん。『占いは占い』と軽く流すのでなければ、確たしかにその方が一理ある考えかただ。
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「そ、そこをなんとかなりませんでしょうか？　差さ額がくならきちんと払いますし……」

「申もうし訳わけございません。可能ならご対応させて頂きたいのですが、なにぶん本日は団体様さまの予約も入り、全すべての部へ屋やが予約で埋まっておりまして」

　清きよ水みず寺でらの拝はい観かんを終えた俺おれと葵あおいは、近場でもう一つ有名な観かん光こうスポットである三さん十じゆう三さん間げん堂どうを訪れたり、行列に並んで抹まつ茶ちやパフェを食べたりしてたっぷり京きよう都とを満まん喫きつし、駅で荷物を回収してから宿泊予定のホテルにやって来た……のだったが。

　ここで、非常に悩ましい問題が発生してしまった。

「参ったなあ、用意してもらった部屋がツインルーム一つだけなんて」

「ペアチケットなんだから、ちょっと考えれば当たり前のことだよね……。うう、ちゃんと事前に問い合わせておくべきだったわ」

　明らかにこちらの想像力不足が招いた事態なので文句を言える筋ではないのだが、このままだと今こ宵よい、俺と葵は同じ天てん井じようの下で朝を迎えることになってしまいそうだ。旅行経けい験けんの浅さが、まさかこんな形でハプニングに発展しようとは。

「すまん葵、なんとお詫わびしたら良いか」

「ううん、気が回らなかったのは私も同じだし……」

「いや。一いつ緒しよの部屋で居い心地ごこち悪い思いをするのは葵だけなんだから、謝あやまらなきゃいけないのはあくまで俺だよ」

「えっ。……ね、ねえ。昴すばるは、私と一緒に寝るの、い、嫌いやじゃないの？」

「ん？　俺は全然。てかテントでも隣となり同士で一緒に寝たじゃないか」

「そっ、それはそうだけど……！」

　率直に答えると、葵は頰ほおを赤らめてもじもじし始める。男の俺側からすれば見られて困るものなんて特にないし、実質的には同室であることの問題は皆無だ。仮に風ふ呂ろが部屋にしかないのなら多少は気を使うことになっていたかもしれないが、このホテルは京都駅からほど近いのにもかかわらず露ろ天てん風呂付き大浴場を備そなえている点が最大の売りであるわけだし。

「わ、わかった。……………………な、なら。私も、いい」

「葵？　いいって、俺と同じ部屋で良いって事か？」

「か、勘違いしないでよ！　シングルに替えてもらうのも難むずかしそうだし、いつまでもここで揉もめていたらフロントに迷めい惑わくかけちゃうから、しかたなくよ、しかたなく！　本当は昴と一緒なんて恥はずかしくて……恥ずかしくて……す、すっごい緊きん張ちようしちゃうんだからっ！」

「……はは。うん、なんとなく想像はついてるつもりだ。ありがとう、妥協してくれて」

「べ、別にお礼言われるようなことじゃないし……妥協とは違うし……！」

　そっぽを向く葵に、俺はほっと笑えみを向ける。こちらからは絶対に強要できない選せん択たくだったので、葵が早々に折れてくれたことが本当に有あり難がたかった。恩を仇あだで返さぬよう、今夜は姫ひめを護まもる騎き士しのようにプライバシーを尊重し、何事もレディファーストでエスコートしてやらねば。

「記帳終わりました。お時間取らせて申もうし訳わけありません」

「いえ、こちらこそご納なつ得とく頂きまことに感かん謝しやしております」

　懸け念ねんはひとまず解消したので、中断してしまっていたチェックイン作業も無事満了。未成年同士の宿泊ということで互いの両親に連絡確かく認にんが必要だったりもしたが、ちゃんと事前に許可を得ての旅行なので今さら物言いが付くべくもなく。

「しかしウチの親はともかく、葵あおいの親おや御ごさんも相変わらず優やさしいよな。旅行、反対されなかったか？」

「……す、昴すばるとなら許すって、言ってくれた」

「あれ、どした？　なんかやけに動きがカタいし、右手と右足が一いつ緒しよに前に出てるぞ？」

「き、緊きん張ちようしてるのよばかっ！　うう、いきなり同じ部へ屋や……それも二泊……」

　鍵かぎを受け取りロビーからエレベーターに向かう途と中ちゆう、葵の動きが妙にぎこちなくて思わず質問してしまった直後、ちょっと後悔。そうだよな、納得してくれたとはいえ全すべてが割り切れたというわけではないだろうし、普ふ段だん以上に距きよ離り感かんには配はい慮りよをしないと。

　いやはや、危うく『トイレに行きたいのか』とか訊きく寸前だったけど、踏みとどまれて本当に良かった。

「昴さんっ！」

「えっ……？」

　密ひそかに胸をなで下ろしたそのとき、背後からよく聞きき慣なれたあどけない声で名前を呼ばれる。はっと振り返れば、

「おお、智とも花か！　みんなも！」

　慧けい心しん学がく園えんの制服に身を包んだ小学生の団体がぞろぞろと列をなし、その中から智花たち女バス五人が嬉うれしそうにこちらへ駆かけ寄ってくるところだった。

「こっ、こんにちは長は谷せ川がわさん、葵さんっ。も、もしかして同じホテルなんですかっ？」

　顔を突き合わせたまま、驚おどろきでお互い息を吞のむ。信じがたい話だが、この状況で他ほかの可能性など考えられようもなく。

「ああ、どうやらそうみたいだ。偶然もここまで重なると神かみ様さまのご褒ほう美びなんじゃないかって気までしてくるよ」

　もはや、出てくるのは得えもいわれぬ感嘆だけ。それにしてもこんな高級な造りのホテルを修学旅行の拠点に使うなんて、さすが私立。少なくとも、俺の貯金だと一泊するだけでも財政に大だい打だ撃げきだろう。

「そっか、今日きよう入ってる団体さんって、慧心のみんなのことだったんだね。……ありがとう」

「ほえ？　あおいっち、なんでお礼言うの？　なんかイイコトあった？」

「と、特に何も！　ご、ごめん何でもないの、忘れて！」

　不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねる真ま帆ほに、葵あおいはやたら焦あせりながら両手をブンブン振る。

「おいお前ら、勝手に列離はなれんなよ！　紗さ季きまで一いつ緒しよになってどーする。委員長だろうが」

「いけない、私としたことが。ごめん夏なつ陽ひ、すぐ戻るわ」

「ったく……」

　納なつ得とくがいかない様よう子すの真帆がもう一言何か口にしかけたところで、今度は少年の怒ど声せいが響ひびく。一斉に振り返れば、竹たけ中なかがやたら不ふ機き嫌げんそうにこちらを指さしていた。

「おにーちゃん、ごめんね。ひなたち、いかないと」

「うん。名残なごり惜しいけどまた明日あしたね。……にしても、竹中はなんか嫌いやなことでもあったのかな」

「ふふ、気にしないで下さい。たぶん、おみくじの結果が悪かったせいだと思います」

「そうなのか。あいつ、意外とそういうの気にするんだな」

　イメージとしては、男のくせに占うらないなんて軟弱だぜ！　とか言いそうなのに。

「昴すばるさんっ、それでは失礼しますね。え、えへへ」

「自由行動でご一緒できるの、楽しみにしていますっ」

「うん、またね智とも花か、愛あい莉り。……二人ふたりはいつも以上に上じよう機き嫌げんだな。もしかして、おみくじの内容が良かったのかな」

「ご明察です。……ちなみに私は結局引くことができなくて、ちょっと後悔しています」

　そう言ってしゅんと肩を落としつつ、真帆と動きをシンクロさせ俺おれたちに手を振る紗季。そうして五人は何度も振り返りながら団体の列に戻っていった。

「にゃはは、楽しんでるかご両人。まさかホテルまで同じとはな～」

　ほどなく、入いれ替かわりで俺の脇わきに肘ひじ鉄てつを突き出してきたのは子どもたちの担任であり、俺の叔お母ばでもあるミホ姉ねえこと篁たかむら美み星ほし。さらにその後ろには旅行に帯同しているのであろう養よう護ご教きよう諭ゆの羽は多た野の冬とう子こ先生の姿も在った。

　ところでミホ姉の立場なら同じホテルだって、事前にわかっていたんじゃないのか？

　いや、でもそういえばこっちが泊まるホテルの名前をミホ姉に直接伝えた記き憶おくもないような。母かあさんが言ってないなら、途と中ちゆうで情報が止まっていた可能性もある。

「美星ちゃん。お疲れ様さまです。……はい、旅行はすごく楽しいです。ただ、泊まる部へ屋やがちょっとしたトラブルで」

　などと考えていると、現れた知り合いにばつの悪そうな苦笑を向ける葵あおい。さて、この状況にミホ姉はどんな反応を示すだろう。保護者役として、男女七歳にして同どう衾きんせず、とか待ったがかかる可能性も。

「お、やったじゃん葵。ついに既き成せい事実か」

「こっ、困ってるんですってば！　そ、それに既成事実って、ななななんの話ですか!?」

　……あるわけないか。葵から委細に説明されても、ミホ姉は表情ひとつ変えることなくにゃはにゃは笑っているだけだった。ま、それだけ俺おれたちが信頼されている証しよう拠こだと受け取っておくか。

「くす、良かったわね。昴すばるくんが私と同じ安心設計で」

「同じタイプなのは確かつ固こたる事実だが、お前はちっとも安心設計じゃないだろ。あー憂ゆう鬱うつだ、まさか冬とう子こと二人ふたり部べ屋やになるとは」

　前言撤てつ回かい。単に俺が羽は多た野の先生と同じ特ロ殊リなー性タ的コ嗜ン好プのレ持ツちク主スだと決めつけられているだけだった。くそう、いい加減この清せい廉れん潔けつ白ぱくな身を疑われ続けるのにもげんなりしてきてるんだが。というか葵あおいだって十五歳なんだから世間一般から見ればばっちり『少女』のポジションなんだぞ。……俺自身まったくそんな印象はないとはいえ。

「くす、仕方ないじゃない。今回帯同する女の教きよう諭ゆは私たち二人だけなんだから。ねえねえ、美み星ほしちゃんと遊ぶために、私いろんな『道具』を持ってきたの。夜は愉たのしみましょうね。くす……くすくすくす」

「なー昴。……もし身内から殺人犯が出たら、おねーちゃんのことよろしく頼むな」

「耐えろミホ姉ねえ。せめて、命だけは獲とるな」

　文句を言ってやろうと声を荒げかけたが、どんより濁にごった瞳ひとみでミホ姉に悲ひ愴そうな笑えみを向けられたせいで怒るに怒れなくなってしまった。羽多野先生は見た目が幼ければ実じつ年ねん齢れいはわりとどうでもいいという肉食系ロリコンなので、ミホ姉すらターゲットに入るらしい。というかむしろ主食にしようとしているフシすらある。俺ロリコンじゃないけど、この辺がもっとも羽多野先生という人物に対する理解がおぼつかない要素だ。智とも花かたちとミホ姉じゃ、纏まとっているオーラがまったくの別物なのに。かたや天使の後ご光こう、かたや地じ獄ごくから溢あふれ出る瘴しよう気き、というほどに違う。

　やはり俺としては、本物志向で在り続けたい。いやなんか語ご弊へいを生む表現かもだが。

「くす。美星ちゃん、そろそろ集合しないと。また会いましょう、昴くん、葵ちゃん」

「わーってる。そんじゃな二人とも。お前ら揃そろってヘタレだからあんま心配してないけど、勢い任せに時間無制限バーリトゥードなんてことにはならんような～」

「誰だれがヘタレだ」

「バ、バーリトゥードって何のことですかっ……！」

　リアル小学生しか持ち得ないピュアな輝かがやきにしみじみ思いを馳はせているうち、羽多野先生とミホ姉はまたわけの分からない言葉を残し、引いん率そつの任を果たすためロビーの方へ去っていった。

「俺たちもそろそろ部屋に向かうか」

「う、うん。……うう、美星ちゃんが変なこと言うからまたドキドキしてきた」

「何だったんだあれ？　お前そんなにバーリトゥード好きだっけ？」

「ばふっ！　す、好きなわけないでしょ！　そっ、そっ、そんな経けい験けん一度もないし！」

「うん、だよな。葵は昔から立ち技派だったもんな」

「……………………もう、いいわそれで。昴すばるはずっと、誰だれに対してもそのままでいて」

　盛大な溜ため息いきで呆あきれられてしまった。混乱は深まるばかりだが、そんなに怒ってる感じでもないのでまあいいか。

　ひとまず質問は止やめ、俺おれたちは今度こそエレベーターにまっすぐ向かう。

「ん？」

「…………っ」

　と、不意に背中に感じる強い視し線せん。振り返れば、竹たけ中なかが遠くから俺の事を何か言いたそうな顔で睨にらみ付けていた。

「……わかってる」

　葵あおいにも聞こえないくらいの小声で呟つぶやきながら、頷うなずきで応じる。ホテルまで同じとなれば、いよいよ協力を惜しむわけにはいかなくなった。

　今こ宵よい、有るべきものを有るべきところへ。

　俺と竹中との、ひなたちゃんのパンツを巡めぐる冒険が、密ひそかに幕を開あけようとしていた。





＊






「よし葵、先にシャワー使って良いぞ」

　──ドグシャア。

　部へ屋やに入るなり笑え顔がおでそう告つげると、葵はキャリーバッグを握りしめたまま前のめりにすっ転んだ。

「ちょっ、大丈夫か！　危ないなあ、気をつけないと……」

「誰のせいよ誰の！　あああああんたいきなり何言い出すわけ!?」

「ん？　いや、一日歩き回って汗かいただろうって思って。というか俺も浴びたいから、もしよかったら早めに済ませて欲しかったというか」

「あ…………。ご、ごめんなさい。と、とんだ早とちりを」

　助け起こすなり爆ばく発はつした怒ど気きが、ガスの抜けた風ふう船せんのようにしぼんでいく。どうもミホ姉ねえと会話してから葵の情じよう緒ちよが不安定だな。何か二人ふたりの間でしか通じないような暗号のやりとりでもしていたのだろうか。

「そ、そういうことならお言葉に甘えて…………あ、でもこのホテル大浴場あるんだよね。そっち使えば良くない？」

「おお、それもそうだな。………………ん、と思ったけど残念ながらダメみたいだ」

　同意しかけたところで、机の上に紙が置かれているのを見つけて葵に指し示す。

「……えーと、『お詫わび　本日は団だん体たい様さまのご利用があるため、下記時間まで大浴場をご利用頂けません』。そっか、残念。露ろ天てん風ぶ呂ろはもっと遅い時間になってからのお楽しみみたいだね」

　つまりこのタイミングは智とも花かたち慧けい心しん学がく園えんの生徒たちが入浴するので、俺おれたちはしばらく我が慢まんしなければならないということらしい。だからこそ、こんな福引きの景品とは思えないほど豪ごう華かな部へ屋やに泊まることが出来ているのかもしれないな。改めて室内を見渡し、その広さと調ちよう度ど品ひんの美しさに感動しながら妙に納なつ得とくする。

「どうする？　使えるようになるまで待つか？」

「うーん。それなら先にシャワーだけ浴びちゃおっかな。確たしかに結構汗かいたし。京きよう都とって意外と暑いんだね」

「天気もすごく良かったからなあ。了解、それじゃあ俺、今のうちに飲み物とか買い出しに行ってくる。その間に済ませちゃってくれ」

「あっ、ごめんね気を使わせちゃって。うん、了解。ありがと」

　はにかむ葵あおいに軽く片手を挙あげ、財さい布ふと鍵かぎだけを持って俺は部屋を出る。うむ、今のはなかなかどうして紳士ポイントの高い行動を選えらべたのではなかろうか。

「…………………………む、ちょっと待てよ。もしかしたら、チャンスがあるかも」

　自じ画が自じ賛さんしながらエレベーターの前までやって来て、ふと思い至る。慧心の入浴時間、男子と女子は間違いなく別行動だろうし、とすればパンツを返却するチャンスが生まれる可能性がなきにしもあらず。ダメモトで件くだんのブツを持って竹たけ中なかと連絡取ってみるか。

「……葵～。ごめん、ちょっと戻ったぞ～」

　というわけで、いったん部屋にとんぼ返り。マンガでも最近なかなか見ないような着替え中の葵とばったり、なんてことにならぬようゆっくりドアを開いて声をかけながら中に入るも、聞こえてくるのはバスタブにお湯を溜ためてると思おぼしき音のみ。どうやらシャワーだけじゃなく風ふ呂ろにも入ることにしたようだな。それなら鉢はち合あわせにはならなそうだし、静かにブツを回収させてもらおう。

「うし、待ってろよ竹中」

　厳げん重じゆうに梱こん包ぽうしたひなたちゃんのパンツをポーチに収め、いざ再出発。濡ぬれ衣ぎぬを着せられたままなのはさすがに可哀かわい相そうだもんな。早いところあいつをトラブルから解放してやらんと。




　──ガチャリ。




　なんて人の心配をしていたことをおこがましく感じるほど、まもなく俺は自みずからの命のともしびが揺ゆらぐ瞬しゆん間かんを味わう羽は目めになった。

「いっけない、洗顔出し忘れてた…………えっ」

　外に向けて歩きだした俺のちょうど目の前で、勢いよく開く浴室の扉。そこから跳はねるように躍おどり出たのは、髪を解ほどき、下半身に薄うす布ぬの一枚を纏まとう他ほかは生まれたままの姿となった、幼おさな馴染なじみの裸体……！
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「ち、違う……違うんだ葵。ただちょっと忘れものをしてしまっただけで、決して悪気は……」

「う、う、うわあああああああああああああああああああああああああああああんん！」

　言いい訳わけ、届くべくもなく。

「……どう考えても自じ業ごう自じ得とくだよなあ。もっとしっかり、戻ってきたことを伝えておくべきだった。マジですまん葵あおい」

　逃げるように部へ屋やを飛び出し、思いっきりビンタされた両りよう頰ほおをさすりながら一人ひとり反省会。

「それにしても。……葵のやつ、知らない間に」

　問題を起こしておいて不ふ謹きん慎しんとは思いつつ、この時ばかりはなんとも言えない複ふく雑ざつな感情を抱かずにはいられなかった。

　まさか葵があんな、レースで、メッシュで、真まっ紅かな、すけすけおとなパンツを履はいているなんて……。もう、子どもじゃないんだなあ。
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「もしもし竹たけ中なか。俺おれだ、長は谷せ川がわ昴すばるだ。今って電話平気か？」

『ああ。お前どこにいるんだ？　ロビー？　一人ひとりだよな。……わかった、これから行く』

　エントランスに戻り、頰ほおの痛みが引くのを待ってから携帯で竹中に連絡を取ってみると、ぶっきらぼうな応答で一方的に通話が打ち切られた。

「うす。……まさかホテルまで一いつ緒しよだとはな。お前本当は狙ねらってストーキングしてるんじゃないのか？」

　ほどなくして、スポーツメーカーもののジャージに身を包んだ本人が登場。

「馬ば鹿か言うな。確たしかにできすぎた偶然だけどさ。それより勝手に出てきて大丈夫だったのか」

　制服姿だと目立って仕方なかったろうが、この出いで立たちならば一目で修学旅行生と看かん破ぱはされなそうでいくらか安心した。

「大丈夫ってことはないけど、今は風ふ呂ろの時間だから部へ屋やの階の見回りがゆるゆるでちょうど良かった。これくらいのキケンを犯す覚悟ならできてる」

「そか、了解。食事は？」

「ここに着く前に済んでる。俺ら６─Ｃ男子の入浴時間は一時間後。それまではわりかし好きに動ける」

　じゃあ、かなりグッドタイミングで呼び出せたみたいだな。むしろ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと言っても良いくらいだ。

「なるほど。６─Ｃ女子の入浴時間も同じ頃ころか？」

「いや、男子と女子は時間がずれてるはずだ。ひ、ひなたたちが何時頃に入るのかは聞かされてないけど」

　早口で告つげ、頰を染そめながら眼を泳がせる竹中。……なるほど。特定の子に対して覗のぞきを働こうとする不ふ埒らちな輩やからが現れないための対策かもしれない。いや竹中を疑っているというわけではないが。

「部屋の鍵かぎは？」

「就しゆう寝しん時間までロック禁止。生徒に預けてなくされると面めん倒どうだからって、財さい布ふとか貴き重ちよう品ひんと一緒に先生たちがまとめて持ってる」

　この問題もクリアか。そういえばこのホテル、豪ごう華かな造りの割に扉がオートロックじゃなくて変わってるなと思っていたが、その辺も修学旅行の宿泊地として選えらばれた理由の一つなのかもしれない。

「うーむ。聞けば聞くほど、『やるなら今しかない』って感じだな……。あとはみんなの入浴時間さえ分かれば」

「とりあえず、女子の部屋の階に行ってみようぜ。先生たちもほとんど風呂の方にいるだろうし」

　竹たけ中なかの提案に、ゆっくり頷うなずく。夜中にこそこそ侵入するよりは、部へ屋やが空あいている隙すきを狙ねらった方が明らかに低リスクだろう。

　よし、迷って機きを逃のがすわけにはいかない。まだ心の準備をしきれていない感もあるが、早速実行に移すとしよう。

　俺おれたちの密ひそかな戦い──ひなたちゃんのパンツ返却ミッションを。

「何階だ？」

「七階。……くそ、なんか変な汗出てきたぜ」

「なあ竹中、偵察は俺一人ひとりで行ってこようか？　一般客の方が逆に目立たないだろうし」

「だ、大丈夫だ。これしきで日ひ和よらねーよ」

　エレベーターに乗り込むや不安げにツンツン髪を揺ゆらし始めた少年の心中を察し、作業分担を申し出たのだが剛ごう気きにも却下された。やはり良い肝きもっ玉たまを持っているな。こんな場面で思う事ではないのだが、バスケ選せん手しゆとして改めて将来が楽しみなやつだ。

　ところで俺の方ももしミホ姉ねえや、帯同してるのかは分からないがカマキリ先生辺あたりに見つかったら一巻の終わりではあるのだが。羽は多た野の先生……は、むしろ味方になってくれそうだから問題ないとして。

「よし、誰だれも居ない。行くか」

「お、おう」

　エレベーターの扉が七階で開き、まず俺が首を出して左右を目視。人の姿が見あたらないことを確かく認にんしてから廊下に滑り出る。

「みんなの部屋の場所は分かってる？」

「ああ、なんか真ま帆ほがバスで湊みなとたちと話してるときダダ漏もれさせてた。７２６号室」

「……ははは。個人情報の管理が甘いなあ。けど今はそんな無邪気さに感かん謝しやだ」

　竹中と肩を並べて案内板を指さし、目標地点を見定める。どうやら右に進んで、次の丁てい字じ路ろを左折すれば良いようだ。

「うう、声が聞こえるだけで緊きん張ちようする」

「でもこの辺の部屋にはたぶん別のクラスが泊まってる。中に人が居るってことは、今６─Ｃ女子が風ふ呂ろを使ってる可能性が高くなった」

　慎しん重ちように廊下を奥へ奥へ歩いていくうち、左右の扉から楽しそうな笑い声が何度も漏れ伝わってくる。人が出てくる気け配はいはないのは幸いだが、正直気が気じゃない。因果応報とはいえ、半年越しでこんな危ない橋を渡らされる羽は目めになるとは。

「……!?」

「えっ!?」

「なっ!?」

　溜ため息いき混まじりで丁字路を曲がった瞬しゆん間かん、口から心しん臓ぞうが飛び出しそうになった。

　なんと、見知らぬ人が壁かべにより掛かり、直立不動で腕を組んでいたのだ。

「え、えと、そのっ……」

　しどろもどろになって言葉を模索する俺おれを見て、目の前の人物もまた動どう揺ようを隠かくさず、絶句して身をのけぞらせている。

「っ」

　んん……？　この反応、少なくとも学校関係者とは思えないな。隣となりの竹たけ中なかも次第に表情を危き機き感かんから訝いぶかしみに変化させつつある。

　それどころか、落ち着きを取り戻すに従って自分たちに輪わをかけて眼がん前ぜんの人物の方が不ふ審しんな存在であることに気付く。細身の身体からだをブラックスーツで包み、手には革かわ手て袋ぶくろ。顔は鋭えい利りなサングラスとつばの大きい帽ぼう子しで大半が隠かくれ、人相の判別が不能。

　なんというか。まるで、時代後れのスパイ映画から抜け出してきたかのような出いで立たちだ。

「おい、あんたここで何を……あっ！」

　先手必勝、というつもりではなかろうが、あえて強気に問とい糾ただす竹中。すると黒ずくめの人物は無言で踵きびすを返し、早足で廊下のさらに奥へ歩み去ってしまった。

「……ん？　なんだろう、あれ」

「今の奴やつが落としていったのか？」

　竹中と視し線せんを重ねて戸と惑まどいをぶつけ合ってから前方に向き直ると、数メートル先に何やら白い紙切れのようなものが放置されていた。どうにも気になったので、近づいて拾ひろい上げる。

「メモか、手紙か……え？」

　四つ折にされたプリント用紙を開くや、その内容に思考が止まる。遅れて竹中も俺の手元を強引に引き寄せ、

「おい、どうした。…………な、なんだよこれ」





『ＭＭ：誘ゆう拐かいルート候補』






　という文字列と、併記されたホテルの間取り図を凝ぎよう視しして激はげしく動揺を覗のぞかせる。

「おいおい誘拐って、なんの冗じよう談だんだよ」

「冗談だって確かく信しんできればまだ良いんだけど。お前たち──慧けい心しんの生徒はお金持ちの家も多いし、まったく有り得ないとも言い切れないのがな……」

「なんだそれ、ふざけんなよ。いったい誰だれが誰を狙ねらってやがるって言うんだ」

「わからない。……けど、仮の話として。本当に誘拐が計画されてるとしたら、気になることがある」

「気になること？」

「この『ＭＭ』っていうところが……」

「……？　それがどうしたってんだ」

「もしも、だけど。これが……たとえば誰だれかのイニシャルだとしたら、どう思う？　いかにも身代金目的の誘ゆう拐かいのターゲットになりそうで、頭文字が名みよう字じも名前もＭの子。それって、俺おれたちのよく知っている中に、一人ひとりいるんじゃないか」

　本当なら考えたくもない最悪の可能性を恐る恐る口にすると、遅れて竹たけ中なかはハッと顔を持ち上げる。

「Ｍ・Ｍ………………三み沢さわ、真ま帆ほ」

　そう、そうなのだ。慧けい心しん学がく園えんの生徒の中でも図抜けて資産家の令れい嬢じようであろう真帆。そんな子が、親おや許もとを離はなれた修学旅行の最中に誘拐されようとしている可能性。

　実際にこんな紙を拾ひろった上で、考えすぎだと割り切るのは、いささか困こん難なんだった。

「……くそっ！」

「え、おい！　どこに行く竹中！」

「決まってんだろ、さっきの奴やつ追いかけて問い詰める！」

「待て、無む茶ちやするな！　とりあえずミホ姉ねえに電話……」

「そんな暇ひまあるか！　逃げられちまうだろ！」

「く……仕方ない！」

　独断で走り出した竹中を放っておくわけにもいかず、俺も追つい従じゆうして廊下を駆かける。

　……参ったな。もともと危ない橋を渡っている最中ではあったが、まさかこんな物ぶつ騒そうな方向に事態が転がるだなんて。







「いたぞ！」

「すみません、待って下さい！　ちょっとお話を！」

　全速力で廊下を突っ切り、目的地だった部へ屋やも通り過ぎて四つ角を曲がると、黒ずくめが再び視界の奥をかすめた。しかもそいつは呼びかけに答えようとするそぶりも見せず、ますます歩みを速め俺たちから露ろ骨こつに逃げようとする。

　いよいよもって、怪あやしさ満天だった。

「しかし、あそこまで『いかにも』な格かつ好こうだと逆にあまり深刻に見えないのが困るな」

「見た目だけで人を判断するなよ、高校生のくせに。油ゆ断だんしてるうちに結局真帆がさらわれちまったらどーする」

「わかってる。そもそもウチの家系にはミホ姉っていうギャップの固まりみたいなのがいるからな。あいつ、この前電車に乗ったとき痴ち漢かんされそうになったらしくて」

「ど、どうなった？　……痴漢しようとしたやつの方」

「本当に訊ききたいか？」

「…………いや、やっぱいい。やめとく」

　走りながらぶるっと首を震ふるわせ、身をすくめる竹たけ中なか。余よ談だんはさておき、心配事の内容が内容だけに相手の見た目でたかをくくるのは実際問題として止めておこう。どうしても気になるなら、当人を追い詰めて直接尋たずねるのみだ。

「お、しめた！　行き止まりじゃないかこの先」

「いや、あの扉は……やっぱり非常階段だ」

　先行していた黒ずくめがいっとき足を止めたので意気込む竹中だったが、突き当たりの鉄てつ扉ぴに鍵かぎがかかっておらず、屋外に繫つながっているのを知って露ろ骨こつに舌打ちを響ひびかせる。なんにせよ、まずいな。このままだと捕まえきれないかもしれない。ただ、相手が凶器か何かを持っている可能性を否定できないのであまり竹中を危険に晒さらすわけにもいかないし。

　くそ、どうする。

　迷いを孕はらんだまま、俺たちも遅れて非常用の外階段へ。吹ふき上げる夜風は冷たく、胃の腑ふがきゅっと縮ちぢむような感覚を味わう。嫌いやな感じだ。

「待てこら！」

　心をざわつかせる俺おれとは対照的に、少年らしいまっすぐさで鉄階段を一心不乱にカンカン下る竹中。……普ふ段だんは何かと対抗心を燃もやしてばかりでも、なんだかんだ言って真ま帆ほのことが心配みたいだ。そんな指摘をしようものなら怒って全力で否定するだろうから、今は口にしないでおくけど。

　やむなし。このまま放っておけないのは俺も同じ。可能な限りあの黒ずくめを追いかけてみよう。

「──らっ！」

「!!」

　半ば飛び降りるような走法で次第に黒ずくめとの距きよ離りを詰めることに成功した俺たちは、四階の踊り場付近でついにその背中を捕らえた。一いち撃げき必中で襟えり首くびを摑つかもうと俺は腕を伸ばすが、すんでの所で躱かわされ、悔くやしくも確かく保ほに失敗。

「わっ、こいつ何考えてんだ！」

　続けざまに波状攻撃を仕掛けようとしていた竹中が、驚きよう愕がくして身をのけぞらせる。見れば黒ずくめは、非常階段を囲む柵さくに足をかけ、外に向けて飛び降りようとしているではないか。無む茶ちやな！　四階とはいえ、下まで落ちたらただの怪け我がじゃあ済まないぞ。

「おい待て！　……あ」

「なんだ、中庭……？　くそ、そんなもんが有ったのかよ」

　焦あせりながら柵に駆かけ寄った俺たちは、遅れて相手の真意を知る。このホテルは敷しき地ちの一部が三階までしかない段違いの造りになっていて、ここから低い方の屋上に飛び移ることが出来るのだ。黒ずくめはそこまで周到に調しらべた上で、真帆たちが泊まる階の下見に来ていたのだろうな。これでもう、偶然居合わせたという可能性はほぼ潰ついえた。

「……竹たけ中なか」

「くどいぞ。こんな所で引き返せるかよ」

「いや、もう俺おれも同じ気持ちだ。こうなったら、意地でも捕まえよう」

　少年の肩に手を置き、決意を吐と露ろ。俺の方も心配を抑おさえきれなくなってきたという理由はもちろんのこと、今の一目散な逃げ方を見てこちらに危害を加える意志はなさそうだという打算もあった。

　もし仮に、この場で俺たちに武器を見せつけておけばもっと安全に逃げ切れたかもしれないのに、それをしなかったということは丸腰か、肉弾戦には自信が無いのではなかろうか。その実、後ろから見た感じ、不ふ審しん者しやのシルエットは女性みたいに華きや奢しやだった。

「暗いから注意しろよ、手を貸そうか？」

「平気だ。これくらい一人ひとりで飛べる」

　俺の提案にさも当然とばかりに頷うなずいた竹中は、振り返ることもなく鉄てつ柵さくを乗り越えた。続けざまに俺もホテルの屋上に飛び移り、二人ふたりして明かりの乏しい中を慎しん重ちように進む。

「くそ、いないな」

「どこかに隠かくれているのか……？　竹中、突き当たりに見える竹たけ垣がきのところで一度止まってくれ、作戦会かい議ぎだ」

「わかった」

　見回せど、耳を澄すませど、暗がりから敵を発見できずじれる俺たち。やっぱり全身を黒で包むのは闇やみに紛まぎれる上で効果絶大だな。決して伊だ達てであんな出いで立たちだったわけではないということか。

「ふぅ。……しかしこの柵の奥、何が有るんだ？　なんか水の音みたいなのが聞こえるけど」

「なんだろう。たとえば貯ちよ水すい槽そうとか……っ!?」

　竹垣の上に点々と灯ともる照明の傍そばに近付き、一いつ旦たん息をつく。




『──ふふ、良いお湯ね。たくさん歩き回ったからなおさら気持ちが良いわ』




　すると不意に奥から聞き覚えのある声が水の音に混じって届き、全身がすくみ上がった。

「こ、この声まさか……さ、紗さ季きっ!?」

「しっ！　しゃ、喋しやべるな竹中っ……」

　本能的に竹垣に背を向け、俺と竹中は同時に息を吞のむ。も、もはや確たしかめるべくもなく、この柵の奥に有るものって……！

『わーい。おんせんおんせん、ろてんぶろ～♪』

『わはっ、こーらヒナ。ぎゅうぎゅうでせまいんだから泳いじゃダメだぞ～！』

『きゃっ。ま、真ま帆ほちゃん、そんなところにつかまるのもだめぇ……』

『クラスのみんなでお風ふ呂ろに入るなんて滅多めつたにない経けい験けんだよね、えへへ』

　完かん膚ぷ無なきまでに、女湯。しかもどこまで間が悪いのか、至近距きよ離りから女バス五人の声が聞こえてくる始末なのであった。

「おいヤバいだろこれ！　早く離はなれないと──うわああっ!?」

「な、竹たけ中なか!?」

　小声で喉のどを震ふるわせながら走り出したツンツン頭が、目の前からいきなり消え去る。一体何が起きたのだと眼めを凝こらせば、向かった先がわりと急な坂となっていたため、竹中はそこから滑かつ落らくしてしまったらしい。

「い、いつつつ」

　しかしそれもある意味では禍わざわいを転じて福となす、といった状況。一気に女湯から距離を取ることができたので、このまま逃げれば、誰だれかに見つかる心配はなさそうだ。

　……少なくとも、竹中の方は。

『ありゃ？　いまなんか、柵さくの方からすごい音しなかった？』

『確たしかに聞こえたわ。……まさか、のぞきに来た男子とかじゃないでしょうね？』

　どうやら怪け我がなどはなかったようですぐに起き上がった竹中に単独で離脱するよう合図を送っている裏で、真帆と紗さ季きが訝いぶかしみながら近付いてくる気け配はい。ま、まずい！　俺おれもどこかに身を隠かくさないと！

『さ、紗季ちゃん真帆ちゃん。……誰か、いた？』

『んー、眼鏡めがねしてないしはっきりは見えないけど、人ひと影かげはないようだわ』

『……ほっ』

『おー。じゃあじゃあ、おさるさんは？　ひな、おさるさんとおふろ入ってみたいかも』

『サルもいないなー。……あっ！』

『真帆、な、何か見つけたのっ？』

『んにゃ。サル、居たけどもう去ったのかも～って思っただけ。……サルだけに！』

『うわぁ、なにそのどや顔……。つねってやりたいわ。あと真帆、湯ゆ船ぶねから出たら少しはタオルで身体からだ隠そうとしなさい。いろんな意味で危ないからすっぽんぽんで柵に登らないの』

『これくらいへーきだって。さーて、えっちなおさるはどこにいるのかな～ん？』

『わーい。ひなも探す』

　紙かみ一ひと重えで近くに生はえていた松の木に貼はり付いたところ、なんとか少女たちの眼を誤ご魔ま化かすことには成功したようだ。とはいえろくすっぽ身動きもとれない窮きゆう屈くつな体勢のまま、俺は依然として監かん視しと良心の呵か責しやくに晒さらされ続けることに。

　ぐう、気け配はいからすると竹中は無事脱出できたみたいだし、早く俺もここから離れないと。露ろ天てん風ぶ呂ろの方に目を向ける気なんてさらさらなくとも、こんな風ふうに会話が丸聞こえな状況だけで間違いなく万死に値するのだから。

「そもそも一晩に二度も入浴現場にバッティングするって、どういう星の巡めぐりだよどちくしょう……」

　恨うらみを込めて夜空に小声で呟つぶやけど、答えてくれる声はなし。
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「……危なかった。よく分からないけど羽は多た野の先生には感かん謝しやしないと。おかげで離り脱だつする隙すきが生まれたみたいだし」

「お前、どさくさにまぎれてガチで覗のぞいたりしてきてねーだろうな……？」

「してないっつの、信用しろ」

「出来るかバーカ。……まあ、おかげで俺おれも無事逃げられたし、今日きようのところは何も言わないでおいてやるけど」

　振り返るわけにもいかず状況が判然としないまま足止めされること数分、ようやくチャンスを察知してこそこそ非常階段まで戻ってくると、竹たけ中なかが落ち着き無く踊り場をぐるぐる廻まわりながら俺の事を待ってくれていた。

「で、これからどうする？」

「……まずは、パンツだろ。いろいろ気になるけど、今が狙ねらい時なのは確たしかなんだ」

「そうだな。他ほかのことは、パンツの後で考えよう」

　図らずもみんなが入浴中だと確かく認にんできてしまったわけだし、見失ってしまった黒服を当てもなく探すよりは、ひとまず当初の目的に立ち返るのが賢けん明めいか。あまり帰りが遅いと葵あおいも心配するだろうし、竹中だって集合に遅れたら問題になる。

　ということで、再び七階に舞まい戻り、

「よし、じゃあ……入るぞ」

「お、おう。くそ、変態と知り合いになったせいで俺まで何度も変態じみたコトをする羽は目めに……」

「いや、今回は竹中が自分で提案したことだからな。そこを忘れないでくれ」

　無事誰だれにも出くわすことなく智とも花かたちの部へ屋やの前に到達。施せ錠じようされてないノブを捻ひねって滑るように室内へ潜もぐり込む。

「しめた。鞄かばんはベッドの上に置きっぱなしだ。探す手間が省はぶけた」

　電灯は点つけず窓から入る薄うす明あかりだけを頼りに探索を始めると、見覚えのあるマスコットのぬいぐるみで飾られたひなたちゃんの旅行鞄を発見。間違いなく五月の合宿で利用していたものと同じだ。これの奥おく底そこに忍び込ませておけば、無くしたと思ったのはただの勘違いだったということになるはず。

「おい、余計なものに触るなよ！　変なイタズラしたら俺がボッコボコにしてやるからな！」

「わかってるって。ていうか時間ないんだからあんまり邪じや魔ましないでくれ」

　いざ、ジッパーを開いて厳おごそかに純白の布きれを挿そう入にゆうしよう……という寸前で、俺の手首を摑つかんで念を押してくる竹中。それをあきれ加減に制し、触覚だけを頼りに奥へ奥へと突き進む。

「む、底に敷しき板いたが入ってるな。ちょうど良い、これの裏に半分だけ引っかけておけば、いかにも今になって出てきた感じになるぞ」

　ラッキーなことにかなり整せい合ごう性せいのある形で、格かく納のうを完了。……長かった。半年以上の間自室で夜を共にした、ひなたちゃんのパンツ。そう思うと別れるのが名残なごり惜しくも感じてしまうけど、こればかりは仕方が無いことだ。

　──さようなら。今まで一いつ緒しよに暮らしてくれて、ありがとう。

「いつまでニヤニヤまさぐってんだよ！」

「あいて！　心配しなくても邪よこしまなことなんて何もしてないっての……」

　しばし感かん慨がい深ぶかさに包まれていたところ、竹たけ中なかに背中を叩たたかれた反射ですっぽり手が抜けてしまう。短気なやつめ。まあとにかく、これにて今回の旅行最大の懸け念ねん事項も無事解決というわけだ。

「さー、みんなが戻ってくる前にとっとと脱出……っ!?」

「お、おいヤバいぞ、人が……！」

　あとはこの階からこっそり姿を消せば任務完了──というところまで来て、最大最悪のピンチが到来してしまった。風ふ呂ろから上がった女子生徒が一斉に戻って来たのだろう。ドア越しでもはっきりわかるほど、いつの間にか廊下が多くの話し声で満たされている。これでは外に出た時点で一発アウトだ。

「わーい。ゆあがりほかほか。ほかほかおっぱい」

「ひな！　いくら同じ階に女子しかいないからって浴衣ゆかたの襟えりを開いちゃだめ！」

　挙あげ句くの果てに、すぐ近くまで近付いてくるひなたちゃんと紗さ季きの声。もはや一刻の猶ゆう予よも無く、さりとて脱出経路も他ほかに見当たらず。い、いったいどうすれば……!?

「くそっ！　こうなったら隠かくれるしか！」

「あっ、こら！　お前というヤツはまた一人ひとりで勝手に……！」

　辺あたりを見回しているうち、手近な隠れ場所であるクローゼットを竹中に奪うばわれてしまう。ひなたちゃんの鞄かばん以外の荷物は全部ここに入っているみたいなので、男二人ふたりが収まるスペースはなく、追つい従じゆうは不可能。ならば俺は部へ屋や付けのユニットバスに──いや、そんなのすぐ見つかってしまう。他に、何か他に逃げ込めるようなところは──

「たっだいま～ん！　……おりょ？」

「──っ!?」

　必死の暗中模索も虚むなしく。勢いよく扉が開かれて室内に灯ともる明かり。まだノブを握ったままの真ま帆ほと、その後ろに控える四人の少女たちにきょとんとした瞳ひとみを向けられ、俺は人生の終しゆう焉えんを悟る。

　……ごめん、葵あおい。せっかく日ひ頃ごろの感かん謝しやを伝えるための旅行だったはずなのに、最悪の形で恩を仇あだで返すことになってしまった。

「えっ。昴すばる、さん……？」

「と、智とも花か。……くっ」

　みんなの視し線せんを受け、後悔のあまり涙すら滲にじんできそうになる。俺おれが迂う闊かつだったばかりに、無む垢くな少女たちに失望を味わわせてしまった。

「長は谷せ川がわさんっ──」

「み、みんな許してくれ！」

「──遊びに来て下さったんですねっ！」

「………………へ？」

　脱力のままに膝ひざを突き地に額ひたいを擦こすりつける寸前、愛あい莉りの見開かれた瞳ひとみがきらきら輝かがやきだして、豆鉄砲で撃うたれた鳩はとのような気持ちになる。

「わーい。いらっしゃいませ、おにーちゃん」

「ふふ、入浴時間だったのでお待たせしてしまってすみませんでした。遠えん慮りよしないで電気を点つけて下さっていても良かったですのに」

「わはっ、ほらね！　あたしが言ったとーりでしょ！　すばるんなら来てくれるって！」

「本当だねっ。……えへへ、嬉うれしいです長谷川さん。遊びにいらして頂くのはちょっと難むずかしいかなって思っていたんですけど」

「え、ええと。どういうこと……だい？」

　いくら優やさしいこの子たちとはいえ、部へ屋やに無断侵入なんてされたら幻滅は免まぬがれようもない。そう思っていたところにまさかの大歓迎を受け、疑問符が脳内で無限増殖する。どうしてみんな、俺がここにいることをこんなに喜んでくれているんだ。

　それがさも、自分たちで望んだことであるかのように。

「え？　どーゆーことって、あたしが送ったメール見て来てくれたんでしょ？」

「メール……？」

　不ふ思し議ぎそうに首をかしげる真ま帆ほにつられ、しばらく放置していた携帯電話をポーチから取り出して開いてみると、確たしかに真帆からのメールが一通届いていることにようやく気付いた。

『あたしたちのへやは７２６ごーしつだよん！　いつでもあそびにきてね！』

　開いてみると、記されていたのはそんな文面。

　……た、助かった。言うまでもなく実際はまったく別の目的でやって来ていたわけだが、それを素直に告つげると俺だけではなく竹たけ中なかや葵あおい、さらにはきっとミホ姉ねえまでをも悲ひ劇げきに巻き込んでしまう。

　ならば、犯した罪はしかと胸に刻み、そのうえで。

「あ、ああ！　そう、そうとも！　みんな、招待してくれてありがとう！　部屋、ここで合ってるかちょっと不安だったんだけど、間違ってなかったみたいだな。あ、あはははは」

「ふふ、もし違う部屋に入っていたら大変なことになっていたかもですね」

　真帆が届けてくれた奇き跡せきの助け船に、しがみつくしかない。

「まったくだよ。でもノックして確かめるわけにもいかなくて……ごめん。勝手にこっそり中に入らせてもらったんだ」

　冗じよう談だんめかして笑う紗さ季きに手を立てて謝しや罪ざいすれば、浴衣ゆかた姿すがたの五人が一斉に嬉き々きと駆かけ寄って来てくれる。

「そんなの全然構わないですっ！」

「おー。おにーちゃんなら、いつでもだいかんげい」

　そう言ってにっこり首をかしげあう愛あい莉りとひなたちゃん。みんなが純粋な心の持ち主で、本当に救われた。

「昴すばるさん。せっかく来て頂いたので、何かおもてなしをしたいのですが……。私たちにできることがあれば仰おつしやって下さい」

「そんな、おもてなしなんて。みんなの元気な顔が見られればそれだけで幸せだよ」

「ふぇ……。え、えへへ」

「むふー。嬉うれしいこといってくれるじゃないのすばるん！　じゃあさじゃあさ、ちょっとあたしたちと遊んでってよ！　トランプでしょー、人生ゲームでしょー、いろいろ持ってきてあるんだ！」

「真ま帆ほ。あんまり引ひき留とめるとご迷めい惑わくよ」

「ううん、大丈夫。そうだね、せっかくだし迷惑じゃなければ少し遊んでいこうかな」

　智とも花かも真帆も紗季もすごく楽しそうで、心からありがたい気持ちになる。実際、部へ屋やに忍び込んだ以外にはやましいことなどしていないので、一応懺ざん悔げは終わったわけだし。

　……ひなたちゃんのパンツに関しては、あくまで悲ひ劇げきの終しゆう焉えんということでひとつ。

「そーこなくちゃ！　よしじゃあ早速秘ひ蔵ぞうのおもちゃをクローゼットから──」

「わー待ってくれ真帆！　きょ、今日きようはなんだか身体からだ一つで遊びたい気分だからおもちゃはナシにしよう！」

「えー。でもま、いいや！　すばるんがそ～いうなら了解！」

　すっかり気を抜いて安あん堵どの息を漏もらしかけたところで、もう一人ひとりの侵しん入にゆう者しやのことを思い出し慌あわててガード。危ない、一いつ瞬しゆん竹たけ中なかの存在を忘れてた。

　あいつも下へ手たに隠かくれたりしない方がかえって平和に過ごせたのかな。その辺は神のみぞ知る、といったところだが、とにかく今のうちに竹中をどう脱出させるかプランを練ねっておかねば。

「おにーちゃんおにーちゃん、なにしてあそぶ？」

「なんでもいいよ。ひなたちゃんの希望があったら教えて」

　満面のにこにこ顔で腕に抱きついてくれたひなたちゃんの頭を撫なでつつ、盛りあがるみんなに従い部屋の奥へと向かう。葵あおいもそろそろ心配しているころかな。とりあえず、お詫わびのメールくらいは送っておくべきか。

「──ほーい２班はん、ちゃんと全員部屋にいるな～」

「っ!?」

　などと悠ゆう長ちように携帯のボタンをクリックした瞬間、更さらなる試練の予感が壁かべ越ごしに伝わって来る。今の、隣となりの部へ屋やから聞こえたと思おぼしき脳天気な声は、間違いなくミホ姉ねえの……。

「は、長は谷せ川がわさん。みーたんが見回りしているみたいですけれど、もし見つかると……」

「マズい。たいへん、マズい」

　俺おれの顔色から危き機きを察してくれたらしい紗さ季きの心配そうな声に、生なま唾つばを飲み込みながら頷うなずく。いくら血の繫つながった相手とはいえ、小学生の部屋にのこのこ遊びに来た部外者のことを、教師としてのあいつが許してくれるはずも無い。良くて半殺し、最悪の場合……やはりこの過ちが俺だけの問題に留とどまらなくなってしまう。

「そんじゃ就しゆう寝しん時間まで自由だけど、部屋からはなるべく出ないようになー。……さー隣は３班ぱんこと女バスチームか。はしゃぎ疲れてまた寝てたりしてなー、にゃはは」

　とめどなく流れる冷や汗を拭ぬぐう間もないまま、ミホ姉がこの部屋に近付いてくる気け配はい。ど、どうする……どうすれば!?

「す、昴すばるさんっ。大丈夫ですか!?　お顔が真まっ青さおです……！」

「たいへんだ！　すばるんを助けないと！」

「おー。どうやっておにーちゃんをお助けするの？」

「ど、どこかに隠かくれる場所……あっ、クローゼットとか？」

「ダメ、それじゃもう間に合わない。もっと今すぐ飛び込める場所……そうだわ、ベッド！」

　泡あわを食うばかりの俺の傍そばで、五人が口々に緊きん急きゆう回かい避ひの方法を模索してくれる。確たしかに目の前のベッドならばミホ姉がドアを開あける前に飛び込めるかもしれない。しかし人間一人ひとりのあからさまな膨ふくらみを見み逃のがしてはもらえそうもないし、ちょっと厳きびしいのでは──。

「紗季っ、ベッドじゃきっとすぐ見つかっちゃうよ！」

「いえ、大丈夫！　さあ、早く入りましょう！　……みんな一いつ緒しよに！」

「みんな一緒？　おおっ、なるほど！　よっしゃ突とつ撃げきっ！」

「な、えっ!?」

　俺と同じ懸け念ねんを呟つぶやいた智とも花かを制し、紗季が俺の手を引く。他ほかの子たちもすぐにぴんと来たらしく、ひとり紗季の言わんとすることが飲み込めないでいる俺共々、なぜか全員が一斉に一つのベッドに飛び込み、掛かけ布ぶ団とんの中に潜もぐり込んだ。

「３班、点てん呼こだぞ～……お？　にゃはは、女バスはほんと仲良しだなー。ちゃんと人数分あるんだから、みんなで同じところに寝なくてもいいだろ」

「ふ、ふふ。ちょっとふざけてたらこんなことになっちゃいまして」

「え、えへへ。みんなと一緒に寝るの、楽しいです」

「わーい。ぬくぬくー」

　五人の中心でもみくちゃにされながら、俺はようやく作戦の意図を理解する。そうか、降って湧わいた一人分の膨らみは隠しようがなくても、５＋１であれば違和感も薄うすれるもんな。すごい、あの一いつ瞬しゆんでそこに気付くとは、やはり紗季はただ者じゃない。

　し、しかしこれはまた……なんとも背はい徳とく的てきな状況だ。顔を出すわけにはいかないので全身を布団ふとんの中に潜もぐり込ませた俺おれの周りには、子どもたちの足や腕や胴体が複ふく雑ざつに絡からみあって密着している。しかも漆しつ黒こくの空間には、風ふ呂ろ上がりの芳ほう香こうがむせ返るほど充満し、緊きん張ちよう感かんと相まって油ゆ断だんした瞬しゆん間かん自じ我ががどこかにふっ飛んでしまいそうだ。

「ま、そーゆーのも修学旅行の醍だい醐ご味みだからな。周りに迷めい惑わくかけなければ好きなだけ楽しむといーさ。でも消灯時間過ぎたら大人おとなしくな～。あ、もし昴すばるが忍び込んで来たらすぐ私のこと呼ぶんだぞ。切り刻んで千せん枚まい漬づけにするから」

「ぬぇ!?　あ、あはははみーたん。すばるんが来てるわけ──く、来るわけないじゃん！」

　真ま帆ほ、噓うそつくの苦にが手てなんだろうな……。純朴な子たちに隠かくし事ごとをさせてしまっていることに心苦しさが募つのる。そのうえ動どう揺ようを紛まぎらわすためなのか、皆言葉を発する度たびに俺おれの身体からだに絡ませた腕や足をぎゅっと締しめるので物理的な苦しさも重なっていく。

「え、えへへ。早く昴さんにお会いしたいですけど、今はがまんしますっ」

「あんなの地元に帰れば掃はいて捨てるほどいるだろー。まーもし自由行動でたまたま行き先が同じになったとかそういうことなら、しょーがないから見て見ぬふりをしておいてやるさ、にゃはは」

　ミホ姉ねえめ、人を落ち葉みたいに言いおって。ただ、明日あしたの『予定』に関しては黙もく認にんをしてくれる心こころ積づもりのようで、それだけは有あり難がたく思うばかりだ。

　ところで声の聞こえ方からすると、この目の前の、俺の鼻先がぴったり密着しまっている背中は智とも花かのものであるようだ。うう、ごめん。どけようにも身じろぎ一つままならないんだ。

　しかしながら。せめて『接点がほぼ尾びてい骨の直上くらい』という位置関係だけでもなんとか修正できないか。これではもはや背中というか腰というか、だめだ考えれば考えるほど焦しよう燥そう感かんで全身が燃もえるように熱あつくなる。

「ひゃうっ!?」

「ん？　どした智花？」

「い、いえっ！　ちょ、ちょっとくすぐったくて……」

「ふ、ふふ。ごめんねトモ、ついいたずらしちゃったわ」

　うわずった声を響ひびかせた智花を紗さ季きが即座にフォローしてくれて事なきを得たが、今のって本当は俺が微妙に鼻先を動かしてしまったせいだよな。謝しや意いを伝えたいという気持ちが裏目に出て、また一つ後で頭を下げねばならぬ項目が増える。

「にゃはは、紗季がそゆことするの珍しーな。でもま、わかるよ。修学旅行ってやっぱやたらとテンション上がるし」

「み、みーたんもそうだったんですね。もしかして、枕まくら投なげとかで大だい活かつ躍やくだったんじゃないですか？」

「あー、ごめんその単語はＮＧ。ちょーっとばかり、教え子に話すには不適切な失しつ敗ぱい談だんがあるからな～、にゃははは」

　ミホ姉ねえが気を許しまくって長々と雑ざつ談だんを続けてやがるせいで、終わりの見えない籠ろう城じよう、もとい籠小学生戦。嗅きゆう覚かく、聴ちよう覚かく、視覚、触覚。その全すべてが小学生で満たされたままの時間が、延々と流れていく。ああ、あとは味覚も小学生になったら五感フルコンプリートだな。ってなに考えてんだ俺おれ。いかん、だいぶ脳が茹ゆだりつつある。

「おっとつい長なが居いしちゃったな。そろそろ次行くわ。そんじゃ就しゆう寝しん時間まで自由だけど、部へ屋やからはなるべく出ないようになー」

　もう少しで人としての健けん全ぜんな思考回路をロストしてしまう寸前、定型句を残してようやく部屋から出て行くミホ姉。あ、危なかった。なんかもう、いろいろと。

「ぷはっ！　み、みんな本当にありがとう。助かったよ」

「やー超ピンチだったな、すばるん！」

「おー。いつでもどうぞ。ひな、またおにーちゃんといっしょに寝たい」

　扉が閉まるのを待って飛び起き五人に深々とお辞じ儀ぎすれば、真ま帆ほとひなたちゃんは変わらぬ笑え顔がおで親指を立てたりバンザイしてくれたりしたが、

「お、お役に立てて何よりです。と、咄とつ嗟さだったので、窮きゆう屈くつな方法しか思い浮かばなくてごめんなさい」

「は、長は谷せ川がわさんと同じお布団ふとんで寝ちゃった」

「ふぁう。まだ、どきどきが止まらない……」

　紗さ季き、愛あい莉り、智とも花かの三人は頰ほおを染そめ俯うつむき加減で、どこか恥はずかしそうな雰囲気を醸かもしていた。そりゃそうだよな。多感な時期の女の子たちに密着を強しいてしまって、なんとお詫わびして良いのやら。

　でも、誰だれ一人ひとり異い論ろんを挟はさまず緊きん急きゆう避ひ難なんに協力してくれたことには感かん謝しやと感動がとめどなく溢あふれてくる。この信頼、絶対にこれからも裏切らないようにしないと。

「長谷川さん、今なら大丈夫かと！」

「了解、ありがとう紗季。みんなも本当にありがとう。真帆、今日きようは遊べなくてごめんな」

「あはは、仕方ないさ～。その代わり明日あしたいっぱい遊ぼうぜっ！」

「昴すばるさん、お休みなさいですっ……それでは、また、明日」

　廊下を覗のぞいてくれていた紗季から安全報告を受け、全員に再度のお礼を伝えて部屋から退出する。どう考えてもこれ以上の長居は得策ではなさそうだったのでレクリエーションの時間は確かく保ほできなかったが、そこは明日埋め合わせさせてもらうということで。

「とにかく、これでピンチは乗り越えた…………あ、竹たけ中なか」

　誰にも見つかることなく廊下に戻れてほっと息を漏もらした直後、今さらながらに思い出す。いかん、潜せん入にゆうしたのは俺一人じゃなかった。

「さて、どうやって助ける？　……四の五の言ってる場合じゃないか」

　腕組みして首を捻ひねってみるが、スマートな手は思い浮かびそうも無かったので強攻策を選せん択たく。迷っているうちに誰だれかがクローゼットを開あけてしまう可能性も有るしな。

　ということで作戦実行。音もなく踵きびすを返した俺おれはこっそりみんなのいる部へ屋やの扉を開き、

「とりゃ」

　不意打ちで電灯のスイッチをオフにしてしまう。

「えっ!?　な、なに？　停電？」

「うぎゃー！　ままままっ、まっくらだー！」

「おー？　お外の電気、点ついてるよ？」

「ほ、本当。消えてるのはこの部屋だけみたい」

「ふぁう……み、みんな。一いつ箇か所しよに集まっていた方が……」

　すぐさま室内はプチパニック状態に。暗いところが苦にが手てな真ま帆ほには特に申もうし訳わけない手段だが、これが最も手っ取り早いからな。さあ、あとは竹たけ中なかが音で状況を察してくれれば。

「──っ！　はぁ、はぁっ！」

「おし、でかした」

　祈りが届いたかのようなタイミングでクローゼットが開かれる音が響ひびき、ドアを半開きのまま固定していた俺の脇わきをくぐって竹中が外に飛び出してくる。よし、今度こそミッションコンプリートっと。

「ごめんみんな、つい出来心で！　あ、あははは」

「ふぇっ……？　す、昴すばるさん？　び、びっくりしちゃいましたよぅ」

「こっ、こらーすばるん！　そーゆーイタズラは禁止だー！　必ずしかえししちゃうから覚えてろー！」

　自みずからの指先で明かりを点ともし、両手を合わせてお詫わびを告つげてから再度のお別れ。うむ、もしいつか俺がドッキリの標的になっても甘んじて受けるしかないな。

「とにかく紙かみ一ひと重えでも万事が無事に済んで良かったよ。なあ竹な……ごふっ！」

「何が無事だよこの変態！　ロリコン！　お、お前こともあろうにひなたと同じ布団ふとんの中に……許さねえ絶対に、絶対にだっ！」

　少年の肩をぽんと叩たたこうとしたら、みぞおちに裏うら拳けんをたたき込まれてしまった。釈しやく然ぜんとしない。が、文句も言い辛づらく。

「子どもたちにあんなことさせちゃって反省はしてるよ……。でもパンツはやっと返すことができたんだし、機き嫌げん直してくれよ。お前だって俺がずっとひなたちゃんのパンツ持ったままなのは嫌いやだろう？」

「それとこれとは話が別だ！　……ふん」

　肩を怒らせ一人ひとり先に歩き出す竹中だったが、やはり安あん堵どの気持ちが強いのか俺に向いていた憤いきどおりの矛ほこ先さきはわりとすぐに収まったようだ。

　いやはや実際、今は胸のつかえが取れたような気分。もう、小学生のパンツを保持している後ろめたさを感じなくて済むのだなあ。まるで蓄たくわえた金銀財宝をボランティアで使い切ったような──いやその喩たとえは全然違うか。とにかくよかったよかった。

「あれ？　おい竹たけ中なか」

「なんだよ……？」

「お前のジャージの、足首のジッパーのところに、なんか白い布きれが引っかかってるぞ」

「え……………………っ!?」

　歩みを止め、俺おれの指摘に従って視し線せんを落とすや竹中の顔からすうっと血の気が失うせていく。どうしたのだろうと近づき、布の正体を確たしかめるべくしゃがみ込んだ、その直後。

「おい。今度は……誰だれのだよ」

　俺は激はげしい脱力感に見み舞まわれ、廊下のじゅうたんの上に膝ひざを突いて四よつん這ばいになってしまうのだった。







「結局ふりだしにもどる、か……」

　緊きん急きゆう会かい議ぎ、もとい「ひなたの布団ふとんに潜もぐり込んだ責任を取れ！」なんて言いがかりを受けた結果、その布きれ──フリルがかわいらしい高級感漂う純白の下着は、結局また俺が預かって返却のチャンスを待つ羽は目めに。

「……ＭＭ。真ま帆ほの、だろうなあ」

　入浴時間が差し迫っていた竹中と別れ、ロビー階に戻ってトイレで検品した結果、後ろ側の布地に二文字の刺し繡しゆうを発見。なお調ちよう査さはひなたちゃんのパンツを運うん搬ぱんするのに用いたきんちゃく袋ぶくろを最大限活用し、なるべく手を触れぬよう配はい慮りよいたしました。

「そういえば、誘ゆう拐かい計画がマジなのかどうかも結局わからず仕じ舞まいだな」

　イニシャルを見て、再さい燃ねんする不安。修学旅行を心から楽しんでいる真帆の無邪気な笑え顔がおが身勝手に汚されるなんてことが、起こらなければ良いのだが。

「……ひとまず戻らないと。きっとそろそろ葵あおいも変に思い始めてる」

　とはいえ夜はきちんと部へ屋やに施せ錠じようをするようだし、教師の見回りもあるだろうから手出しは難むずかしそうだ。疑ぎ惑わくの真相を探るのは明日あしたまた改めて、ということにしよう。

「お、おかえり。遅かったじゃない。何してたの？」

「ごめん。その、なんだ。犯した罪をいろいろ懺ざん悔げしてたというか。竹中と決死のマンツーマンを挑いどんできたというか。……さっきはごめんな。戻ってることちゃんと伝えなくて」

「い、いいわよもう。私も取り乱していきなり叩たたいちゃって、ごめん。そ、その。おあいこにしてくれると嬉うれしい、な。せっ、せっかくの旅行なんだし！」

「葵……。ありがとう、もちろんだ。そう言ってもらえるとすごく救われるよ」

　覚悟を決めて部へ屋やに戻ると、窓まど際ぎわの椅い子すにちょこんと座っていた葵あおいの機き嫌げんは既すでに落ち着いていてほっとする。よかった、滅多めつたにない機き会かいを共に目一杯楽しむという密ひそかな目標は、まだ辛かろうじて継けい続ぞくすることができそうだ。

「大浴場が使えるまではあと一時間くらいか。なら俺おれは今シャワー浴びなくても良いや。しばらく話でもしてようぜ。ホテルに着く前に買い食いしまくったから腹は空すいてないだろ？」

「う、うん。ごはんはもう充分。じゃ、じゃあ。昴すばるがそれで良いなら」

「……どした、葵？　なんでそんなずっと俯うつむいて……やっぱりまだ怒ってる？」

「う、うっさいわね違うわよ。ただちょっと……ふ、二人ふたりきりなんだなって改めて思っちゃっただけなの！」

　俺も向かいにあるもう一つの椅子に座り、旅の思い出や明日あしたの予定でも語りあおうと話しかければ、どことなくそわそわ落ち着かない雰囲気の葵。そういえば、葵と遊んだりバスケするときは常に他ほかの誰だれかも一いつ緒しよで、サシになること自体、かなり久しぶりかもな。そう意い識しきしてしまうと俺自身も少しだけ距きよ離り感かんがおぼつかなくなりそうになる。

　でもま、長い付き合いなのだ。それもカンを取り戻すまでの短い間だけだろう。

　ややぎこちなく、でもそんな新しん鮮せんさもまたなんとなく心地ここちよく。初めての、京きよう都との夜は更ふけていく。
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「んん……」

　部へ屋やの明かりを落とし、窓側のベッドに身体からだを落ち着けてどれくらいの時間が経たっただろう。一向に眠気が訪れないことに焦じれ、俺おれは寝返りを繰くり返す。

「昴すばる。……眠れないの？」

　控えめな声に、申もうし訳わけなさが膨ふくらむ。もしかしたら、俺がゴロゴロうるさいせいで葵あおいも寝付けないのかもしれない。

「ああ、ごめんな。……なんか、緊きん張ちようしちゃって」

　一度は明日あしたまた改めて考えようと自分に言い聞かせたものの、やはり真ま帆ほのことが気になってしまう。何事も、なければ良いのだが。

「緊張。……そっか。昴も、緊張してるんだ」

「ん？　『も』ってことは、葵もか？」

「そりゃまあ、これでも一応……お、女ですし」

　そうか、そうだような。いくら幼おさな馴染なじみ同士とはいえ、男と二人ふたりきりで、同じ部屋で夜を越そうというのだ。いろいろ心配に感じるのも当たり前の話。『緊張しているのか』なんて、わざわざ訊きく方がどうかしていた。

「一応じゃなくて、葵はもうれっきとした女性だろ」

「──っ！　ち、ちがうのあれはっ！　あの下着は本当に気の迷いで、普ふ段だんはぜんぜんあんなの興きよう味みもなくて……うううう」

「あ、じゃなくて！　そういうことじゃなくて！」

　しまった地雷踏んだ。今のは他意なく出てきた言葉だったんだけど、そういえば今日きようの葵の下着、すごく大人おとなっぽかったもんな。いつもああいうのを履はいているわけではないのか。

　うん、なんか。もしかしたら怒られるかもだけど、そう聞いて少し安心したというか、葵が遠いところに行ってしまったような感覚が霧む散さんしたというか。

「……ほら。最近の葵、すごく俺の事を支えてくれるし、昔よりもっと気を遣つかってくれるし、いわゆる、良妻っぽい感じがして」

「良妻!?　ちょ、ちょちょちょちょちょっと、急にまたなんてこと……！」

「変な喩たとえに聞こえたらすまん。でも、とにかくここ最近、いろいろ尊敬することがたくさんで、いっぱい成長してるんだなって思ってさ。すごく偉えらそうな言い方だけど」

「昴……。ううん、偉そうなんかじゃない。う、嬉うれしいよ……すごく。ありがとう」

　暗がりの中、葵が隣となりのベッドでごろんと背を向ける気け配はい。表情はまったく覗うかがえないが、声の調ちよう子しからすると俺の気持ちは正しく伝えられたようだ。

「なら、よかった。とにかく、緊張させちゃって悪い。けど……なんだ。変なことするつもりはないって約束するから、リラックスしてゆっくり休んで貰もらえると嬉しい」

「ふふっ、わかってるってば。昴すばるがそういう奴やつじゃないってことくらい。わかってても……緊きん張ちようしちゃうの。どうしようもないことだから、気にしないで」

「……そっか。うん、了解。信用してくれて嬉うれしい」

「でももし、昴がそういう破は廉れん恥ちなやつだったら、私たち今ごろどうなってたのかな……」

「え？　葵あおい、今なんて言ったんだ？」

「な、なんでもない！　おやすみ！」

　囁ささやき声ごえがほとんど聴きき取れなかったので尋たずね返すと、葵は勢いよく頭から布団ふとんを被かぶって黙だまり込んでしまった。

　まあ、いい加減夜も遅いし詮せん索さくは止やめておくか。明日あしたに備そなえて眠る努力を続けないと。

　……明日。何事もなく葵と、真ま帆ほたちと、平和で楽しい時間を過ごせることを祈りながら、俺おれはぎゅっと両の瞼まぶたを閉じた。
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「眠そうだな、葵あおい」

「なによー、昴すばるだって」

　翌朝、目覚ましで飛び起きて朝食を摂とりにロビー階のレストランを訪れた俺おれたち。ビュッフェ形式だったので食べたいものを適当に見み繕つくろい、席に戻ってくると先に帰き還かんしていた葵があくびをかみ殺しているところだった。ま、冗じよう談だんぽく指摘された通り、俺自身も廊下を歩いているとき何度も大口を披ひ露ろうしてしまっていたわけだが。

「慧けい心しんの生徒もここで飯食べたのかな」

「小学生が朝からビュッフェなんて、大戦争になっちゃうんじゃない？　私は宴えん会かい場じようとかに集まった気がするな」

「なるほど、言われてみれば確たしかに。こんな豪ごう華かなホテルじゃなかったけど、俺たちもそうだったもんな」

　対面に腰掛け、雑談混じりに朝食を堪たん能のう。高級そうなホテルだけあって、どの料理もかなりの美び味みだった。オムレツだけは長は谷せ川がわ家に軍配が上がるけど。

「ふぅ、朝から満腹だ。……にしても葵、眠そうな割にすごくご機き嫌げんだな。なにか嬉うれしいことでもあったか？」

　あらかたの食事を片づけ、デザートに選えらんだヨーグルトの最後の一ひと掬すくいを口に運んでいる途と中ちゆうでふと、葵の喜色が気になって問いかけてみる。今までずっと一いつ緒しよに居たのだからきっかけがあれば俺も気付いたと思うのだが、その実さっぱり見当が付かないのだ。

「嬉しいこと……うん、あったかもね。知りたい？」

「差し支えなければ」

「あのね。昴が……昴も、眠そうなこと」

「え？　それが理由なのか？　どうしてまた？」

「教えなーい。ヒントもあげません。ふふっ」

「…………？」

　俺が眠そうだから、嬉しい？　うむ、さっぱりわからぬ。

「ごちそうさま。さ、行こ。約束の時間に遅れちゃう」

「え、おい葵……！　うーん、とりあえずまあいいか」

　腕組みして首を捻ひねっていると、葵が躍おどるように立ち上がってレストランから出て行こうとする。理解がおぼつかなくて少しもやもやするが、確たしかにそろそろ移動開始すべき時間なのでひとまず置いておこう。

　なにより、寝不足の原因である憂ゆう慮りよを解消するため、真ま帆ほのいつも通りの元気な顔を早くこの眼で見たい。

「昴さん、葵さんっ！　おはようございます！」

「おはよう智とも花か、みんなもおはよう」

　出かける準備はもう済ませてあったので、レストランを出てそのまま京きよう都と駅えきに向かう。待ち合わせ場所に決めておいた改札前にたどり着くと、真まっ先さきにこちらに気付いた智花が満面の笑えみで手を振ってくれた。

「おー。おにーちゃん、おはようございます。あおいも、おはようございます」

「ふふ、昨晩はよく眠れましたか？」

「わたしたちは少しだけ寝不足かもです、えへへ」

「くふふ。夜にみーたんが見回りに来たとき、寝たふりしてダマすのちょー楽しかったー」

　続けてひなたちゃんも、紗さ季きも、愛あい莉りも。そして……真ま帆ほも。俺おれたちの方に視し線せんを集中させて元気な声を響ひびかせる。

「五人ともおはよう。ふふっ、朝から元気そうだね。修学旅行なんだし当たり前か」

　嬉き々きと返事する葵あおいの隣となりで俺も再び会え釈しやくしつつ、内心で安あん堵ど。うん。この感じだと、事件らしい事件は何も起こらなかったようだな。

「真帆。昨日きのうの夜、変わったこととかなかった？」

「ほえ？　みんなでおーはしゃぎして、すごい楽しかったよ？」

　試ためしにそれとなく尋たずねてみても、真帆は不ふ思し議ぎそうに首をかしげるばかり。やはりただの取り越し苦労か。もちろん完全に警けい戒かいを解くのは尚しよう早そうだろうけど、いくらか肩の荷が下りた気分だった。

「あ、でも！」

　と、力を抜きかけた矢先、思い出したように大きく目を開く真帆。や、やっぱり不ふ審しんな出来事があったのか……？

「な、何かあったのか？」

「あたしのパンツが一枚ゆくえ不明になった！　大事件発生！」

「っ」

　……そういえば、そうだった。もう一つの懸け念ねんの方が大きすぎてつい頭から抜け落ちていたが、俺と竹たけ中なかが発生源となってしまった『そっちの』事件の方も、機きを見てちゃんと解決しないと。

「そ、そんなことがあったのか……」

「ほんと困っちゃったよ～。でもま、きっとそのうち見つかるさ！」

「ああ、約束する……じゃなくて！　俺も、祈ってるから。とにかく、みんなで楽しくお泊まりができたみたいで良かった」

「うんっ！　わはーほんと修学旅行最高っ！」

　内心で贖しよく罪ざいを誓いつつ、とにかく他ほかには異変無しのようなので改めて安堵し、いつも以上にハイテンションな真帆の頭にぽんと手を置いて喜びに共感。

「──本当に、最高よね。……その最高の夜に、見回りをさせてもらえないなんて。私の存在意義ってなんなのかしら」

　そんな俺おれと真ま帆ほの真横で、不意になにやらずーんと沈んだ声が響ひびいた。

「あ、羽は多た野の先生。おはようございます。な、なんだかお疲れのご様よう子すですね？」

「おはよう昴すばるくん、葵あおいちゃん……。ええ、欲求不満で倒れそうだわ。だってすぐ近くに楽園があるのに、近付くことすら禁じられて一晩中留る守す番ばんしてなきゃいけなかったんですもの。ストレスで悶もん々もんとしちゃう気持ち、昴くんならわかるでしょう？」

　首を捻ひねれば、代表して購こう入にゆうしてきたのであろう電車の切符を握りしめた羽多野先生が、目元にクマを携たずさえやさぐれた表情で、深々と溜ため息いきを漏もらしながら傍そばまで迫っていた。

「いやそれはわかりませんが……見回り、なさらなかったんですか？」

「そうなの。美み星ほしちゃんに緊きん縛ばくされて一晩中身動きが取れなくて。まあ、あのか細い腕でぎゅうぎゅうに縛しばられてる最中はそれはそれですごい興こう奮ふんしたのだけれどね」

　キリッとした顔で何言ってんだこの人。しかし、なるほど。悪い意味で子どもが好きすぎる残念系養よう護ご教きよう諭ゆの羽多野先生に夜の見回りなんぞを頼んだら、逆に惨さん劇げきを招く結果にもなりかねない。いや、実際はギリギリのところでちゃんと分別が付けられる方だとは信じているのだが、警けい戒かいしてしまうミホ姉ねえの気持ちもまた強く理解できるのだった。

「羽多野先生、そろそろ発車時刻が……」

「あらいけない、じゃあ昴くん、葵ちゃん。募つのる話は電車に乗ってからにしましょう」

　どう返事して良いのか迷っていたところに紗さ季きが一歩身を寄せて、そわそわしながら案内板を指さす。几き帳ちよう面めんな紗季のことだから本当に心配だっただけなのだろうが、個人的には話題逸そらしありがとうと密ひそかに拍手を贈おくらざるを得ない。

「そうですね、そろそろホームに入りましょう。じゃあみんな、今からしばらく俺と葵もいっしょに観かん光こうさせてもらうね」

「はいっ！　……嬉うれしいです。昴さんと葵さんとも、京きよう都とを観光できるなんて」

　機きを逃のがすまいとすかさず同意してぐるりと全員の顔を見回せば、智とも花かを皮切りにみんなが笑えみを向けてくれる。歓迎された嬉しさに、俺と葵も顔を向き合わせ微笑ほほえみを交換。

「わーい。れっつごー、宇う治じきんとき」

　両手を天に突き上げるひなたちゃんを先頭に、歩き出す俺たち。旅行二日目の目的地、宇治市を目指していざ出発、である。







「ねーあおいっち、アメ食べる？　すっごいおいしーやつ昨日きのう見つけたんだ！　ほら、七しち味み唐とう辛がら子し飴あめっ！」

「と、唐辛子飴……？　う、うん。じゃあせっかくだから……」

「あの、葵あおいさん。無理しなくて良いですよ……？」

「おー。ひなもそのあめさん、好きじゃなかった。おくちぴりぴりした」

　車内に入るやグーパーで席決めをして『葵・真ま帆ほ・紗さ季き・ひなたちゃん』『俺おれ・智とも花か・愛あい莉り・羽は多た野の先生』という左右二つのブロックに分かれ、目的地までそれぞれで談だん笑しようを続けていると、ご機き嫌げん全開な真帆と隣となり合わせに座った葵がなにやらマニアックな食べ物を勧められてたじろぐ声が聞こえてくる。はは、頑がん張ばれ。

　……とか笑っていると俺も後で同じ試練に見み舞まわれそうだけど。

「しかし、本当にラッキーだったよな。こんな風ふうに俺たちとみんなが堂々と一いつ緒しよにいられるなんて」

「えへへ。紗季ちゃんのおかげです」

「うんっ。それと、引いん率そつを羽多野先生にして頂けることになったことも」

「くす。私も協力できて嬉うれしいわ。本当にただの偶然なのだけれども」

　只ただ今いま、慧けい心しん学がく園えんの生徒たちは自由行動の時間。とはいっても小学生の修学旅行なので何の制限もなく行き先を選えらんで良いわけではなく、あくまで幾いくつか決められた候補の中から希望地を選び、担当の先生に引いん率そつしてもらいつつ観かん光こうをするという決まりなのだそうだ。

　ところが、紗季のリクエストにより決定したらしい行き先の『宇う治じ』は他ほかに比べて圧倒的に不人気で、学年全体で希望したのがなんと智とも花かたちの班はんだけだった。確たしかに『平びよう等どう院いん』があるとはいえ新しん撰せん組ぐみの史跡や嵐あらし山やまなんかに比べるとやや地味な印象もあるので、小学生にとっては魅み力りよくを感じる要素が少ないのかもしれない。

　この希望者の少なさが功を奏し、さらには引率担当が俺とも葵とも面めん識しきのある羽多野先生に決まったことで、こんな風に大っぴらな合流が実現したのだった。できすぎな状況にはまた呆あきれ笑いが漏もれてしまうが、なんにせよ俺にとっても有あり難がたいことなのでここは素直に喜んでおこう。

「どうどう？　おいしーでしょっ！」

「う、うん……。すごく個性的な味……だね」

　隣となりのブロックから聞こえてくる期待に満ちた真帆の声と、あきらかにその味に引き気味ながらお姉ねえさんらしく笑えみを繕つくろって飴あめを舐なめ続ける幼おさな馴染なじみの奮ふん闘とう。

　どうあれ、葵もみんなと一緒の時間を共有できてすごく楽しそうだ。ミホ姉は「葵の機き嫌げんが悪くならないように昴は子どもたちばっかりにかまけるんじゃないぞ～」とか変なことを言っていたが、どう考えても杞き憂ゆうだよな。ま、すごく気き遣づかいしてくれるやつだから勝手に盛り上がって蚊か帳やの外に追いやらないよう注意する必要はあるかもしれないけど、五人とも葵にはまっすぐな敬愛の念を抱いてくれているのだから、そこまで心配する必要はないだろう。

「でも本当に、真帆ちゃんのパ……お、お洋服っ！　どこにいっちゃったんだろうね」

「う、うん。部へ屋やはくまなく探したはずなんだけど」

「………………」

　微笑ほほえましい気持ちでみんなの顔を見ていた折、ふと思い出したように愛あい莉りと智とも花かが向かいの席で首をかしげ合う。きっと、全員で捜そう索さくしたんだろうな。余計な手間までかけさせてしまって本当にごめん……。言葉にして謝あやまれないのがなんとも心苦しい。

「さあみんな、次の駅よ」

「あ、もう着いたんですね。思ったよりも早かったな」

　などと罪の意い識しきで声を詰まらせたりしているうち、水面が煌きらめく大きな川が車窓に映る。それを見て羽は多た野の先生が小さく咳せき払ばらいをし、俺おれたちに降車の準備を促うながした。京きよう都と駅えきからここまで確たしか三十分弱ほどかかるという話だったが、体感時間はもっとずっと短かった気がする。

「葵あおい、お疲れ」

「えっ、ううん。真ま帆ほちゃんとも紗さ季きちゃんともひなたちゃんとも、いろんなお話が出来て楽しかった」

　ほどなく降りたったホームで、ぽんと葵の肩を叩たたいて笑いかける。別にミホ姉ねえの言いつけを守っているというつもりでもなく、昨日きのうからずっと一いつ緒しよなせいか普ふ段だん以上に自然とコミュニケーションをとってしまうのだった。

「うん、楽しそうな声が聞こえてたよ」

「…………？　え、えと、昴すばる……それだけ？　何か私に用事とか？」

「ん？　いや。なんとなく話しかけてみただけだけど」

「な、なんとなく。……昴が、私に、なんとなく。特に用もなく、声を」

　あれ、なぜこのタイミングで赤面するのだろう葵は。

「………………旅行、来れて良かった」

　そしてなぜこのタイミングでしみじみそんな感想を漏もらすのだろう。

「よっしゃーさっそくいこーぜ！　ダイゴーインメッショウドウ！」

「違う。平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どう。もはや元の名前の跡あと形かたもなくなってるから」

　頭の中で疑問が膨ふくれるが、あまりぼんやりしているとみんなとはぐれてしまいそうだ。ひとまずは観かん光こうを満まん喫きつすることにして、くるくる回りながら改札に向かう真帆と、呆あきれ笑いと共に息を漏らす紗季の後に続く。

　二人ふたりのやりとりの通り、最初の目的地は平等院。ここ宇う治じ市しに建てられた寺院で、境けい内だいにある鳳凰堂は十円硬貨の絵え柄がらにも使われている国内屈指の名所だ。とか知った風ふうに解説してみつつ、俺自身参拝するのは初めてなのだが。

「わぁ、お茶ちや屋やさんがいっぱい。ええと、お父とうさんが言っていたのはどのお店かな……」

「智とも花かちゃん、お抹まつ茶ちやのお土産みやげをお願ねがいされてるんだよね？　わたしも、家にお茶を買っていこうかな」

　駅から歩くこと数分。寺院に至る表おもて参さん道どうに足を踏み入れると、左右の軒並みからほうじ茶の香こうばしい香かおりが漂ただよってくる。宇う治じはお茶ちやでも有名だもんな。茶さ道どうの先生である智とも花かのお父とうさん、忍しのぶさんがそんなリクエストをなさったのも納なつ得とくだ。ふむ、愛あい莉りと同じく、俺おれも母かあさんへの土産みやげはお茶ちやにするか。抹まつ茶ちやは敷しき居いが高いが、普通の緑りよく茶ちやはいくらあっても困るものでもないだろうし、ほうじ茶なら値段も手て頃ごろだ。

「おー。ひなはまっちゃソフト、たべたい」

「くす。黒くろ蜜みつほうじ茶ソフトというのも惹ひかれるわね。でもひとまずは、平びよう等どう院いんを参拝してしまいましょうか？　その後でお土産を買ったり、おやつを食べる時間をたっぷり用意するから」

『はーい！』

　辺あたりを見回し、目移りしている子どもたちに羽は多た野の先生が優やさしく提案すると、即座に皆元気よく手を上げ、ひとかたまりで前進を再開。

「やっぱり羽多野先生もちゃんと教師なんだな。普ふ段だんの残念な姿ばっかりが印象に残っているけど」

「失礼だよ昴すばる。……なんていってみたものの、ごめん。私も完全同意です、あはは」

　その様よう子すに新しん鮮せんな感動を覚えつつ最後尾で耳打ちすれば、葵あおいはほんの一いつ瞬しゆんだけ眉み間けんに力を込め、しかしすぐにばつが悪そうな様子で舌を出した。うん、さすがに建前で擁よう護ごしきることはできなかったようだ。

　とはいえそこは代表して生徒を預かっている立場。引いん率そつ中ちゆうは個人的な嗜し好こうを忘れ、真しん摯しに職しよく務むを全まつとうする心こころ積づもりなのだろう。少なくとも今だけは、全幅の信頼を置いて大丈夫だ。

「ついたー！　……おおー！　ほんとだ、本当に十円玉と同じお寺だ～！」

「くす。さあみんな、まずは記念撮さつ影えいをしましょう。五人とも横に並んで……ああ、良い。やっぱり女子バスケ部の五人は本当に絵になるわね。ファインダー越しに、思うままに、私のこの手で天使ちゃんたちの時間を切り取る権利を得られるなんて……くすくすくす、全身が燃もえるように熱あつくなってきたわ。ああもうダメ、我が慢まんできない。ねえみんな、次は五人ともその芝生しばふの上に体育座りになってみて。大丈夫よ綺き麗れいだから汚れないわ。よしんば汚れたとしても私が責任持って丁てい寧ねいに埃ほこりを落としてあげるから安心して。そう、それよ！　その体育座り！　ね、ねえ智花ちゃん。もう少しぎゅっと膝ひざを両手で抱えて、足を高く持ち上げてみて！　大丈夫、見えてない見えてない！　上う手まいことスカートのフリルで、本当に狙ねらったように芸術的な隠かくれかたしているから何の心配もないわ！　オーケィ！　オーケィよエンジェルちゃんたち！」

　……前言撤てつ回かい。境けい内だいに入って池の畔ほとりから鳳ほう凰おう堂どうを真まっ正面に拝おがめる記念撮影のベストポジションに到達するや、あっさり本性をむき出しにしおった。

　というか羽多野先生、カメラ持つと性格変わるタイプなのか。若じやつ干かん壊こわれっぷりがオーバードライヴしてしまってるような。

　そんながっかりなひとときはともかくとして、さすが世界遺い産さんだけあって鳳凰堂の佇たたずまいは荘そう厳ごんの一言。ミュージアムに展示された文化財も、何の知ち識しきも持たない俺おれですら心を引き込まれるような不ふ思し議ぎなオーラに包まれており、この眼に収めることが出来て本当に良かったと思うばかりだった。







「──えへへ、おいしいねっ」

「おー。ひえひえ」

　平びよう等どう院いんの見学を終えた俺たちは予定通り表おもて参さん道どうに戻り、お土産みやげを買ったりおやつを食べたりして宇う治じを満まん喫きつ。郊外に位置するのが難なん点てんかもしれないが、中心地とはまた違った意味で『京きよう都とに来た』という気分が味わえる、とても良いところだな。

「俺としてはみんなと合流できて有あり難がたい限りなんですけど、もう少し人にん気きがあっても良いコースですよね。なんで希望者、智とも花かたちだけだったんだろう」

「くす、確たしかに平等院に来てみたかった子は他ほかにもいたと思うわ。でも、自由行動といっても時間制限があるから、見所が一つだけだと弱いのよ。宇治まで来ちゃうと、他の名所をはしごするのが難むずかしくなっちゃうでしょう？」

「あー、なるほど」

　どうやら郊外に位置するというデメリットとしては唯ゆい一いつに思えたその一点が、けっこうなボトルネックになってしまっているらしい。確かに修学旅行だと余計目移りもするだろうから、納なつ得とく出来る話だ。

「でも、そうなるとみんなはどうしてあえて宇治に？」

「ふふ、実は私の提案なんです。もちろん最終的には民主主義で、ちゃんと相そう談だんして決めましたけど」

「紗さ季きの？　やっぱり鳳ほう凰おう堂どうが見てみたかったから？」

　買い物も終え、次の目的地を目指しつつ誰だれにともなく尋たずねた俺に、紗季が首をかしげて微笑ほほえむ。そうだったのか。紗季なら能率良く色んな観かん光こう地ちを回る計画を好みそうで意外なような、逆に落ち着いて一いつ箇か所しよをじっくり堪たん能のうする方を選えらぶのもよくわかるような。

「はい、平等院にもすごく興きよう味みがありました。ただその他に、もう一つ理由があって。……実は『源げん氏じ物もの語がたり』の舞ぶ台たいを一度見てみたかったんです」

「源氏物語って古文の問題でたまに出てくるあれか。宇治のお話だったなんて知らなかったよ」

「正せい確かくには、『宇う治じ十じゆう帖じよう』と呼ばれる一部の章で宇治が物語の中心舞ぶ台たいになるの。でもそんな縁えんからか、宇治には源氏物語をテーマにした観かん光こうスポットがいろいろ作られているのよ。平等院と並んで、この街の見所のひとつね」

　紗季の説明を興味深く聞いていると、羽は多た野の先生が補足をしてくれる。ふむふむ、つまり宇う治じは『平びよう等どう院いん、お茶ちや、源げん氏じ物もの語がたり』の三つが代表的なアピールポイントなのか。

「ていうか昴すばる、子どもたちの前であまり無知を晒さらさないでよ。恥はずかしいじゃない」

　しきりに頷うなずく俺おれに、葵あおいが半はん眼がんと呆あきれ笑いを組み合わせたなんとも表現しがたい顔で肘ひじ鉄てつ砲ぽうを食らわせる。む、そんなに有名なことだったのだろうか。

「そういう葵は宇治が源氏物語に出てくるって知ってたのか？」

「そりゃ一応ね。まー『宇う治じ十じゆう帖じよう』ってあんまり授業では取り上げられないところではあるけど、高校生の常じよう識しきとして一応知っときなさい、それくらい」

「……失礼しました」

　ううむ、紗さ季きの博はく識しきに純粋な感嘆を受けてしまっていたが、言われてみれば日本人なのにまったくの初耳だったという方がむしろ情なさけないのかも。古文、他ほかの科目に輪わをかけて苦にが手てだからなあ。

「くす。私としてはちょっと意外だわ。昴くんなら、他の作品は全然でも源氏物語だけパーフェクトに読解できてるタイプかと思ったのに」

「えっ？　どうしてです？」

「くすくす、どうしてかしらね？」

　遅れて忸じく怩じの念を覚えていると、羽は多た野の先生が意味深な微笑。どういう意味か気になって訊きき返してみたものの、軽くはぐらかされてしまった。うーん、まさか古文にバスケが出てくるはずもないし、いったいなんぞや。

　ま、良いか。今はそれよりも他に質問したいことがあるし。

「ところで行き先は相そう談だんして決めたって言ってたけど、別の候補も有ったの？」

　そう尋たずねつつ、俺おれはちらりと真ま帆ほの方を見る。他の子たちが宇治という選せん択たくに賛さん同どうする理由はいくらでも想像できるのだが、真帆だけはもっと派は手でな観かん光こう地ちを好みそうな気がしたのだ。しかしその割に、不平を漏もらす様よう子すは少しもないのでなんとなく興きよう味み深ぶかい。

「やー。しょーじきあたしはゲジゲジモノガタリとかよく知らないし『異い議ぎあり！』だったんだ、最初は。でもサキがなんか面おも白しろそうなトコロがあるって教えてくれたから、気が変わってサンセーしてあげたの」

「面白そうなところ？」

「ゲジゲジじゃなくて源氏。ふふ、着きました長は谷せ川がわさん。ここのことです」

　視し線せんの意を汲くんでくれたのか真帆が説明を開始してほどなく、一団の先頭に立っていた紗季がぴたりと足を止める。

「源氏物語動どう画が館かん『浮うき舟ふね』？　写真館じゃなくて、動画館？」

「えへへ、ここは源氏物語の衣い装しようを貸してくれて、写真だけじゃなく役になりきってビデオ撮さつ影えいもできるそうなんです」

「わーい。ひなもなりきりさつえい会、とっても楽しみ」

　建物の案内板に目を止める俺おれに、愛あい莉りとひなたちゃんがコンセプトを説明してくれる。

　つまり、誰だれでも気軽に再現ドラマの出演者に仕立ててもらえるということだろうか。おお、すごく面おも白しろそうだな。

「あのっ。昴すばるさんと葵あおいさんも、よろしければ私たちと一いつ緒しよにビデオを撮とってもらいませんか？　す、すごく思い出になると思うのでっ」

　少し遠えん慮りよがちに胸元で手を組む智とも花か。それは確たしかに素す敵てきな記き録ろくになりそうだが、

「うん、そう出来れば嬉うれしいけど」

「慧けい心しんの部外者が映ってたら、迷めい惑わくにならないかな？」

　俺も葵も同じ懸け念ねんにぶつかったらしく、顔を見合わせてから心配をリレーする。

「くす、それは大丈夫。今は自由行動中だから別に出来上がったフィルムを提出したりする必要はないもの。だから遠えん慮りよなく光ひかる源げん氏じになると良いわ、昴くん」

「そうなんですか、だったらせっかくだしお言葉に甘えて……って、俺が主役なんてそんな！」

　羽は多た野の先生の太たい鼓こ判ばんに胸をなで下ろしかけたところで、さらりと重大な提案をされて泡あわを食う。いや、幾いくらなんでも荷が重い気がするのだが。

「くふふ、あったりまえじゃん！　オトコはすばるんひとりだけだし！」

「是ぜ非ひ、よろしくお願ねがいします長は谷せ川がわさん！」

　しかし真ま帆ほと紗さ季きの反応からすると、皆の中でそれは既すでに決定事項のようだった。智花も愛あい莉りもひなたちゃんも期待に満ちた純真な笑えみを浮かべており、ちょっと辞退するのは容易でない雰囲気。

「どうしよう葵」

「ど、どうしようって私に訊きかないでよ。……出てあげなさいよ。わ、私もせっかくだから、参加させてもらおうかなって思うし……。す、昴が、光源氏をやる、再現ドラマに……」

　意見を求めれば、葵はなぜか頰ほおを染そめ伏し目がちになる。そういえば俺、源氏物語ってあらすじすらろくに覚えていないのだが、いったいどんな話なんだっけ？

　葵が恥はずかしそうにしていることに一いち抹まつの不安を覚え俄が然ぜん気になってくるが、まあバイオレンスだったり残酷だったりするお話ならこんな風ふうに許可はおりないだろうからな。そこは気にしなくて大丈夫か。

　むしろ心配なのは自分の演技力のひどさの方だろう。ただ、以前みんなの前で大根演技の醜しゆう態たいは披ひ露ろうしているので、そこは織おり込み済みで一緒に出ようと言ってくれているはずだ。ならばせめて誠心誠意役になりきり、足を引っ張らないよう努力すべきか。

「……おし、了解。またとない機き会かいだし、じゃあ一緒に出演させてもらうよ」

「本当ですかっ？　……えへへ、嬉しいな」

　覚悟を決めて頷うなずくと、愛莉を皮切りにみんな声を弾はずませてくれる。これくらいのことでそこまで喜んでもらえるなんて、俺おれとしても感かん慨がい深ぶかい限りだ。

「おこしやす。予約されてた方たちですか？」

「ええ、慧けい心しん学がく園えん初等部です」

　話はまとまり、いざ建物の中へ。事前に打ち合わせは終わっていたらしく、受付係の方と羽は多た野の先生が軽くやりとりを交わしただけで俺おれたちは中の一室に案内してもらえた。

「いかん。緊きん張ちようしてきた」

　そして早くも撮さつ影えい準備。唯ゆい一いつの男である俺は別室に案内され、男性の係の方の手を借りて和装（束そく帯たい、というらしい）を身に纏まとう。

「うう、やっぱり主役だけあって台詞せりふ多いな」

　そして時間ギリギリまで暗記作業。カメラの外にカンニングペーパーを用意してもらえるそうだし、大きく失敗したら撮とり直しできるみたいだが、あまりに棒読みだと申もうし訳わけないしある程度は頭にたたき込んでおかねば。

　ちなみに他ほかの子たちの役やく柄がらだが、相そう談だんの結果、

　智とも花か：紫むらさきの上うえ

　真ま帆ほ：夕ゆう顔がお

　紗さ季き：六ろく条じようの御みや息す所どころ

　愛あい莉り：藤ふじ壺つぼの宮みや

　ひなたちゃん：女三さんの宮みや

　葵あおい：葵あおいの上うえ

　という割り振りになったとのことだ。葵が『葵の上』なのはやっぱり名前が同じだからだろう。正直今は自分の台詞を頭にたたき込むのが精一杯で、ストーリーを把は握あくする余裕すらなく誰だれがどんな人物なのかさっぱりなのだが、その辺は演じながら理解していく方が逆に面おも白しろいかもしれない。

　あと、羽は多た野の先生は自みずから志し願がんして出演はせず、俯ふ瞰かんして皆を眺めるディレクション役についたらしい。まあ、理由はなんとなく想像できる。

「っと、いかんいかん暗記しないと」

　思わず苦笑してしまった直後、はっと我われに返り再集中。ほとんど猶ゆう予よはないのだから時間を無む駄だにしている場合ではない。

「……す、昴すばる。そろそろ良い？」

「葵。ああ、今行くよ」

　改めて台本とにらめっこを始めて十五分ほどが経過して、おぼろげに台詞が頭に入ったところでノックの音が響ひびき、続けて葵の控えめな呼び声が聞こえてきた。

「わざわざ迎えに来てもらって悪い……お」

「……っ。な、なによ？」

　扉を開あけると、そこには艶あでやかな十じゆう二に単ひとえに身を包んだ幼おさな馴染なじみが。長い付き合いとはいえ、さすがに新しん鮮せんさを覚えずにはいられない出いで立たちだった。

「いや、お前そういう服意外と似合うんだなって」

「んなっ!?」

　率直な感想をぽろりと漏もらすと、葵あおいは目を見開いてのけぞる。む、いけない。今のは確たしかに微妙に失言だった。怒らせてしまっても仕方が無い。

「いや、すまん訂正。意外と、じゃなくて普通に似合うよ。見み慣なれてないからつい余計な単語を付け足しちまった」

「な、ななななっ、や、やめてよ！　昴すばるがそんな……ストレートに、ほ、褒ほめるなんてっ！」

　頭を下げる俺おれに、葵は両手をぶんぶん振って取り乱す。どうもまた照れさせてしまったようだ。でも変な含みを持って言ったわけではないのだから、余計な補足は必要無いかな。

「おし。さ、行こうか」

「そ、そそそそのっ！　……あ、あのね。す、昴も、その服、似合ってて……か、かっ、かっこ…………ってちょっと、ああもう置いてかないでよバカっ！」

　伝えたいことをしっかり伝え、撮さつ影えいスタジオの方へ歩き出す。重い防音扉を開くと、既すでに子どもたち五人は平へい安あん時じ代だいを模した家屋のセット内で煌きらびやかな衣い装しように身を包み、本番が待ちきれない様よう子すでハイテンションにじゃれ合っているところだった。

「あっ、すばるん来た！　おおー！　ちょーかっこいいじゃん！」

「……はぅ。とても良くお似合いです長は谷せ川がわさんっ」

「す、すごいわ。光ひかる源げん氏じが実在したら、まさしく長谷川さんの今のお姿みたいだったんじゃないかしら」

「おー。おにーちゃんかっこいい。すばるげんじ？」

　そして俺に気付くや、真ま帆ほも愛あい莉りも、紗さ季きもひなたちゃんも絶ぜつ賛さんの声を響ひびかせてくれる。

「あ、あはは。嬉うれしいよ、ありがとう」

　いやはや。もちろんお世せ辞じだとわかっていても、ここまでストレートに褒めてもらうとかなり照れるな。

「…………………………………………ふぁう」

　それはそうと智とも花かはどうしたのかな。俺が来るや突然頰ほおを染そめて俯うつむき加減になってしまったのだが。

　ふむ、慎つつましやかな子だからもしかすると自分の十二単姿を見られるのが恥はずかしいのかもしれない。なら、お礼も兼ねてこらからもしっかり感想を伝えないと。

「え、ええと。みんなもすごく良く似合ってるぞ。智花も、その……綺き麗れいだよ」

「ふぇえっ!?」

　頭を搔かきながら傍そばに歩み寄りつつ、片結びの髪を藤ふじの花はなで飾った少女にそっと耳打ち。一人ひとりだけを贔ひい屓きするような意図は毛頭ないが、その可か憐れんさに自信を持ってもらいたかったので、ついこっそりと余計な事をしてしまった。

「そ、そんな……え、ええとあのっ。すっ、昴すばるさんの方こそ……素す敵てきです。とても、とても」

　そのまま五人の輪わに加わり談だん笑しように混じれば、しずしずと俺おれの隣となりに身を寄せた智とも花かも瞳ひとみをあちこちに泳がせながら、早口でそう伝えてくれた。

　うん、表情を見る限り軽けい率そつな行為が迷めい惑わくになったりはしなかったようだ。これで少しくらい、自分の可愛かわいらしさに気付いてもらえればいいんだけど。

「くす。それじゃあそろそろ撮さつ影えい会かいを始めましょうか」

　密ひそかな願ねがいを胸に抱えながら皆でしばし会話を続けているうち、羽は多た野の先生と撮さつ影えいスタッフさんも準備を整ととのえ、スタジオ内にやってくる。

　よし、せっかくの機き会かいだ。みんなにとって良い思い出となるビデオが作れるよう、俺もできる限り協力すべし。

「うう。……どうして『似合ってる』のたった一言すら伝えられないのかしら。ああもう私の馬ば鹿か、馬鹿馬鹿馬鹿っ！」

「……葵あおい？」

　と、決意を胸に配置に付こうとしたところで、葵が唇を嚙かんでしょんぼりしていることにようやく気付く。

　気にはなったが、もはや撮影開始まで秒読み段階。様よう子すを伺うかがうのはしばらく後回しにせねばならぬようだ。
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「それでは始めますね～！　アクション！」

　カチン、という軽快な合図で回り始めるカメラ。ついに小学生五人と葵、そして俺の出演による再現ドラマ撮影が始まった。

　といっても『源げん氏じ物もの語がたり』は大だい長ちよう編へんなので、その全ぜん貌ぼうをなぞっていたら時間も役者の数もまったく足りない。そのため、物語の流れは専任のスタッフさんが語かたり部べとなってナレーションを入れて下さり、俺たちはそれぞれが扮ふんする役の肝きもとなるようなシーンだけをダイジェストで演じていく、という寸法だ。

　前置きに光ひかる源氏についての簡かん単たんな紹介が語られ、まず登場するのは『藤ふじ壺つぼの宮みや』。愛あい莉りが演じることになった役だ。藤壺の宮は光源氏の父親の後妻で、つまるところ光源氏とは血の繫つながらない母子関係にあたる。

　そんな近しい存在に密ひそかな憧あこがれを抱いていた光源氏が、元げん服ぷく──成人を迎えて、藤壺の宮の許もとに晴れ姿を披ひ露ろうしに訪れる一幕で、俺たちの再現ドラマは始まるのであった。

「藤ふじ壺つぼの宮みや様さま。私です、源げん氏じです。この度たびついに元げん服ぷくを迎え、男として一人前と認められる日が来ました。どうかこの姿、貴女あなたにも見て頂きたいのです」

　簾すだれ一枚を挟はさんで腰掛ける愛あい莉りの許もとに走り寄り、覚えたての台詞せりふを口に出す。多少の恥はずかしさを感じないと言ったら噓うそになるが、年長者としてここは堂々と振ふる舞まわねば。演技の方は間違いなく大根なのだから、せめてやる気だけは枯からさずに。

「げ、源氏の君きみ。い、いけません。わたしは、もう貴方あなたとお会いしないことに決めました」

「えっ」

　晴れ姿を敬愛する人に見て頂けると喜びを露あらわにする源氏だったが、意外なことに藤壺の宮は対面を拒絶してしまう。母として『一人前の男となった以上、もう他人の后きさきの許を気軽に訪れてはいけない』と諭さとすため、心を鬼おににして源氏を突き放したのだ。

　しかし実は、藤壺の宮も源氏同様、常にまっすぐな愛情を向けてくれる義理の息子むすこに並々ならぬ想おもいを募つのらせており、その心は引ひき裂さかれんばかりだった。

「なぜです!?　ほんの少しお目通りを願ねがうことすら、許されぬのですか!?」

「は、はぅ……そ、その。え、ええと、ちょっとくらいなら」

　しかし、それでも藤壺の宮は気き丈じように……ってあれ？　今、どうも愛莉は台本と違う台詞を口にしたような。

「あの。よろしいのですか？」

「あぅ。い、いえ……よろしくない……みたいなんですけれど。で、でもせっかくはせ……光ひかる源氏さんが来てくれたのに、顔も見せず追い返すなんて……」

　簾越しに、愛莉がもじもじ身体からだを揺ゆらしているのがおぼろげに伝わる。どうやら持ち前の優やさしさ故ゆえ、演技の中であっても無む碍げなことをするのに気が引けてしまっているようだった。

　ふふ、本当につつましやかで可愛かわいらしい子だ。

「わかりました藤壺様さま。哀かなしいですが、貴女の意に背くわけには参りません。今日きようはこれにて失礼します」

「あっ！　……はぅ。ま、待って下さいっ！　やっぱりこのままお別れなんて寂さびしすぎ──」

　図らずもほっこり癒いやされつつ、こちらはサポートのつもりで台本通りの演技を継けい続ぞくして場を去ろうとしたのだが、さらにアドリブを継続する愛莉が慌あわてて俺おれを引ひき留とめようと簾の奥で立ち上がり、

「──え、きゃあっ!?」

「愛莉!?」

　その拍子に着き慣なれない十じゆう二に単ひとえの裾すそを踏んづけてしまったのか、前のめりに倒れ込んできた。

「──っと！　ふぅ、間かん一いつ髪ぱつ」

「あ、ありがとぅございます長は谷せ川がわさんっ。はうぅ……失敗しちゃいました」

　簾の切れ間から飛び出した愛莉の傍そばに駆かけ寄り、正面から抱き止める。よかった、なんとかクッションになってやれたようだ。

「あはは、気にしなくて良いよ。俺おれだって必ずどこかでＮＧ出すと思う……っ」

　申もうし訳わけなさそうに眉まゆ尻じりを下げる愛あい莉りを至近距きよ離りから見つめ慰なぐさめる俺であったが、そこでなんとも困った問題に気付いてしまった。

　そう。十じゆう二に単ひとえできつく押さえ込まれているためか、現在愛莉の胸元はぎゅうぎゅうに圧迫され、小学生離ばなれした豊かな二つの球体が、すぐ傍そばで窮きゆう屈くつそうに深い渓けい谷こくを形成していることに。
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「え、えへへ。励まして下さって本当にありがとうございます」

　こんな風ふうに愛莉をまっすぐ見つめていると、どうしてもその谷が視界に入ってしまうため、たいへん目のやり場に困る。しかし今はまがりなりにも年上として真剣に向き合わねばならぬ場面。邪よこしまな気持ちで顔を逸そらすわけにもいかず、俺は深い葛かつ藤とうに苛さいなまれるのであった。

「じ、時間はたっぷりあるしさ。ゆっくりやり直せば良いよ」

「はいっ。次はちゃんと役になりきれるよう頑がん張ばりますっ。は、長は谷せ川がわさんは本当に優やさしくて……とても、尊敬ですっ」

「そ、それほどでもない」

　愛莉が元気を取り戻してくれたことは本当に嬉うれしかったが、ほんのり染そまった頰ほおと共に向けられるきらきらした瞳ひとみに、強く申し訳なさを感じずにはいられなかった。

　とまあ、ちょっとしたアクシデントでいちど撮さつ影えいが止まったものの、やり直しのテイク２では俺おれも愛あい莉りも滞とどこおりなく役をこなすことが出来た。ところで先ほどのようなＮＧシーンも、希望とあらば別個にまとめて映像化して頂けるオプションがあるらしいのだが、俺としてはいろんな意味で辞退しておくべきであるような気もする。

「で、でもっ。これも記念ですし……。そ、それにちゃんとできた方は……は、長は谷せ川がわさんといっしょに映れてないですし……」

　しかし愛莉自身のリクエストにより、どうやらそちらも頂くことになりそうだ。ちょっと意外だったけど、確たしかに後から見返せば失敗も含めて楽しい思い出となるだろうし、なにより俺と同じ画面に映ることを大事に思ってもらえるなんて言葉にならないほど嬉うれしい。うん、なら俺もありがたく賜たまわることにしよう。

　そんなこんなで愛莉との共演シーンはこれにて撮さつ影えい完了。

　心こころ優やさしい愛莉にとってこの藤ふじ壺つぼの宮みやというのはやりづらい役だったかもしれないな。とはいえ、家族や仲間への思いやりが強いところは、通じるものがあるような気もする。

　ちなみに物語が進むと、なんとこの藤壺の宮と光ひかる源げん氏じ、まかり間違って懇ねんごろとなってしまうらしい。ちゃんと原文を読んでいない俺が言うのもなんだが、正直ツッコミを禁じえない。

　今日きよう初めて知ったが、源げん氏じ物もの語がたりって想おもっていたよりずっと、なんというか、激はげしくキワドい情愛の物語なのだな。小学生には若じやつ干かんまだ早すぎるような気がしないでもない。まあ紗さ季きから聞いた話によれば今回演じるのは全ぜん年ねん齢れい向けにアレンジを加えた超ソフトバージョンみたいだから、変な心配をする必要はなさそうだけど。

　さて、こうして成人を迎えた光源氏は、なんといきなり妻を娶めとることになる。その相手が、葵あおいが演じる葵あおいの上うえ。葵もまさか、劇げきの中でとはいえ俺と夫婦の関係になるなんて夢にも思わなかっただろう。

「こ、こんばんは、葵の上。今こ宵よいは月が綺き麗れいですね」

「…………ふ、ふんっ」

　ただこの結婚は光源氏の父の意向による政略的な側面が強く、自尊心の強い葵の上はそれほど身分の高くない源氏に心の中で不満を抱いていた。だから二人ふたりの仲は、のっけから冷め切ったものとなってしまうのだった。話しかけてもツンケンするばかりの葵の上に、光源氏は居い心地ごこちの悪さを感じ、ますます藤壺の宮への憧あこがれを強めてしまう。

　まあ、俺個人としては葵の素そっ気けない仕し草ぐさならわりと見み慣なれているので、

「もっと近くでお話しさせて頂いてもよろしいですか？」

「ご、ご自由になされば良いでしょう？」

　こんな風ふうに突き放されてもそれほど傷つかないのだが。むしろ互いに遠えん慮りよしなくて良い自然な距きよ離り感かんがある意味心地よかったり。

「……なんで、よりにもよってこんな役と名前が同じなんだろう」

「えっ？　何か仰おつしやいましたか、葵あおいの上うえ」

「なんでもありません！」

　などと緩ゆるみきった心でくつろいでいたらいきなり怒ど鳴なられた。な、なんかみんな突然台本にないアドリブを入れてくるから、一いつ瞬しゆんたりとも気が抜けないな……。

　とにもかくにも、葵の上と夫婦仲になった光ひかる源げん氏じ。しかし平へい安あん時じ代だいの公家といえば一夫多妻。源氏は冷めた夫婦関係に嫌いや気けが差し、救いを求めるように他ほかの恋人たちのところへ通い詰め始める。

　そのうちの一人ひとりに、紗さ季きが演じる六ろく条じようの御みや息す所どころという女性がいたのだが……。

「ああ、お待ち下さい光の君！　も、もうお帰りになられてしまうのですか!?」

「すみません、また近いうちに参りますので」

　やがて源氏は、その御息所への愛をも冷さましていく。七歳年上の彼女の熱ねつ烈れつなアプローチが、重く感じられるようになってしまったからだとか。自分の演じている役に対してアレだが、なんともひどい話だ。

「夕ゆう顔がおの君きみ、今日きようはこちらで宿をとりましょう」

「あらん、なんだかさびしーところですねんすばるん……源氏どん」

　そのころ源氏が執しゆう心しんだったのが、真ま帆ほ扮ふんする夕顔という人物。ようやく巡めぐり逢あえた心が通じ合う女性として、源氏は彼女に寵ちよう愛あいを注ぐ。

　ところで真帆、なんかキャラ設定を誤ってるようだが……まあいいか、お任せで。

「おやすみなさい、夕顔」

「おやすー源氏どん！」

　ある日、夕顔と寂さびれた空あき家やで一夜を共にする源氏。人ひと気けのない場所で、心ゆくまで二人ふたりきりの時間を楽しもう、そんな心こころ積づもりであった。

「ううう、恨うらめしい……恨めしい……」

「ほえ？　……ぎゃー!?」

　そこに現れたのは、ままならない愛情のせいで心を病み、怨おん霊りようと化してしまった六条御息所。人ならざる存在に成り果てた不幸な女性は、夕顔に取とり憑ついて、呪のろい殺してしまう。

「なんだって……私がこんな役……なの……！　別に主役じゃなくて良いから……もっと華はなやかな……普通の女性を演じたかった……のに……！」

「わーわー！　サキ、ちょ、やめ！　マジで怖いから！　あおいっちともっかん以外はくじ引きで平等に決めたんだからしかたないじゃんかー！　うぎゃーだからくらいところでそんなに顔近づけないでってばー！」

　光源の少ないセットの中、俺の隣となりで眠っていた真帆に馬乗りとなって、迫力たっぷりに脅おどす紗季。袖そでに仕込んだ懐かい中ちゆう電でん灯とうの光が、本来美しい十じゆう二に単ひとえを不気味な色に染そめ上げている。

　うん。まあ確たしかに紗季の気持ちもよくわかるのだが、このあと真帆演じる夕顔はそのまま亡くなってしまうわけだし、他ほかの登場人物もあまり幸せなポジションではない。どの役でも結局哀かなしい運命にもてあそばれる定めなので、どんぐりの背比べというか、あるいは八はつ方ぽう塞ふさがりというか。……今さらだけど、いろんな意味でわりとすごいアトラクションだよな、源げん氏じ物もの語がたりのなりきり撮さつ影えいって。

　しかしそんな波は瀾らん万ばん丈じようで悲ひ劇げき的てきな登場人物たちの中で、ついに源氏との幸せな距きよ離りを手にすることができた少女がいる。それが、智とも花かの演じる紫むらさきの上うえだ。

　ある日、夕ゆう顔がおの死にうちひしがれていた光ひかる源氏は、他人の家の塀へいごしに文字通り垣かい間ま見みた十歳の紫の上に、強く眼めを奪うばわれる。

「おお、なんと麗うるわしき幼女。藤ふじ壺つぼ様さまに生き写しではないか。……この気持ち、まさしく恋」

　現代社会ならば完全に通報対象である。ていうか、幼女って。いや台本に書いてあるのをそのまま読んでいるだけなのだが、もう少し別の表現方法はなかったのだろうか。

　さておき、紫の上に一ひと目め惚ぼれしてしまった光源氏は八方手を尽くして彼女の素す性じようを調しらべ上げ（２ストライク）、その不幸な境遇を嘆いて自宅に押しかけ、一方的に連れ帰ろうとするのだった（３ストライク）。完全にアウト。

　いやはや、小説の登場人物だからってどんな暴ぼう挙きよに出ても許されるというわけではないと思うのだが。いいや、詮せん無なきツッコミはやめにして演技を続けよう。

「紫の上。今日きようから私が、あなたの面めん倒どうを見ましょう。安心してその身すべてを委ゆだねなさい」

「ふぁ、すば……源氏様。す、すべてを……。こ、この上ない幸せですっ。……えへへ」

　朱あかく染そまった頰ほおで見つめ合い、微笑ほほえみで満たされる俺おれと智花。……おお。なんだか知らないうちに智花はすごく演技が上じよう手ずになったな。短い台詞せりふでこんなにも幸福そうな空気感を醸かもし出すなんて、並大抵の技術ではないような。素人しろうとの耳には、少しも台本通りに読んでいるという感じがしないぞ。

「紫の上……」

「源氏様……」

　ああ、この笑え顔がお。見てるだけで俺も今が演技の最中ということを忘れて幸せ気分に浸ひたってしまいそうになるなあ。

　……よくよく考えてみれば、見とれた相手を自分の手で育て上げることに喜びを感じているという意味では俺も光源氏と同じか。いきなり親近感が増してきた。

　と、閑かん話わ休きゆう題だい。こうして、今度こそ理想の女性と巡めぐり逢あえた光源氏。ようやく平へい穏おんな生活を手にすることができた……かと思えばことはそう甘くなく、先の通り藤壺の宮と不義の関係に陥おちいったり、またしても六ろく条じようの御みや息す所どころの怨おん霊りようが現れ正妻の葵あおいの上うえを呪のろい殺したり、引き続き波瀾万丈の人生を歩んでいく。

　そして、さらなる激げき動どうの中心人物として登場するのがひなたちゃんが演じる女三さんの宮みや。当時四十歳になろうとしていた光源氏は、上じよう皇こうからまだ十三歳である幼い女三の宮を正妻として迎えるよう懇こん願がんされ、深い葛かつ藤とうに陥おちいるのだった。

「おにーちゃん。ひな、およめさんだよ。抱っこしてください」

「よしきた。おいで」

「わーい」

　──深い葛藤に陥るのだった。

　とまあこんな感じで物語はさらに泥沼の展開に陥っていくのだが、全員の出番が終わり今日きようのところはここで幕。なんとかかんとか、無事に撮さつ影えいを終えることが出来たのである。




「はーいすばるん、そこ正座」




「えっ」

　……で、なぜか直後に始まった反省会。カメラが止まりスタッフさんが撤てつ収しゆうするや、俺おれは突然みんなに全方位を取り囲まれ、ただならぬ雰囲気の中で申し開きを求められている次第であった。

「最低ね、昴すばる」

　突き刺さる、葵あおいの冷れい眼がん。小動物なら射い殺ころせそうなほどの鋭するどさに、ヒリヒリと肌が侵しん食しよくされる。

「あの……長は谷せ川がわさん。誠意って大事だと思うんです、私」

「ぶー。ひな、おにーちゃんにもっといっぱい遊んでほしかった」

「そ、そのっ。やさしくされて、それがかえって辛つらくなることも、もしかしたらあるのかなって……」

「いや、紗さ季きもひなたちゃんも愛あい莉りも待ってくれ。俺はただ決められた役を演じていただけであって……」

『問答無用！』

　にべもなし。な、なんで俺が悪あく行ぎようの限りを尽くしたみたいなことになってしまっているのだろう。

「え、えへへ。昴さんにずっとご面めん倒どうを見て……ふぁう」

　冷たく憤いきどおる皆の中ただ一人ひとり、智とも花かだけはずっと嬉うれしそうにしてくれているのが救いではあったが（というか未いまだに若じやつ干かん役から帰き還かんできていない感も。すごい入り込みっぷりだ）、あまりにも重々しい糾きゆう弾だんにもはや身に覚えなど少しもないはずの不ふ貞ていを恥はじる気持ちまで湧わき立ってくる始末。

「くす。みんな直感的に、昴くんと光ひかる源げん氏じにどこか通じるものを感じているのね。すごくよくわかるわ」

「俺にはさっぱりです羽は多た野の先生……」

　いやいやいや。そりゃ確たしかに光源氏に対して少しシンパシーを感じてしまったりもしたけれど、女性問題とは全然別のニュアンスであるからして。

「ねえ。何か、言うことはないの」

「葵あおい……。頼むよ、年上としてお前からも現実は現実、フィクションはフィクションって子どもたちに教えてやって──」

「ふぅん、開き直るんだ。そうやって被害者みたいな顔をしてればそのうち許してもらえるなんてアマアマなこと考えてるんだ。最、低！」

「何も言ってないのに自分の中だけで怒りを増幅させないでくれ頼むから！」

　というか葵もときどき妙にオトナゲないな……。いや、そもそも怒りの原因がわからないからこれが年とし甲が斐いのなさ故ゆえなのかどうかすら俺おれには判断できないのだが。

　ただひとつわかることは、小学生も高校生も、変わらず女心は難むずかしい。

　源げん氏じ物もの語がたりの時代における、智とも花かたちの年とし頃ごろでもう少女を一人前の女性として扱う風習は、その実すごく正しいことなのではないかとさえ思えてきた。

　ともあれ、このままひきつった笑えみを浮かべ続けていてもなんの進展もないのは明白。

　仕方が無い、かなり釈しやく然ぜんとしないが。

「……も、申もうし訳わけありませんでした。もっと、一いち途ずな生いき様ざまを心がけたいと思います」

　収しゆう拾しゆうを付けるために、もはや俺は土ど下げ座ざして額ひたいを床ゆかに擦こすりつける以外には活路を見いだすことができなかった。

　ええい、どうしてこうなった。





＊






「えへへ、楽しかったねっ」

「おー。ビデオ、届けてもらうの楽しみ」

　とにもかくにも、源氏物語の体たい験けん撮さつ影えい会かいは無事終了。出来上がりの品はこれから専門的な編へん集しゆうを経へて、各おの々おのの自宅に郵送してもらえるとのことなので楽しみに待っていよう。

「あっという間だったわね、今日きようの自由行動」

「本当だねっ。紗さ季き、このコースを提案してくれてありがとう。撮影会、とっても楽しかったなぁ。昴すばるさんと葵さんとご一いつ緒しよできる時間がもうおしまいなのは、寂さびしいけど……」

「あはは、ありがとう智花ちゃん。でも、大丈夫！　まだ帰りの電車が残ってるよ」

　一団で宇う治じ駅えきまで戻って来た俺たちは、切符を買いに行って下さった羽は多た野の先生が戻るのをバスロータリーの前で待つ。愛あい莉りもひなたちゃんも、紗季も智花も、そして葵も。みんな満足そうな笑え顔がおに包まれていて、俺の顔も綻ほころぶ。

　それにしても十じゆう二に単ひとえからいきなり洋服に戻ると、ずいぶん新しん鮮せんな印象だな。もう見み慣なれたつもりの慧けい心しん学がく園えん初等部の制服が、なんだか尊いものにすら思えてしまう。小学生の間だけ袖そでを通すことが許されたこの希少な輝かがやきを拝おがめる喜びを、俺おれはもっと日々嚙かみしめながら生きていくべきなのかもしれない。

「おまたせ、みんな。……あら、真ま帆ほちゃんは？」

「あ。そういえば！」

　とかなんとか羽は多た野の先生の思考にあてられたかのごとき妙な感かん慨がいに包まれていると、戻って来たご本人がきょとんとした声を出す。

「すいません捜してきます！」

　いけない、なんという監かん督とく不行届。せっかく信頼してこの場を任せてくれたのに恥はずかしい限りだ。俺は慌あわてて駆かけ出し、来た道を戻って周囲を見渡す。

「あ、いたいた良かった。おーい、真……？」

　幸いにして、大通りに出るとすぐに見み慣なれた栗くり色いろの二つ結びを揺ゆらす後ろ姿が視界に入り、一いつ瞬しゆん安あん堵どしたのだったが。

　直後に、大きな違和感が俺を襲おそう。

　なんだ？　……誰だれだ？

　あの、真帆の両りよう脇わきを囲んで親しげに話しかけている二人ふたりの男たちは……何者だ？

「ほんと!?　本当にすぐ近くに、おいしー黒くろ七しち味み売ってるお店あるの!?」

「ああ、本当だともお嬢じようちゃん。さあこっちだ、付いておいで」

　全速力で背後に迫ると、そんなやりとりが耳に入る。知り合い同士の会話には、もちろん聞こえない。真帆の興きよう味みを惹ひくため、男たちが巧たくみな言葉でにじり寄っている場面と解かい釈しやくした方が、どう考えても妥当だ。

　なによりそもそも、怪あやしすぎるのだ。男二人の出いで立たちが、昨日きのう見たのとそっくりな、黒服にサングラス姿である時点で。

「あの、すみません！　その子の保ほ護ご者しやの者ですが、どのような御用でしょうか！」

「あ、すばるん」

　もはやあれこれ考えていられる余裕もなく、出し抜けに間に割って入って張り気味の声で尋たずねる。真帆はあっけらかんと笑え顔がおを向けてくれるばかりだったが、

「……っ！」

　黒服二人の方は明らかにたじろいだ様よう子すを見せる。……不審なんてもんじゃない。

「どのような御用でしょうか？」

「いや。ちょっと、紹介したい店があって……」

　さらに語気を強めると、二人組みは顔を見合わせ口ごもる。

「すみませんが、そろそろ時間ですのでご遠えん慮りよ願ねがいます。行こう真帆」

「えー。でも、おいしー黒七味のお店教えてくれるって」

「京きよう都と駅えきの近くでもきっと買えるさ。ほら、電車の時間も迫ってる」

「んー、時間なら仕方ないや。ごめんねおじさんたち～。教えてくれてあんがと！」

「………………」

　その隙すきに、余計な間を与えず真ま帆ほと手を繫つないで駅に戻る。素直に従ってくれて、本当に良かった。

「真帆、知らない人には付いていったらダメだよ」

「あ、そーいえばおとーさんにもしょっちゅう言われてた。ごめんねすばるん、トウガラシと聞いたらつい放っておけなくてさー、あははは」

　二人ふたり組ぐみから充分に距きよ離りを稼かせげたところでやんわり真帆を諭さとすと、少しばつが悪そうな照れ笑い。その無邪気さに俺おれも息を漏もらしてしまいつつ……しかし内心では、膨ふくらんだ得えも言われぬ不安を抑おさえきることが出来なかった。

　今の二人、完全に真帆の好みを把は握あくしていたからこそ、『黒くろ七しち味み』なんてピンポイントな餌えさを吊つるしてきたとしか思えない。ただの善意で、小学生に勧めるような食べ物じゃない。

　やはり、闇やみで蠢うごめいているのかもしれない。修学旅行というみんなの楽しみに水を差そうとする、最低最悪な、ふざけた存在が。

　そんなの、許せるか。絶対に。

「ほえ？　ど、どしたのすばるん？」

「……あ。い、いやごめん。何でもないんだ」

　気付かぬ間に、真帆の右手を握りしめた指に不必要な力がこもっていた。不ふ思し議ぎそうに俺を見上げる透すき通った瞳ひとみに苦笑を返しながら、密ひそかに誓う。

　……なんとかして守らないと。真帆たちのまたとない幸せな時間と、真帆自身を。
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「それじゃ、また後でな葵あおい」

「うん。私、わりと時間かかるかもだから、待たせちゃったらごめんね」

「いやいや、気を遣つかわなくて大丈夫。今日きようは俺ものんびりする予定だし、早く出たら出たで先に部へ屋やに戻ってるから」

　京きよう都と駅えきに帰ってきたところで次の予定がある子どもたちと別れ、俺と葵は一度ホテルに戻って大浴場で汗を流すことに。

「……とりあえず、今後のことは湯ゆ船ぶねで考えるか」

　葵が女湯に入っていくのを見届けてから、俺も男湯に向かう。団体行動の最中に俺が現状で出来ることは思い浮かばないので、ひとまずは今後どういう風ふうに対処をすべきかプランを練ねっておこう。

　やっぱり、大した力もない自分一人ひとりでどうこうしようとなんて思うより──

「ん？」

　考え込みながらのれんをくぐろうとした直前、ポケットの中で携帯が震ふるえる。

「……非通知かよ」

　取り出せば、背面のディスプレイには間違っても気分の良くない文字列が並んでいた。

　どうにも、嫌いやなタイミングだ。居い留る守すを使ってももやもやしそうだし、出るしかないあたりがなんとも。

「もしもし」

『ことごとく私どもの計画を阻止するとは、頼りになるコーチさんですね』

「……！」

　通話ボタンを押して応答した瞬しゆん間かん、悪お寒かんが走る。

　ボイスチェンジャーを嚙かましているような機き械かい的てきな声。

　計画、という不ふ穏おんな単語。

　電話番号のみならず、『コーチ』と呼ぶほどまで俺おれという人間を把は握あくしているらしい事実。

　……もはや、楽らつ観かん主しゆ義ぎに逃げる道すじは完全に断たたれていた。

「誰だれだ……？」

『私個人の存在など、互いにとって大して意味の無い情報です。ですから、もっと建設的な話を致しましょう』

　個人が、無意味。つまり、組そ織しきぐるみで動いてるってことか……？　確たしかに昨日きのうの黒服と、今日きようの二人ふたり組ぐみは明らかに別人だった。少なくとも、三人以上が関与している。

「なぜ、俺に電話を」

『感服いたしましたからです。貴方あなたが、考えていた以上に保ほ護ご者しや役を全まつとうなさっているなと。私たちの目的を達成するには、まず貴方をどうにかする必要がありそうです』

「どうこうされる、つもりなんてない」

　冷たく受け答えつつ、会話から得られる少ない情報を必死で蓄ちく積せき。今の言い方、裏を返すと、俺が真ま帆ほたちと行動を共にしていない今この瞬しゆん間かんは手だしが不可能ということか。

　それもそうか。さすがに列をなし、教師に引いん率そつされている小学生を連れ去るのは、明らかに無理がある。

　動くなら、日中のような自由行動の時だけだろう。

『それは頼もしい。明日あしたも、その気き概がいが変わらぬことを祈っております』

「明日？」

『日程はご存じでしょう？　最終日の午前中、慧けい心しん学がく園えんの生徒さんたちは『ＫＹＯＴＯ映えい画が村むら』を訪れる予定となっております』

「…………」

　ＫＹＯＴＯ映画村。時じ代だい劇げきの撮さつ影えいなんかも行われる、市街地にほど近いテーマパークだ。確かにそこを真ま帆ほたちが訪れる予定であることは、把握済みだが。

「私どもは、その映えい画が村むらで最後の作戦を仕掛ける予定です。園内は班はん行動で、監かん視しの目も緩ゆるむことでしょうしね」

「……！　なぜ、それを教える？」

　衝しよう撃げきと、疑問が同時に俺おれを襲おそう。なんだ。こいつ、いったいどういうつもりだ。

『ゲーム、ですよ』

「ゲーム？」

『はい。貴方あなたの勇気と献身を称たたえ、チャンスを差し上げようと思いまして。……どうぞ、また今日きようのように護まもりにいらして下さい。もう一度貴方に阻止されたのなら、計画は断念いたしましょう』

　──なめるな、意地でも守ってやる！

　そう言いかけて、すんでの所で口を噤つぐむ。

　待て、冷静になれ。俺は、ヒーローでもなんでもない。ことが誘ゆう拐かいなら、遊びじゃない。遊びに、ゲームにして良いことじゃない。もっと確かく実じつな方法で、犯罪を未み然ぜんに防げるのならば、考えるまでもなくそうすべきだ。

「ふざけるな。今すぐ警けい察さつに連絡する」

『ご自由に。ですが、信じてもらえそうですか？　貴方の証言だけで、はたして充分な警けい備びが実現しますでしょうか。まあ、試ためすだけ試してみるのも良いかもしれませんね』

「く……」

　歯は嚙がみするしかなかった。確たしかに、現状証しよう拠こらしい証拠はない。唯ゆい一いつ利用できそうなのは、昨日きのう拾ひろった計画書だが。

「……え!?」

　何か決定的な情報を見落としてないか再度確かく認にんすべくメモを取り出して、絶句する。

　この紙。情報どころか、文字がひとつも記されていない。

『昨日の資料でしたら、役には立たないかと。一定時間が経過しますと白紙に戻る、特殊なインクで記されたものですので』

　くそ。証拠の隠滅に抜かりはなしか。

「俺に、どうしろと」

『ご理解が早くて助かります。……私どもから、特に何か命令をするようなつもりはございません。ただ《明日あした、私どもが映画村で今一度計画を実行に移す》という予定をお伝えしたまで。それを聞いて貴方がどうなさるかも、すべてお任せいたします。なお、映画村まではターゲットの身の安全を保証いたしますのでご安心下さい。……貴方が不必要な行動を起こさぬ限りは。それでは、ごきげんよう』

「な!?　ち、ちょっと！」

　返事する間もなく一方的に切られる電話。

　……どうあれ、こうなったら行くしかない。

　ただその前に、警けい察さつは動かせなくても、せめて。

『なんだー、どうした昴すばる？　今引いん率そつ中ちゆうなんだから電話とかかけてくるなよ』

「ミホ姉ねえ、大事な話がある」

　普ふ段だんは傍ぼう若じやく無ぶ人じんで困った存在だが、こういう時だけは誰だれよりも頼りになる叔お母ばにだけは、しっかり詳細を報告しておかないと。それくらいならば、さすがに勘付かれはしないだろうし。

『……あん？　何言ってんだお前？』

　始めのうちは、案あんの定じようまともに取り合って貰もらえなかった。あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話だ。その反応も当然と言えば当然だろう。

　でも、必死に。何度も何度も危き機きを訴え続けた結果、

『んー。とりあえず、警戒だけはしておく。明日あした、なんかおかしなことがあったらまず私に相そう談だんしろ。独断には走るな』

　どうにか真ま面じ目めな口く調ちようでそんな返事をしてもらうことが出来た。大事な生徒に関かかわる話だ。ミホ姉としても、可能性がゼロだと言い切れない以上完全に無視する気にもなれなかったのだろう。

「信じてくれてありがとう、ミホ姉」

『べつに、お前のためじゃない。そろそろ切らないといけないから、また後でな。とりあえず、私の眼めが届いている間は安心しとけ。誰にも、なにもさせない』

「ああ、頼んだ」

　心強い言葉にほんの少しだけ肩の力を抜き、電話を切る。

「あとは、葵あおいにも伝えておくかどうかだけど……」

　少し考え込み、結局秘密にしておくことに決めた。あいつも心配性だから、いたずらに気を遣つかわせるべきではないだろう。

　子どもたちにとっても、葵にとっても。この楽しい旅行は、絶対に楽しいままで終わらせたいからこそ。







[image: scene.5]










「今のところ妙な動きはなしか」

「昴すばる、あんたね……」

　翌日、葵あおいに平身低頭して当初の予定を変更してもらい、慧けい心しん学がく園えんの生徒の後を追って俺おれたちもＫＹＯＴＯ映えい画が村むらにやって来た。

　なんとしても、真ま帆ほに魔まの手が伸びることなど許すわけにはいかない。とはいえ直接女バス五人の班はんに合流するのは無理があるし、付きまとっていたずらに不安を与えては皆に楽しい時間を過ごして欲しいという前提の望みが崩くずれてしまう。

　だから今俺ができるのは、こうして建物の陰かげから身を乗り出し、密ひそかに真帆の後ろ姿を見守ることだけだった。

「あんだけ目を血走らせて頼み込んで、やりたかったことがみんなのストーキングって……。もうね、虚むなしすぎて言葉も出ないわ」

「ストーキングって。人聞きが悪いにもほどがあるだろ。どこをどう見たらそんな発想に至るんだ」

　江え戸ど時じ代だいの長屋を模した建物の角かどにこめかみを貼はり付かせたまま、溜ため息いき混まじりに返事する。おっと、それよりそろそろ移動しないと。ここＫＹＯＴＯ映画村は、その名の通り映画──殊ことに時じ代だい劇げきや特とく撮さつを大きく扱ったテーマパークで、敷しき地ち内ないには精巧な平ひら家や建だてのセットが軒のきを連ねている。それがまるで迷路のように入り組んでいるので、身を隠かくすのが容易な反面、ちょっとでも眼めを離はなすとたちまち人影を見失ってしまうのだ。

　畢ひつ竟きよう、誘ゆう拐かいにはこの上なく適したロケーションである。

「葵、隣となりのセットに行くぞ。付いてきてくれ」

「…………」

「……葵？」

　一歩前に踏み出したものの、返事が聞こえなくて振り返る。

「ねえ、昴。そんなに、私と二人ふたりきりは楽しくなかった？」

　そこには心しん底そこ落胆し、寂さびしそうに目を伏せた幼おさな馴染なじみの姿が。

「違う！　それは違う！」

「じゃあ！　じゃあなんで、こんなっ……」

　きっと持ち上げた瞳ひとみには、涙がうっすらと滲にじんでた。

　なんてこった。俺の我わが儘ままで、まさかここまで葵を傷つけてしまっていたのか……。自分の身勝手さに、虫むし酸ずが走る。

　しかし、まだ事情を話すわけにはいかない。そうすればきっと葵は俺と同じか、それ以上に心配を募つのらせてしまう。もはや手遅れかもしれないが、出来ることなら子どもたちだけではなく、葵にとってもこの旅が純粋な楽しみで在り続けて欲しいから。

「葵あおい、聞いてくれ」

「えっ!?　ちょ、ちょっと昴すばる!?」

　衝しよう動どう的てきに葵との距きよ離りを詰め、両肩に手を置いて瞳ひとみを見つめる。言葉ではっきりとは伝えられなくとも、葵をないがしろにする気なんて毛頭ないことだけでも伝わるように。

「か、顔が近いってば！」

「実は今日きよう、ここで……大事なことが起こるかもしれないんだ」

「なによ大事なことって……!?」

「まだ言えない。でも、その瞬しゆん間かんに目を離はなすわけには、どうしてもいかなくて。だから頼む、少しだけ、俺おれの我わが儘ままに付き合ってくれないか。理由は必ず後で全部話すから、さ。勝手な事を言っているのは重々承知だ。それでも、今だけは許して欲しい」

「…………昴」

　葵と過ごす時間が楽しくない、大切ではないわけなんかじゃない。そんな思いを瞳に込めて、ひたすら、まっすぐ視し線せんを重ね続ける。

「もうっ」

「ぐむ!?」

　すると葵は、溜ため息いき混まじりに右手で俺の鼻をつまみ上げた。

「じゃあ、勝手にしなさい。その代わり！　用が済んだら今度は私のリクエストにたっぷり付き合ってもらうからね！」

　そして空あいてる方の手で人差し指を突き立て、有あり難がたくもそんな交換条件を提示してくれる。

「葵……！　ああ、もちろんだ。すまん、ありがとう。ほんと恩に着る」

　当然、首しゆ肯こうを迷う由よしなどどこにもなかった。

「それじゃ、行こ。智とも花かちゃんたちを尾び行こうしたいのよね。早く追いかけないと見失っちゃう」

「そうだな。よし、じゃあ悪いけどもうしばらく付き合ってくれ」

　呆あきれ笑いを浮かべながら手を離してくれた葵に頭を下げ、監かん視しを再開。厳げん密みつには尾行しているわけではないのだが、どのみち正しく説明することはまだ出来ないので否定はせず身体からだを動かすことに集中する。

「あら真ま帆ほ。ここ、おばけ屋や敷しきもあるみたいよ。ふふ、どうする？」

「そ、そんなの超ヨユーに決まってんじゃん！　ヨユーすぎて入るまでもないね！　う、うわはははは！」

「おー。ひなは、おばけさんに会いたい」

　幸いにしてすぐみんなに追い付くことができて、今のちょっとした隙すきに何かが起こっていたのではという不安はすぐに霧む散さんした。

「智花ちゃん、見て見てっ。お馬さんがいるよ」

「わぁ……かわいいね愛あい莉り。ポニーさんかな。それとも、日本の馬？」

　園内を散策して、何かを見つける度たびに歓声を響ひびかせる智とも花かたち五人。正直なところ、高校生くらいの歳としだと多少刺し激げきが足りない気がする施設だったが、おそらくメインターゲットであろう小学生にとってはちゃんとエンターテインメントとして成立しているようだ。

「うおっ！　見て見て！　このあとステージでヒーローショーやるって書いてある！　おばけ屋や敷しきより断然こっちだろ！」

「えー。そんな、お子ちゃまが見るようなもの……」

「あ、あのう、紗さ季き。私も、ちょっと見てみたいかな……え、えへへ」

「わーい。ひなもひなも」

「真ま帆ほちゃんも智花ちゃんもひなちゃんも見たいのなら、わたしも賛さん成せいだよっ」

　いや、もしかしたら皆の心がとても純真で、楽しむことに貪どん欲よくであるという事実も影えい響きようしているのかもしれないが。案内ポスターを見つけて嬉き々きと提案した真帆に対して、三対一で賛成が過半数。唯ゆい一いつ難なん色しよくを示していた紗季も、

「……もう。ま、まあそれならしかたないわ。せっかくちょうど良い時間に始まるんだし、付き合ってあげるわよ。あくまでお付き合いだけど」

　情勢を見るやすぐに他ほかの子の意見を尊重する。というか、ほのかに染そまった頰ほおや泳ぎがちな瞳ひとみを見る限り、その実紗季自身も満まん更ざらではないのかもしれない。

　とにもかくにも、皆の次の行き先は東側にある屋外ステージのようだ。

「よし葵あおい。俺おれたちも見に行くぞ」

「……本気で？　もうこの際文句は言わないけどさあ」

　言わずもがな、追つい従じゆう。真帆の無事を見届けるためなら、たとえ火の中水の中。ヒーローショーごとき、躊ちゆう躇ちよする余地もない。







『うわはは、かかってこい！　ここで会ったが百年目だ！』

『スペード少佐とハートウーマン軍ぐん曹そう！　あなたたちの好きになんてさせないわ！』

　──などと強い意気込みでやっては来たものの、いざとなるとやはり場違い感甚はなはだしく。

「ねー昴すばる。正直、恥はずかしいんだけど……」

「みなまで言うな。後で絶対埋め合わせするから、すまんが耐えてくれ」

　真帆たちに見つからないよう最後尾の隅に陣取った俺たちであったが、それでも相当にいたたまれない。劇げきを観かん覧らんしているのは小学校低学年以下の親子連れがほとんどで、八割方埋まった客席をぐるりと見渡しても慧けい心しん学がく園えんの制服すらあまり見当たらない。ヒーローショーという響きからすれば、まあ当然の客層だろうが。

「わーい。どっちもがんばれー」

「ひな、悪の組そ織しきは応援しなくていいの」

「智とも花かちゃん。はい、クッキーだよ。もしよかったら食べてね」

「ど、どきどき………………っ!?　あ、ありがとう愛あい莉り！　いただきますっ！」

「よっしゃいけいけ～！　いきなり跳とび蹴げりで先制攻こう撃げきだ～！」

　小六である女バスの五人ですら若じやつ干かん浮き気味になってしまうような状況だが、さすがというか皆はそれほど気にした様よう子すもなく、それぞれ思い思いに劇げきを楽しんでいる。特に真ま帆ほのノリノリさ加減たるや、会場でいちばん目立っているといっても過言ではないほどだ。

　ただまあ、やってる内容に関してはベタベタに王道ではあるものの、わりとしっかりした筋書きなんだよな。色いろ眼鏡めがねを外せば、それこそこのテーマパークの主たる構成要素である時じ代だい劇げきと同じ種類の面おも白しろさがあるような気がする。

　さておき、これだけ人目が多いなら劇の観かん覧らん中ちゆうに手出しは誰だれにも出来ないだろうな。一応眼めは離はなさずにおくが、今のうちに息を抜いて集中力の回復を図るべきかもしれない。

『ククク、意気込んでいられるのもここまでだぞ。今回、俺おれたちには秘策があるのだ！』

『秘策……？　いったい何をする気!?』

『つまり、こういうことだよ！』

　そう考えて椅い子すに深く座り直したとき、ステージ上で何やら動きがあった。にらみ合いを続けていた二人ふたり組ぐみの敵てき役やくのうち、スペード型の覆ふく面めんを付けた男が大げさに両手を天に掲げ、

『さあ、行ってこいハートウーマン軍ぐん曹そう！』

『御ぎよ意い！』

　合図を受けてハート形のサングラスをかけた女性が、階段を数段飛ばしに飛び降り、客席の方へ降りてきたのだった。

『ふふふ、捕まえた』

「……ほえ？　あたし？」

　そして、小走りで通路を駆かけ抜け、立ち止まったのは……驚おどろいたことに、真帆の目の前。

「……え」

「どしたの昴すばる？　あ、真帆ちゃん、なんだか話しかけられてるね。もしかしてあれかな。登とう壇だん役やくに選えらばれちゃったり？」

「…………」

　偶然、だよな？

　この衆しゆう人じん環かん視しの中、ピンポイントで真帆が何かのターゲットに選えらばれたのは、特に意味があってのことじゃ、ないよな。

　嫌いやな空気を感じるが、とはいえ直接的な危き機きが及んだわけではない。もう少し静観をしておくべきだろう。

「やー、なんか選ばれちゃったぜ。くふふ」

　葵あおいの予想通り、ハート眼鏡の女性に手を引かれるままステージに上がった真帆。頭をかいて困ったそぶりを見せているが、表情は明らかに嬉うれしそうだ。

『ちょっと、その子をどうするつもりなの!?』

『決まってるだろう、人ひと質じちだよ。さあ、向こうに連れて行ってしまえ』

『かしこまりました。さあ、いらっしゃい』

「えー。あたしの出番もう終わり？　ちぇー」

　劇げきはそのままノンストップで進行し、舞ぶ台たいの裏手に連れていかれる真ま帆ほ。

　またしても、違和感。こういうショーに詳しいわけではないが、普通ならゲストはずっとステージに留とどまらせておくものではないのか。

　それに、何より焦しよう燥そう感かんの原因となっているのは真帆の姿が目の届く範はん囲いから消えてしまったことだ。これでは、警けい戒かいのしようがない。

『な、なんて卑ひ怯きようなの！』

『ククク、あの少女の無事を願ねがうのなら変身の力を使わないことだな。その代わり、こいつで我われ々われと勝負するのだ！』

　悶もん々もんとしている中、悪役の男が宣言すると舞台袖そでから細長いポールのようなものが、数人の黒くろ子こに押されて出現した。

「え？　ねえ昴すばる、あれって……？」

「バスケット、リング？」

　その先端に設置されている見み慣なれたボードを凝ぎよう視ししたまま、言葉を失う俺おれと葵あおい。

「これってそういう……いつもバスケがでてくるショーなの？　だから興きよう味みあったとか？」

「い、いや。そんなわけじゃ全然ないんだけど」

　やはり、何かがおかしい。このショーの原作は一応知っているが、頻ひん繁ぱんにバスケが扱われるような内容ではなかったはずだ。それなのにこのタイミングで、俺たちの『絆きずな』がモチーフとして登場する。

　真帆が連れて行かれたことも含め、全すべてが偶然とは……考えにくい。

『くっ、卑怯だわ……！　私たち、バスケなんてほとんどやったことがないのに』

『どうしよう、みんな』

『……こうなったら、会場のみんなに助けを求めるしかない！』

『そうね！　──みなさん、お願いします！　さらわれてしまった女の子を助けるため、私たちの代わりに悪の二人ふたり組ぐみと、バスケで勝負して下さい！』

『ちなみにリングの高さが一般用なので、中学生以上の二人組に来てもらえると嬉しいです！』

　……これ、完全に指名されてるだろ。

　忌き憚たんなき意見を言わせて貰もらえば、ただの茶ちや番ばんとしか思えない。

　この無む茶ちやな展開の裏で真帆の誘ゆう拐かいが企くわだてられているなんて、誰だれが思えるだろう。

　けど、それでも。

　万が一、これが昨日きのう電話をよこした奴やつの言う『計画』なのだとしたら。なにもしなかったせいで、本当に真ま帆ほが連れ去られてしまったとしたら。

　どれだけ可能性をリアルに考えられないとしても。そうなる確かく率りつが０％だとまでは言い切れない以上、悠ゆう長ちようにじっとしていて良いのだろうか。

『どなたか、いませんか～！』

『このままだと、女の子の身に危険が！』

　ざわつく客席を、大げさな身振りで煽あおる正義の味方たち。

　正直、ここで出て行くのは相当にハードルが高い。ほとんどが小さな子どもを連れた家族連れという客層の中、高校生の身でしゃしゃり出る。考えただけで心しん臓ぞうがきゅっと萎い縮しゆくする錯さつ覚かくに苛さいなまれる。

　しかも、求められているのは二人ふたり組ぐみでの参加。つまり、やるなら事情をまったく知らない葵あおいにも協力を仰あおがねばならないということ。

『…………』

「っ!?」

　逡しゆん巡じゆんを重ねていると、壇だん上じようのスペードマスクの悪役と目が逢あった。しかも、明らかに今、意味深に口角を上げて俺おれを挑発していたような。

　………………決めた。行こう。

　それぞれの結末を考えれば。やらずに後悔するよりは、やって後悔した方がずっと良い。

「すまん葵。さっきバスケが出てくることを知らないって言ったけどあれは噓うそだ。実はここに来る前から今日きようのショーのこの展開を知っていた。知っていて、どうしても出たくなったから今け朝さ頼み込んでここに来たんだ。というわけで一生のお願ねがいです。俺と一いつ緒しよにステージでバスケして下さい！」

「……本気で言ってるわけ？」

「大マジだとも。頼む、禁断症状なんだよ。二日もボールに触れてなくて、気が狂いそうだ」

　覚悟を胸に、なりふり構わず頭を下げて頼み込む。本当の理由を知らない葵にとって、今ここで立候補してバスケする恥はずかしさは俺とは比べものにならないほどだろう。

　それでも、なんとしても。全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として口く説どき落とすしかない。

「………………はぁ。ほんっともー、このバスケ脳のバスケ馬ば鹿かは」

　ぎゅっと目を閉じ、掌てのひらを合わせて懇こん願がんを続けていると、葵が溜ため息いき混まじりに立ち上がる気け配はい。あきれ果て、とうとう見捨てられてしまったのか。

　そんな諦てい観かん混じりで恐る恐る瞼まぶたを開いた俺のすぐそばに、細くしなやかな葵の指先が伸ばされていた。

「……葵」

「ほら、行くんでしょ？　早く立ちなさいよ」

「良いのか？　協力してくれるのか？」

「ま、呆あきれたわよ正直。呆れたけど、納なつ得とくもしたし……ちょ、ちょっとだけ安心もした。ここに来たかった理由がバスケだって言うなら、やっぱり昴すばるは昴だなーって感じだし、さ」

「……すまん。ほんと、恩に着る」

　実際のところは俺おれもどんな事態が待ち受けているのかまったく知らなかったのだが、申もうし訳わけない限りながら今は口を噤つぐみ、目の前の右手を握り返す。

　ごめんな。ぜんぶ片が付いたら、必ず恩返しする。

　そのためにも、まずは目下のわけわからん試練を乗り越えなくては。

「葵あおい。ついでに頼む。相手、たぶんガチで来るけど、勝ちたいんだ。全力でぶち当たろう」

「上う手まい人たちなの？　あの仮面の二人ふたり組ぐみ」

「……わからん。けど、素人しろうとじゃあないと思う」

「そっか。……昴とコンビ組んで本気のバスケ、か。須す賀が君たちと揉もめたときは中学生二人が相手だったし、考えてみればそれもすごい久しぶりだね。……ん、了解。私もちょっとだけ、やる気出てきたかも」

　朗ほがらかに微笑ほほえんでくれた葵が、心しん底そこ頼もしかった。

「ふぇっ。す、昴さん!?　葵さんも！」

「やあ智とも花か。ごめん、楽しそうだから、実は俺おれたちも映えい画が村むらに来たんだ。そんで、せっかくだから行ってくるよ。……真ま帆ほを、助けに」

「わぁ……！　えへへ、頑がん張ばってきて下さいっ！　あのっ、わたし、すごく楽しみです！　長は谷せ川がわさんと、葵さんのバスケ、見学させて頂くのっ」

「あはは、ありがとう愛あい莉りちゃん。……ちょっと恥はずかしいけど、皆が見ているのならかっこ悪いところは見せられないもんね。なるべく活かつ躍やくできるよう努力するわ」

「わーい。おにーちゃんもあおいもがんばれー」

「すみません、なんだかお手を借りることになって。ふふ、どうしてこう真帆って妙な事に巻き込まれやすいんでしょうね。こんなにいる中で人ひと質じちに指名されるなんて」

　通路を歩いている途と中ちゆうで、智花たちに一声かけていく。俺と葵が居ることには驚おどろいたようだったが、すぐ面おも持もちは笑え顔がおに代わり、きらきらとした瞳ひとみを向けてくれた。

　うん、問題ない。これで俺たちが勝利し真帆を返してもらうことができれば、葵にとっても子どもたちにとっても、旅行は良い思い出のままで満了する。

『来てくれたんですね、ありがとうございますっ！』

『みんなーっ！　このお兄にいさんとお姉ねえさんが、私たちを助けてくれるって！』

　無言で壇だん上じように上ると、駆かけ寄ってくれたヒロイン役の方々が顔いっぱいに笑顔を浮かべて客席を煽あおる。ほどなく真帆たちよりずっと小さな子どもの無邪気な歓声と、保ほ護ご者しやの大人おとなたちの大げさな称しよう賛さんが響ひびいて、会場のボルテージが一気に高まった。

「う、うあー」

　俺おれの方はいろいろ思うことがあるのが幸いしてそこまで気にならないが、大注目を浴びてしまって葵あおいはだいぶ恥はずかしそうだ。

　でも、こうなることはわかっていたのにほとんど渋しぶることなく協力してくれた。良い奴やつだよな、ほんと。

『さあこっちだ、かかってこい！』

　感かん謝しやの念を重ねていると、悪役二人ふたりが決めポーズで俺たちにステージの中央まで来るよう指示する。どうでもいいけど、男女ともすごい演技が下へ手ただな。たぶん俺とどっこいどっこいなレベルだ。しかしそれもまた、本ほん職しよくではないことの現れともとれるが。

「よく来たね。俺も嬉うれしいよ、無む駄だ足あしにならなくて」

「……！」

　とりあえず言われた通りにした俺にスペードの男が近付いて来て、そっと耳打ち。……やはり、ここまで全すべて予よ定てい調ちよう和わってことか。

「さっきの子は、真ま帆ほは無事だろうな。何かあったら、許さない」

「ふふふ、さてね。俺は急に雇われただけだからよく分からない。アルバイトみたいなもんだもん」

「ふざけるな」

　うそぶくスペードの覆ふく面めんを睨にらみ付けるが、肩をすくめる仕し草ぐさでいなされるばかり。

　しかしまあ、実際その通りなのだろう。この人物はいわば俺に差し向けるために用意された刺し客かくで、実行犯とは遠い関係と考えた方が収まりは良い。

　だとしてもなお、釈しやく然ぜんとしないことばかりだが。なんだって真帆を狙ねらっているやつらは、こんな回りくどくて大げさな方法でわざわざ巻き込もうとするんだ。

「さあ始めるぞ！　ルールはお子こ様さまでもわかりやすいようにどこから打っても１点。スリーポイントは無しだ。あとは普通のハーフコートゲームと同じルールで、５点先取した方が勝ち。他ほかに何か質問は？」

「……特にない」

「グッド。ではそっちの先攻で来いっ！」

　再び演技モードに戻った男が、リングと共に運ばれていたトリコロールのボールを俺に投げよこす。

　まさか京きよう都とまで来て、しかもテーマパーク内のステージで、バスケすることになるとはな。

　この勝負、負けたらどうなるのだろう。真帆が、宣言通りどこかに連れ去られてしまう？　逆に、勝てば本当に誘ゆう拐かい犯はんは諦あきらめてくれるのか？

　……くそ、やめだ。ひとまず余計な事は考えるな。ただ試合に集中して、そして勝つ。他のことは全部後回しで良い。

「葵あおい、頼んだぞ」

「もう。その眼め、大マジじゃない。ま、せっかくやるんだからその方が良いか。了解、まかせなさい！」

　最後にもう一度葵に頭を下げると、呆あきれ半分やる気も半分といった感じの微笑ほほえみが返ってくる。うん、変にプレッシャーを感じている状態より、自然体でプレーをしてもらえそうでむしろ好こう都つ合ごうだ。幸いなことに人目にもだいぶ慣なれてくれたみたいだし。

　何かと取り乱しやすいやつではあるけど、昔から肚はらを決めた後の思い切りの良さは俺おれ以上だもんな。

「じゃあ、行きます」

「あいよ～」

　断りを入れると、演技とは打って変わって軽けい薄はくな返事とともに、覆ふく面めんの奥の眼が歪ゆがむ。完全に、遊んでる感じだな。油ゆ断だんしててくれるのならそれに越したことはないけど、こっちの抱えた事情と鑑かんがみれば苛いら立だちを覚えずにはいられない。

　沸わき立つ内心を努めて鎮しずめ、まずは様よう子す見み。俺がスローテンポでドリブルを開始すると、覆ふく面めん男おとこもわずかに腰を落としてディフェンス体勢に入る。

　うん、経けい験けん者しやだな。立たち居い振ふる舞まいだけでわかるほど、自然で隙すきのない構えだ。まあ、ここまで大げさにして素人しろうとをけしかけては来ないだろうが。

　体格的には、俺とほぼ同じくらい。歳としは、自分より若いということはないだろう。顔半分が隠かくれているからはっきりとはわからないが、何となく幾いくらか上のような気がする。

「……っ！」

「お」

　と、のんびり観かん察さつしていた自分の心すら騙だますようなタイミングで、突然のシフトアップ。単たん調ちようながら最速の切り込みドライブインで緩かん急きゆうの渦うずに巻き込み、初手からディフェンスを引きはがしにかかる。

「……ふー、危ない危ない。高一だって聞いてたから半信半疑だったけど、こりゃそれなりに楽しめそうだ」

「くっ!?」

　が、あえなく進路を阻はばまれ、再びの停滞を余よ儀ぎなくされた。

　……この男、速い。少なくともバランスは崩くずせた手て応ごたえはあったのに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで回り込まれた。どれほど体幹が安定していればここまで一いつ瞬しゆんでリカバーできるのだ。

「わははー、ごめんな。ま、止められても落ち込むことはないよ。俺のが三歳くらい年上なんだし」

「三歳……大学生？」

「おっと、余計な事言ったな。これ以上は個人情報なので秘密でーす」

　わざとらしく眼めを逸そらし、口笛を吹ふく覆ふく面めん男おとこ。

　真まに受ければ……高校バスケまるごと三年分のキャリアの違いってことか。

　ならば、むしろ物理的能力の差より、経けい験けんの差の方が大きいかもしれない。バスケという競きよう技ぎは、どれだけ多くの攻こう撃げきバリエーションを直接体感したことがあるかどうかが、如実に守備の上う手まさを左右する。ディフェンスの強化は、いかほどの才能が有る選せん手しゆでも一いつ朝ちよう一いつ夕せきで達成できるものではない。だからこそ、俺おれも慧けい心しんの子どもたちに奇策を求められた際、あえて守備は捨てて超攻撃特化のチームに仕立てたのだ。

　冷や汗が、こめかみを伝つたう。まずい、な。今の動きを見ただけでも、この覆面男とバスケとの関係はただの趣しゆ味み以上であることは確実だ。そのうえ、決定的なキャリアの壁かべ。

　何か、あからさまな弱点でも見つけない限りは……下へ手たをすると勝負にもならないかもしれない。

「昴すばる、時間！　一回こっち！」

　叫び声にはっとしてリングの奥を見やれば、思いの外本格的なスコアボード内の『24秒ルール』を示す数字が、一ひと桁けたまで減少する寸前だった。

　──24秒ルール。攻撃開始から24秒以内にボールをリングに当てることが出来なければ、相手に攻撃権が移ってしまうバスケ特有の取り決め（ミニバスの場合は30秒）。つまり、あと10秒以内にシュートを打たなければ、無条件に俺たちの攻撃は失敗となってしまう。

「すまん葵あおい、頼んだ！」

　求められるまま、ボールを葵に預ける。いったん立て直して、この覆面男の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを観かん察さつしておこう。

　もしくは。仮にハート眼鏡めがねの女性が、葵に及ばないプレーヤーだったら、今日きようは葵中心に攻撃を組み立てた方が良いかもしれない。

　情なさけない話だが、今は状況が状況だけになりふり構っていられない。危ない橋を渡らずに済むようならば、俺個人の恥はじなどいくらでも受け入れてやる。

「さー時間無いよ、遠えん慮りよなくおいで」

「あ、はい。それじゃあよろしくお願ねがいします！」

　俺の時とは打って変わって牧歌的に、和わ気き藹あい々あいと始まる女子同士の攻防。なんとなく肩かた透すかしを食らったような気分だが、葵にとってはただステージイベントに参加しているだけのつもりなのだから自然な反応だよな。

　それはさておき、あちらのハート眼鏡も誂あつらえたように葵とよく似た背せ格かつ好こうだが、はたしてその実力とキャリアは……。

「やっ！」

「おっと！　ちょーっとばかり無む謀ぼうだったね！」

「あう……しまった」

　動向に注目する間もなく、勝負は一いつ瞬しゆんで着いた。俺おれが時間を浪費してしまっていたのが大きな原因だろうが、葵あおいはほとんど溜ためを作らずいきなりポストライン越しからジャンプシュートを放ち、ハート眼鏡めがねの手に阻はばまれてターンオーバー。空中でボールをがっちりキャッチされ、あえなく俺たちの攻こう撃げきは失敗してしまった。

「ごめーん昴すばる！　焦あせりすぎた」

「いや、俺もミスったしドンマイだ、気にしないでくれ。それより……」

「うん。私も無む謀ぼうだったけど、それにしたってああも完かん璧ぺきにブロックショットされるとはね。私の相手してる人、かなーり上う手まい気がする。言いい訳わけするつもりはないんだけど、なんか、威圧感でシュート打たされちゃったようなところもあった」

　駆かけ寄って掌てのひらを合わせる葵にかぶりを振った直後、ほぼ同時に互いの面おも持もちが硬くなる。

　いくらわかりやすいタイミングだったとしても、同じくらいの背丈から放たれたジャンプシュートをダイレクトに受け止めるというのは、並大抵の技ではない。跳ちよう躍やく力りよく、反射神経、そしてなにより経けい験けん値ち。全すべてがよほど高水準でないと、とてもじゃないが実現しない。

「ナイスブロックっす！　すごいですね、確たしか同い年でしたっけ？」

「ありがとー。うん、なりたてほやほやの十九歳」

　緊きん迫ぱく感かんを高める俺たち二人ふたりをよそに、のんびり談だん笑しようする敵二人。裏に重大な駆け引きが潜ひそんでいることなど知りもしないといった様よう子すだが……そうか。女性の方も十九歳。葵と三年のキャリアの差か。

　しかも先ほどの動きだけで身体能力が超一級であることは疑う余地もない。

　……いよいよもう、希望的観かん測そくに頼る術すべは失われた。完全に格上な相手に対して、自分自身がリアルタイムで適応し、勝利の道を模索するより他ほかに手段はない。

「じゃあ今度は俺たちの攻撃ね～。いい？」

「……いつでもどうぞ」

　スペード男に促うながされ、儀ぎ礼れい的てきなパスのやりとりで相手側の攻撃が始まる。

　フリースローサークルの先端──トップオブザキーと呼ばれるエリアで男二人が対たい峙じし、葵のマークを引き連れてハート眼鏡は右サイドに展開。２ｏｎ２であることを加味すれば、始めからほとんどパスの選せん択たく肢しを除外した、個人技勝負特化の布陣だ。

「さーて、じゃあ人生の先せん輩ぱいがいくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたドライブを見せてあげるから、しっかり勉強してね」

「…………」

　挑発的な言葉には、無反応で応じる。しかし、言い分は正せい論ろんだ。本来であれば、このスペード男もハート女も、喧けん嘩かを挑いどむというよりは頼み込んで稽けい古こを付けてもらうべき、圧倒的格上の存在である可能性が高い。

　だとしても、絶対に勝負を投げだすわけにはいかないが。

　是ぜが非ひでも、食らいつけ。相手は現状俺の事をナメている。ドライブと宣言しておいてパス、という卑ひ怯きようなことは絶対にしてこない。全すべての選せん択たく肢しを加味しなくてはならない公式戦ならまだしも、１００％抜きに来るとわかっているのなら俺おれにだって対応は──

「…………え」

　──楽らつ観かん論ろんが、脇わきを駆かけ抜ける風に引ひき裂さかれた。

「ほーい、まずは先取点っと」

　背中に突き刺さる、スペード男の吞のん気きな声。反応ひとつ示すことすら能あたわず、俺は抜き去られ、その場に置き去りにされた。

　スピードで言えば、神がかりという程ほどでは無い。挙動自体は眼で追えていた。

　だけど、それなのに。

「……今、踏み込みから俺を抜くまで、何回フェイク入ってたんだ？」

　目め線せんだけで一いつ瞬しゆんの間に二度。さらに身体からだ全体を使って流れるような、シームレスな揺ゆらぎ。どこまでがカムフラージュでどこからが意図した通りの攻めの動きなのかも判然としない、ひとつなぎの複ふく合ごう技わざ。

　才能ではない。血の滲にじむような努力と経けい験けんでしか身に付けられない、磨みがき抜かれた刀。

　それ故ゆえに、安直に見つかる隙すきなど、存在し得ない。

「すごーい！　さすが一年でベンチメンバーなだけあるねー！　なんかもう、噂うわさ以上！」

「やーたいしたことないっすよ～。ていうか一年でベンチはお互い様さまって話じゃないですか。次はお任せしますんで、俺にもいっちょ格かつ好こういいムーブ見せて下さい！」

　盛り上がる敵二人ふたり、立ち尽くす俺。

「す、昴すばる。……ちょっと、まずいね。完全に格上だよ、たぶん二人とも」

「ああ」

　そこへ、葵が駆け寄って来て心配そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　言う通り、認めざるを得ない。俺たちが、一対一で向こうに勝てる可能性など、間違いなくゼロだ。

「ねえ昴。心、折れちゃった？」

　そう。もし仮に、これが一対一の戦いならば、な。

「…………………………まさか。ほんじゃ葵、気を取り直して。……二人で勝ちに行こうぜ」

「ふふっ。そーこなくちゃ！」

　あえて不ふ遜そんに言い放つと、葵も朗ほがらかな笑えみで答えてくれる。

　どうやら、ちゃんと気付いてくれているようだ。向こうのチームは明らかに格上だが、俺たちなら……俺と葵ならば、いくらでも付け入る隙があることに。

「じゃあまずは、オフェンスからだな。ぶっつけ本番になるけど、いけそうか？」

「ばーか、愚ぐ問もんね。何年一いつ緒しよにバスケしてきてると思ってるの」

「はは、それもそうだったな。よし行くか、目上の先せん輩ぱいたちの度ど肝ぎもを抜いてやろうぜ」

「了解！」

　こつんと拳てのひらをぶつけ、瞳ひとみを輝かがやかせながらセンターラインに戻った俺おれたちを見て、敵の二人ふたりは驚おどろきつつも楽しそうに顔を見合わせる。

「へぇ、まだ諦あきらめないんだ。思ったよりずっと根性あるんだね」

「そうこなくちゃ。こっちも稽けい古こ付けてあげる甲か斐いがあるってもの」

　それからスペード男が俺に山なりの軌き道どうでボールを投げよこし、ハート女は葵あおいの動きに合わせてマッチアップを開始。

「さーて、どうする気？　さっき見た感じだと、とても俺を個人技で躱かわすスキルは身についてないようだったけど」

「悔くやしいですが、仰おつしやる通りです。今の俺に、まだ貴方あなたは躱せません」

　緩ゆるいドリブルを始めつつ、スペード男の挑発に溜ため息いきで答える。

「そう、個人技。……自分だけで、という条件なら！」

　次の瞬しゆん間かん、俺は緩めの速度でリングと平行に左方向へ横移動を開始する。単たん調ちような動きなので相手も難なんなく追つい従じゆうしてくるが、

「んお？　……スクリーンか！」

「失礼します！」

　動いた先には、葵が不動で待ち構えていた。細身な少女の身体からだとはいえ、人間ひとりの容よう積せきはれっきとした障害物。スペード男はついたて役スクリーナーとなった葵を正面からなぎ倒してファウルを冒おかさぬよう、否応なしに一いつ瞬しゆんの停滞を余よ儀ぎなくされる。

「ふっ！」

　当然ボールをキープしたままの俺にとっては絶好のチャンスだ。迷わずギアを一気に最高速度までシフトアップし、葵の背中すれすれを通ってゴール下まで切り込む。ハート女が慌あわて気味にヘルプディフェンスで俺を抑おさえに来るが、紙かみ一ひと重えでそちらもすり抜け、ジャンプシュートで得点。スコアを１対１のタイに戻す。

「ナイスプレー葵！」

「ふふん、これくらい序の口。もっと難なん易い度ど高いやつだってぶっつけでセットしてあげるから、遠えん慮りよしないで指示出して」

「ああ、そのつもりだ。それに、助けてもらってばかりじゃ申もうし訳わけないしな。葵の方が攻めるパターンも、どんどん織おり交ぜていこう」

　自みずからボールを拾ひろってセンターラインまで戻り、葵とハイタッチ。よし、いける。今のは『ピックスクリーン』というもっとも基本的な部類のコンビプレーだが、それを何の打ち合わせもなく実行できたことで確たしかな手て応ごたえを得る。思った通り、葵と組めば適当に引き出しを開けばツーカーでいろんな連携技を繰くり出せる。

「ごめんね、ヘルプ間に合わなかった！」

「いやー今のは仕方ないですよ。俺おれも教科書に載のってるような簡かん単たんなピックにおもっきし引っかかっちゃいましたし……。思ってた以上にデキる二人ふたり──いや、デキるコンビみたいですね」

　敵チームも、どうやら俺たちの認にん識しきを上方修正してくれたようだ。これで虚きよを突きどさくさのうちに勝ち逃げ、なんていう夢は見み辛づらくなったか。

　でも、大丈夫だ。実力を出し切れば、必ず勝てる。

「じゃー、もう一回ウチらの攻こう撃げきに移らせてもらうけど、ディフェンスでも何か秘策はあるの？」

「さあ、どうでしょう？」

「……ふ、食えないね」

　今までより幾いく分ぶん落ち着いたトーンで問いながら攻め番を開始したスペード男の行く手を、俺は腰を落として阻はばむ。

　正直、攻めに比べればディフェンスで切れるカードはかなり心こころ許もとない。

　それでも、この五本先取という短期決戦なら。二回か、最低でも一回くらいなら。進攻を断ち切りターンオーバーに持っていけないこともないはずだ。

「…………」

「…………」

　しばし続く、にらみ合い。気付けば、客席はしーんと静まりかえっていた。バスケになんて興きよう味みのない家族連れのお客さんたちにも伝わるほど、ステージ上には異様な緊きん迫ぱく感かんが渦うず巻まいているのかもしれない。

「ふ、体幹がブレてるよ！」

　刹せつ那な、スペード男が迷わず俺の左手側に切り込んできた。やや右手側に比重を置いていたせいで、対応が立ち後れる俺。瞬またたくようなダックインに、為なす術すべもなくその場に置き去りにされてしまう。

　……だが、しかし。

　体幹が、ブレてる？

　それは残念ながら、誤解ですよ。

「やっ！」

「な、にっ！」

　ブレてるんじゃない。わざとずらしておいたのだ。

　俺を抜き去り、そのままゴールまで駆かけ抜けるつもりだったのであろうスペード男が、はじめて本気で焦しよう燥そうを覚えたような声を出す。

　オフェンスのみならず、ディフェンスでも。どこからともなく道を阻みに現れた頼れる相棒──荻おぎ山やま葵あおいの存在に、今度こそ驚おどろきを隠かくせなくなったようだ。

「らっ！」

「ち、しまった！」

　この機きを逃のがすまじと後ろから追い付き、フリーにしてしまったハート女へパスを出される前に右手を伸ばして一か八かのスティール。運良くボールをはたき落とすことに成功し、攻守交代にこぎ着ける。

「ん！」

「っし！」

　その勢いのまま、今度は無言で葵と笑え顔がおの拳こぶし合あわせ。相手に余計な情報を与えられないので言葉で称しよう賛さんできないぶん、以心伝心を果たせた嬉うれしさをアイコンタクトで存分に表明する。

　……といっても、仕掛けたことは実に単純極きわまりない罠わななのだが。

　種たね明あかしをすれば、俺はただ、わざと決め打ちで『右手側を抜かれること』その一点のみを警けい戒かいしていた。そうすればきっと、実力に勝まさるスペード男は左手側に隙すきを見いだし、そちらから抜きに来てくれる可能性が高かったから。

　あとはもう言わずもがな。葵も俺おれが左側に意図的な隙を作っていることを把は握あくしていれば、思おも惑わく通り左を通ったスペード男に容易たやすくヘルプディフェンスを仕掛けられるという寸法だ。

　作戦としては、すぐに通用しなくなってしまう奇き襲しゆうの類たぐい。しかし、思いついたからといって打ち合わせも無しにいきなり実行するとなると多少現実的ではない内容だ。それをノータイムで繰くり出せたからこそ、熟じゆく練れんしたプレーヤーであるスペード男すらをもこうして騙だましきれたのだろう。

　葵と組んでいなければ、無理だった。かつて、同じ方法で俺の親おや父じ──長は谷せ川がわ銀ぎん河がに立ち向かおうとした経けい験けんがあったからこそ、その当時に決めたサインをちらりと出しただけで葵が全すべてを理解してくれたから、ここまで絵に描かいたようにことが上う手まく進んだのだ。

　そしてもう一つ重要なのは、相手の二人ふたりにはコンビプレーという選せん択たく肢しがほぼ皆無だと確かく信しんできていたこと。この作戦、俺たちが先ほど使ったスクリーンを始めとする連携技の前では、ほとんど効果を失ってしまう（親父に使ったときも元々２ｏｎ１の勝負だった）。

　先ほどからの会話の内容からして、二人がほぼ初対面であることは容易く推測が出来た。それなら、コンビプレーを繰り出すための土台はまったく構築されていないはずだ。いくら個々の能力が高くとも、実践で同じコートに立つのが初めてならば、パートナーの持ち札ふだがわからない以上基き礎そ的てきな連携ですら使うには大きな障しよう壁へきが立ちはだかる。

　それならば、あえて無理せず個人技で各個撃げき破はに打って出た方が現実的。そう考えることは至し極ごく当然で、だからこそ俺たちにも付け入る隙が生まれた。

　そう、個々の経験値は段違いに向こうが上だとしても。

　コンビとして、チームとしてなら、俺と葵の方がハイキャリアなのだから。

　そしてディフェンス以上に、この熟じゆく練れん度どの差はオフェンスでより強力に活いかせる。

　さあ、見せてやる。長い年月をかけて溜ため込んだ、俺おれたちの連携技の数々を。

　──ポストライン際ぎわで葵あおいにボールを預け、それを直接もぎ取るように至近で受け渡して貰もらい、相手の視界を晦くらますトレイルプレー。

　──一回目のピックスクリーンと同じ動きで葵を壁かべに使い、俺がシュートを打つと警けい戒かいさせたあとでノーマークとなった葵にパスを通すピック＆ロール。

　──連続して繰くり出したスクリーンプレーで相手に壁を意い識しきさせておいて、あえてストレートなムーブで裏をかく素直なドライブイン。

　さすがにディフェンスの方は万全とはいかず、止めきれたのは正味二回だけだったが、スピード決着というルールも味方に付けて流れを変えさせないまま俺と葵は優ゆう勢せいを保ちゲームを進める。

　決着が見え始めた頃ころ、俺の頭の中は少し場違いで、吞のん気きなことを考える余裕さえ出来ていた。

　どうだい。智とも花か、紗さ季き、愛あい莉り、ひなたちゃん。

　まだ教えてないことばかりだけど、こういうプレーってまさしくバスケの醍だい醐ご味みなんだ。いろんなコンビネーションが出来るようになれば、今よりもっともっと、コートに立つことが楽しくなるぞ。

「これで……５─４っ。俺たちの勝ちだ！」

「やった！　ナイッシュ～昴すばる！」

「わはー、マジか。お見それしました」

　ラストシュートをネットに収め、俺はふと客席に目を遣やる。

　そこには、よく分からないながらも決着を迎え、一応の盛り上がりを見せる家族連れから少し浮いて、まるで大だい傑けつ作さくのアクション映画に見入っているかのように瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせた、教え子たちの姿が在った。

「……ん。旅行のついでに、コーチとしても良い刺し激げきを与えてやれたかな」

　そんな想おもいがよぎった直後、わき起こる別の感情。

　でも、真ま帆ほにだけは見せてやれなかった。後でみんなから話を聞いたら「ずるい！」と怒られるかもしれない。なんとか個人指し導どうの埋め合わせで許して貰えれば良いのだけど。

　そのためにも。絶対、無事みんなのところに連れて帰らなくては。

「行くのかい？」

　唇を嚙かみ舞ぶ台たい裏うらへ駆かけ出そうとした俺に、スペード男がそっと耳打ちをする。

「止めても無む駄だです。権利は得ましたよね？」

「ふふ、止めないよ。そもそも俺たちは、ここで高校生にバスケを挑いどまれたら、本気で稽けい古こ付けてやってくれって頼まれただけだし。いやーびっくりするくらいたくさん日給もらっちゃったから君たちにもお礼言わないとね。悪役の演技は相当恥はずかしかったけどさ」

　やはり、この人たちは誘ゆう拐かい犯はんとは無関係の、金で雇われただけの存在か。となると、この意図不明なバスケ勝負は、ただの足止めが目的？

「ねーねー、もし良かったら今度また勝負しようよ。次は、そう簡かん単たんに負けないから」

「ええ、是ぜ非ひお願ねがいしたいです！　あはは、確たしかに二回目は色々キツそうですけど」

　頭の中で疑問が渦うず巻まく傍かたわらで、上じよう機き嫌げんに葵あおいへ話しかけるハート眼鏡めがねの女性の声が届く。

　今はそれどころではないが、確たしかに再戦したら一ひと筋すじ縄なわではいかないだろうな。それどころかもし仮に、相手の二人ふたりがほんの一時間でも事前にミーティングを行っていたら、それだけでもう勝てなかった可能性が高い。

　こう言うとかえって自うぬ惚ぼれになるのかもしれないが、やはり上には上がいるのだと思い知らされた。

「行って良いよ。俺達は一応、ショーの締しめをしなくちゃならないし。悪役として華はな々ばなしく散ってくるから、チャンスがあればまた後で」

「……失礼します。葵、行こう」

「えっ、行くってどこへ……ちょ、ちょっと昴すばる？」

　しきりに目め線せんで舞ぶ台たいの進行を促うながすヒロイン役の人たちに頷うなずき、離はなれていくスペード男。そうだ、のんびりしている場合ではない。

　わけがわからず声をうわずらせる葵の手を強引に引き、俺はステージの裏手に向かう。

　頼む、無事でいてくれよ真ま帆ほ……！
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「ねえ、勝手にこんな所に来て大丈夫なの……？」

「すまん、後でちゃんと全部話すからとりあえず付いてきてくれ！」

　戸と惑まどいしきりな葵に頭を下げつつ、フットワークを駆く使しして大道具が散らばる舞台裏を駆かけ抜ける。周辺にはあまりひとけが無く捜そう索さくを拒こばまれたりはせずに済んでいるが、真帆の姿も見当たらない。

　く。まさかもう、どこかに連れ去られてしまった後なのか。

　すがるような気持ちで段ボールと段ボールの隙すき間まに首を突っ込む。しかし、誰だれかが隠かくれていたり、閉じ込められているような気け配はいは感じられず。

「……いない」

　ひとしきり周辺を検あらためてはみたが、成果はゼロ。歩き続けるうちに、やがて足もとは舗ほ装そうされたアスファルトから土の地面となり、ぽつぽつと松の木が植えられている他ほかは何も見当たらないような寂さびれた景色けしきに取って代わる。

「もうすぐ隅すみっこの隅っこだよ、きっと」

　葵が呟つぶやいた通り、地理的にもここは施設の最さい果はて。事実目の前には既すでに、内と外を仕切る金かな網あみのフェンスが見えている。

　それでも結局、真ま帆ほは見つからなかった。

　心しん臓ぞうが、痛い。相手の誘さそいに乗って、馬ば鹿か正しよう直じきにバスケ勝負に臨んだのが間違いだったのだろうか。強行突破ですぐ追いかけていれば、こんなことには……。

「あ」

　膨ふくらむ後悔をぶつけるように両手でフェンスに摑つかみかかって、ようやく気付く。今の立ち位置から十メートルほど左、ちょうど四よ隅すみの一角に当たる場所に小さなプレハブ小屋が存在することに。

　窓は磨すりガラスで、中の様よう子すはわからない。でももう迷っている猶ゆう予よはなかった。藁わらにもすがる気持ちで俺おれはプレハブに駆かけ寄り、その扉を無断で引ひき開あける。

「な!?　……み、ミホ姉ねえ!?」

「おう昴すばる、それに葵あおいも。遅いぞまったく」

　すると、そこには良く見知った、しかし望んでいた面おも持もちとはとはまったく別の顔が。

　なぜか、我わが叔お母ばが不ふ遜そんに足を組んで座り込み、吞のん気きに茶ちやをすすっていたのだ。

「な、なにやってるんですか美み星ほしちゃん!?　そ、その人は……？」

　しかも、そのミホ姉が椅い子すにしているのは、ロープでがんじがらめに緊きん縛ばくされた全身黒ずくめ──一昨日おとといホテルで取とり逃にがした細身の人物ではないか。

　さっぱり、状況がつかめない。しかし何よりも早く確たしかめるべきことはたった一つだ。

「ミホ姉、真帆は!?」

「……ほよ？　今度はすばるんとあおいっち？　なになに、みんなしてなにやってんの？」

「ま、真帆っ！」

　恐る恐る尋たずねると、返ってきたのは再び耳にできることを切望していた、明るくて、無邪気な声。投げ方の研究でもしていたのか、レプリカの手しゆ裏り剣けんを両手に持った真帆本人が、奥に置かれたソファの背もたれからぴょこんと顔を出したのだった。

「よ、よかった……」

　無事を知り、全身の力が抜けた俺は思わずその場にへたりこむ。

「にゃはは、だらしないな昴～。……でも。お前の言ってたこと、噓うそじゃなかったのな。びっくりしたぞ、怪あやしいやつがいないか一応辺あたりを調しらべてた時にこの小屋を見つけて、中を見たらホントにこいつが真帆にちょっかい出そうとしててさ。ま、こーしてギリギリで誘ゆう拐かい阻止できたからよかったけど」

「そっか……。ありがとうミホ姉、本当にありがとう」

　つまるところ、俺がバスケしようがしまいがどのみち真帆は助かってたってわけか。……だとしても、むろん徒労だなんて思わないけど。今は何より元気な顔を見られて良かった。

「……ねえ昴すばる、どういうこと？」

「ユーカイ？　あたしが？」

　ろくに言葉が出て来ない俺おれに代わって、葵あおいと真ま帆ほ本人がしきりに首を捻ひねる。

　うん、もう危き機きは去ったみたいだし、そろそろ二人ふたりにちゃんと事情を話すべきだろう。

　……いや、でも。念には念を入れてその前に。

「ミホ姉ねえ、警けい察さつに連絡は？」

「まだこれから。よし、じゃあ私はこいつ監かん視ししてるから、昴頼むわ」

　ミホ姉の指示に頷うなずき、携帯を取り出す俺。

「…………お待ち下さい」

　すると、今までだんまりを決め込んでいた黒ずくめが、絞しぼり出すように喉のどを震ふるわせた。

「え」

　瞬しゆん間かん、俺もミホ姉も、さらには葵と真帆までもがあまりの意外さに顔を見合わせる。

　なにしろその声こわ色いろが出いで立たちにまったく似つかわしくない、どう聞いてもか細い女性のものだったのだから。

「帽ぼう子しと眼鏡めがねを、外して頂けませんか？」

　さらにこちらへ顔を向け、懇こん願がんする黒ずくめ。それを聞いて、違和感がなおさら膨ふくらむ。いや、妙に思ったのは俺だけではなく、ここに居る全員が同様であるようだ。

　うん、やっぱりそうだ。……この声、絶対かつて何度も聞いたことがある。

　予感を確かく信しんに変えるべく俺は言われた通り声の主に身を寄せ、顔を覆おおい隠かくしている二つのアイテムを取り外す。

「ねーねー、なにやってんの？　…………やんばる」

　呆あきれ加減な真帆の声。思った通り、変装の下にあった顔は、信じがたいことに真帆に忠を尽くしているはずのメイドさん、久く井い奈な聖ひじりさんのものであった。

「久井奈さん、これは一体？」

　まさか、もとから真帆を誘ゆう拐かいするため三み沢さわ家けに潜せん入にゆうしたスパイ？　いや、久井奈さんに限ってそれはありえない。




「──説明は、ぼくがしよう」




　ますます混乱を深めていると、背後から見知らぬ男性の声が響ひびいた。

　面食らって振り返れば、ドアのすぐ近くにスレンダーな長身を小こ洒落じやれたスーツに包み、長髪を後ろで結んだ優やさ男おとこ風ふうの男性が佇たたずんでいた。

「あれ……？」

　その姿を見て真まっ先さきに驚おどろきの声を上げたのはミホ姉。もしかして面めん識しきのある人物なのだろうか？　いっぽう俺おれにはまったく見覚えがなく、葵あおいもまた先ほどからの意外続きにすっかり呆ほうけたままだ。

「驚おどろかせてしまったね。…………まほまほ」

「お……おとーさんっ！　あははっ、なんでおとーさんが京きよう都とにいるの～!?」

　と、不意に男性が真ま帆ほに向けて眼めを細め、ほぼ同時に真帆の方も喜びと驚おどろきを大だい爆ばく発はつさせ男性に駆かけ寄る。

　……ええと、ちょっと待て。今、真帆は何と言った？　なにやらにわかには受け入れがたい単語が聞こえた気がしたのだが。

「順を追って、全部話さなくてはいけないね。ひとまずははじめまして、長は谷せ川がわ昴すばる君。まほまほの父親、三み沢さわ風ふう雅がです」

　正面から抱きつく真帆の後頭部を撫なでながら、柔らかな物腰でそう挨あい拶さつされてもなお、俺はしばし状況を受け止めきれず、無言で立ち尽くすことしかできなかった。





＊






　長い話になりそうだったのでひとまず俺たちは客席でショーを観かん覧らんし終えた智とも花かたちとも合流し、フードコートの一角に集合してこれまでの顚てん末まつを聞かせてもらう運びとなった。

「……緊きん急きゆう時じ、対策訓練？」

「そう。いつ本当にぼくの大切なまほまほに危険が及ぶかわからないからね。年に何回か、給仕スタッフに実習をしてもらっているんだ。まほまほ付きのメイドである久く井い奈な聖ひじりに陣頭指揮をとらせて、極ごく秘ひ裏りに、ね」

「本当に申もうし訳わけありません。真帆さまには訓練の実施を気付かせない、というのが大前提なのですが、今年ことしは私が大きなミスをしてしまい……」

　真帆のお父とうさん──風雅さんの説明に重ね、直立不動で控えていた久井奈さんが深々と腰を折る。なお真帆と風雅さんが実の親子であることは、紗さ季きたちも間違いないと保証してくれた。

いや、別に疑っていたわけではないのだが、断片的に聞いていた話とはずいぶんとイメージが違ったので多少の違和感を覚えてしまっていたのだ。てっきりもっと……言葉を選えらばなければはっちゃけた人なのかと勝手に思っていたが、実際は想像とは一八〇度逆の、理知的な英国紳しん士し風ふうの男性だ。

　とにかく、受けた説明をまとめると、つまり誘ゆう拐かいはただの狂きよう言げん……というよりむしろ実体すら存在せず、真の目的は『久井奈さんたちが真帆の誘拐を阻止する』ためのシミュレーションを、真帆に内ない緒しよでこっそり行っていたらしい。

　そこに図らずも介入してしまったのが、他ほかならぬ俺という存在。一昨日おとといの返却ミッションの最中、黒ずくめの服で変装した久井奈さんと出くわしてしまったが故ゆえ、てっきりどこかの不届き者が本当に真ま帆ほを誘拐しようと企くわだてているなんて勘違いをしてしまったのだ。あの時久く井い奈なさんが落とした紙も『誘ゆう拐かい計画』ではなく『誘拐阻止計画』のための防御ルート候補だったわけだ。

　同様に昨日きのうの声かけ事例も、あくまで仕組まれていたもの。真帆を七しち味みで誘惑した二人ふたり組ぐみは三み沢さわ家けに雇われたスタッフで、俺おれが顔を出さなければあの直後に変装した久井奈さんが現れ二人を追い払ったのち、真帆に知らない人について行かぬよう注意をうながす手はずだったとのこと。

　要するに俺は連日久井奈さんの役目を奪うばい、訓練を邪じや魔ましていたことに気付きもせず心配ばかりを募つのらせていたのだ。

「訓練をなさっていたことはわかりました。では、あの俺にかかってきた電話と、今日きようのステージは何だったんですか？」

　とはいえそう聞かされてもまだ納なつ得とく出来ないことがあったので単刀直入に尋たずねると、風ふう雅がさんは髪をかき上げながら微笑をもらす。

「久井奈から君がまほまほのために頑がん張ばってくれていたと報告されて、ちょっと悪戯いたずら心ごころが芽め生ばえたんだ。それならばいっそ、君の誠意をテストしてしまおうかな、と」

「…………誠意を、テスト？」

「ああ、まほまほから君のことは教えてもらっていたから。すごいコーチさんだと絶ぜつ賛さんばかりをね。でも、親心としてはちょっとだけ心配でもあったんだ、本当に君がまほまほを預けても大丈夫な人間なのか、話だけでは信じ切れなくて」

　そこで少し息を入れて足を組み直した風雅さんは、唐とう突とつに笑えみを強め白い歯を覗のぞかせる。

「おめでとう長は谷せ川がわ昴すばる君。合格だ。高校生の身で、ああやってステージに上がるのはさぞ勇気と覚悟が必要だったことだろう。でも君はまほまほのために、躊ちゆう躇ちよなく名乗り出てくれた。ぼくは確かく信しんしたよ、君にならまほまほを任せられるってね」

　予想外の答えに、言葉を失う。じゃあ、俺はただ、掌てのひらの上で操あやつられていただけなのか。

「えー。おとーさんひどいじゃん、あたしの言うことが信じられなかったの～」

「いやいや、そんなことはないよ！　でも、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずと言うだろう。これでもう、疑う余地はない。昴君は、まほまほに相応ふさわしい素す晴ばらしい人だ。……それこそ、将来まほまほの結婚相手になってもらっても良いとさえ思う」

「ふぇえっ!?　けっけけけ、結婚……!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない発言に、驚おどろいてあわあわと喉のどを震ふるわせる智とも花か。

　間を置かず葵あおいも、

「……えっ。昴と、真帆ちゃんが……えっ？」

　紗さ季きも、

「きゅ、急に何を仰おつしやるんです!?」

「…………………………ひゃ、ひゃぅ」

　愛あい莉りも、虚きよを突かれて激はげしく取り乱す。

「おー？　おにーちゃんとまほ、結婚するの？」

　いまいちぴんと来てない様よう子すのひなたちゃんを除き、次第に卓を囲む面めん々めんはおもちゃ箱ばこをひっくり返したような騒さわぎに。

「もちろんぼくとしては、ひどく寂さびしいことさ。身が引ひき裂さかれるような想おもいだけど、とはいえそれも必ずいつかは訪れる。なら安心できる人に任せたいというのが親心なんだよ。……どうだろう昴すばる君。きみさえ望むのであれば、今ここで、真帆との許嫁いいなずけを約束しても構わないのだけれど」

「お、おとーさん？」

　身を乗り出し、真剣な眼まな差ざしで俺おれを見つめる風ふう雅がさんと、隣となりで状況に取り残されたようにきょろきょろ辺あたりを見回す真ま帆ほ。

　……これは、もう。苦笑で流して良いレベルの質問では、ないよな。

　ただの冗じよう談だんでは、すまされない。

　そう思って俺は真剣な面おも持もちで立ち上がり、大きく息を吸い込んでからまっすぐ風雅さんの顔を見つめ、




「そんなことを言うのは、やめて下さい」




　衝しよう動どうのままに、噓うそ偽いつわりない内心を吐と露ろした。

「す、すばるん？」

「……ふむ。まほまほと今より近しい関係になることには、興きよう味みを持てないかい？」

「興味があるとかないとか、そういう問題ではなくて。………………心配したんです。真帆のこと、すごく心配したんです。本当に誘ゆう拐かいされてしまうんじゃないかって。とても、とても。……訓練を邪じや魔ましてしまったことは謝あやまります。申もうし訳わけありませんでした。でも、だからって。こんな怖くて心が引き裂けそうになるような試ためし方、冗談でも二度と止やめて下さい」

「す、昴……！」

　すぎた言葉に、葵あおいが驚おどろいて自じ重ちようを促うながす。でも、止まらない。真帆に迫る偽りの危き機きで心が震ふるえ上がってしまったせいか、思ったことを洗いざらい吐はき出してしまわずにはいられなかった。

「それと、許嫁なんて。相手の……真帆の気持ちも訊きかず言葉にして良いことじゃないと思います。親おや御ごさんなら、真帆のことを大切に思っているのなら、なによりもまず真帆の意志を尊重するべきではないでしょうか」

「………………」

　若造に嚙かみつかれ、目を閉じしばし押おし黙だまる風雅さん。

　うん、とりあえず言いたいことは言えて溜りゆう飲いんは下がった。報むくいとして一発ぶん殴られるくらいの覚悟はしておこう。

「…………ふふっ」

　そんな風ふうに思って顔を伏せ、歯を食いしばっていると、聞こえてきたのはなぜかとても楽しげな笑い声だった。

「いやはやいやはや！　いいね、ますます気に入ったよ！」

　呆あつ気けにとられて視線を上げると、風ふう雅がさんは眼めを細めて立ち上がり、テーブルを挟はさんでこちらにゆっくりと手を伸ばす。

「うん。まほまほのことを、本気で大切に思ってくれているんだね、ありがとう。……さっきの言葉は、忘れてくれ。君の言う通り、その手の話はちゃんとまほまほの気持ちが決まってからでも遅くはないだろう。少しぼくが先走りすぎてしまったようだ……少しだけ、ね」

「あ……こ、こちらこそ偉えらそうなことを言ってしまって申もうし訳わけありません！」

　裏表など微み塵じんも感じられない謝しや意いを告つげられ、慌あわてて握手に応じる。よかった、ちゃんと俺おれの気持ちが伝わったみたいだ。

「訓練は出来なかったが、こうして君と挨あい拶さつが出来てむしろ良かった。さて、せっかくの修学旅行をこれ以上邪じや魔ましてはいけない。まほまほ、ぼくは先に帰って家で待っているよ」

「すばるんさま。この度たびはご迷めい惑わくをおかけしまして本当に、本当に申し訳ありませんでした。真ま帆ほさま、お騒さわがせしたお詫わびはまた後で改めていたします。どうぞこの後も皆みな様さまと素す敵てきな思い出をお作りになって下さいませ」

「…………あ！　う、うんっ！　またあとでねおとーさんっ！　やんばるも～！」

　ようやく気持ちの上でも事態が完全に終しゆう着ちやくしたところで、風雅さんはさっと踵きびすを返し、久く井い奈なさんを引き連れてこの場から歩み去る。なんだか疾しつ風ぷう怒ど濤とうの展開だったけど、俺としてもちゃんとご挨あい拶さつが出来て、しかもコーチとして認めて頂けたことは有あり難がたかった。

「え、え～と。えっとね、すばるん。……その。あたし、心配かけてた？」

　安あん堵どの息を漏もらしていると、おもむろに真帆が近付いて来て上うわ目め遣づかいで俺の瞳ひとみを覗のぞき込む。まさか自分のあずかり知らぬところでそんな大事になっているとは思ってなかっただろうからな。らしくないほど眼を泳がせ、頰ほおを染そめて取り乱してしまっている気持ちも理解できる。

「大丈夫。こうして今、真帆がいつも通り元気でいてくれるんだから、何も気にすることなんてないよ」

　だからこそ、安心してもらうため俺は真帆の頭の上にぽんと手を置き、ゆっくり撫なでながらにっこり微笑ほほえみかける。

「……うにゅ。あ、あんがとねすばるん。あ、あたしもそーやって心配してもらえて、すんごい嬉うれしい」
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　すると、真帆はますます頰を染め微妙に俯うつむき加減となってしまった。あれ、ちょっと反応が予想と違ったな。嫌いやがられている感じでは無いから気にしなくても大丈夫だとは思うんだけど、見み慣なれない表情に次に何と言うべきか見失ってしまう。

「ふ、ふふ！　裏でそんな事件が動いてるなんて知りもしなかったけど、これにて一件落着ね！　さ、修学旅行の日程も残り少ないわけだし、たっぷり遊び尽くしましょうか！」

「う、うんっ、そうだね！　まだ見終わってないところもたくさんあるし！」

　生まれた微妙な間を埋めるように、紗さ季きがぽんと一つ手を打ち鳴らした。間をおかず智とも花かも立ち上がって意見に同どう調ちようする。

「あのっ。長は谷せ川がわさんと葵あおいさんも、この後一いつ緒しよに見て回れませんかっ？」

「ありがとう愛あい莉りちゃん。そう言ってもらえるのは本当に嬉うれしいんだけど、班はん行動に高校生がくっついていたら、他ほかの生徒さんたちをびっくりさせちゃいそうだから……ごめんね」

「おー。そっか。ざんねん」

　他の子たちも席を立ち、最後の観かん光こうに繰くり出すべく準備を始める。うん、名残なごり惜しいけど、これ以上みんなに迷めい惑わくをかけるわけにはいかないしな。葵の言う通り俺おれたちはそろそろ映えい画が村むらを出て、当初の予定通り市街地の方に買い物をしに向かうか。

　しかし、それは良いとして。

　……知らぬ間に、なんだか全員がやたらと上じよう機き嫌げんになってるのはどうしてだろう。ひなたちゃんはオールウェイズ天使なので特に疑問は無いのだが、なんだか智花も紗季も愛莉も葵さえも、心しん底そこ安あん堵どして溢あふれ出る笑えみを抑おさえきれないといった様相だ。

　真ま帆ほの誘ゆう拐かい疑ぎ惑わくに囚とらわれていたのは俺おれだけ（と、あとは竹たけ中なかか。あいつにも後で連絡しておかないと）なのだから、こんな風ふうに胸のつかえが取れたような表情になる理由なんて、何も無い気がするのだけど。

「……すばるん、今日きようはもうお別れ？」

　ともあれ、まあいいや。子どもたちが平和で楽しく、いつも通りの日常を過ごせるのならば、何一つ不満なんてないのだから。

「どうだろう。帰りの電車の時間は確たしかすごく近いんだよね。だからもしかしたら少しくらい挨あい拶さつできる時間はあるかもしれないけど」

「ほんと!?　絶対だかんね！　約束だよすばるん、あおいっち！」

　真帆に太陽のような笑え顔がおで見つめられ、俺はそんな想おもいをよりいっそう強くした。

「うん、できるだけ合流できるようにするから」

「よろしくな～あおいっち！　すばるんが時間間違えないように要チェック！」

「真帆、生意気なこと言わないの。それにあまり引ひき留とめるとご迷めい惑わくよ」

「いやいや、ぜんぜん迷惑じゃないよ。けど、せっかく最後の日程なんだしみんなはひとまず思う存分分映えい画が村むらを楽しんできな」

　そうして無邪気な上うわ目め遣づかいを続ける真帆と、気遣って間あいだに入ってくれた紗さ季きに微笑ほほえみかけ、

「それじゃあまた後でね」

「はいっ！　ご迷惑で無ければ是ぜ非ひっ」

「えへへ、またごいっしょできたら嬉うれしいです」

「おー。おにーちゃん、あおい、いってっらしゃい」

　智とも花かと愛あい莉りとひなたちゃんにもいっときの別れを告つげる。

「──と、そうだ。昴すばる君」

　心配事も一件落着し、あとは晴れ晴れしく残りの日程を堪たん能のうするだけ。そんな風に思っていると、真帆のお父とうさんが早足で引き返してきた。

「は、はい。なんでしょうか？」

「今回はいろいろ迷惑をかけてしまったから、お詫わびがしたいんだ。何か、ぼくにできることはないかい？」

「いえそんな、もう安心しましたし、お気にならさず…………」

　即座に遠えん慮りよを告げようとして、しかしふと思い直す。

　……いや、待てよ。

　もちろん俺個人のために何かしてもらう気は無いけど、もしそれがバスケ部の、真帆や、みんなのためになることなら？

　真帆のお父さんならば、普通に考えれば絶対に不可能なことでも、実現できるかもしれない。

　それならば、ダメで元々。頼むだけ頼んでみるか……？

「あの、でしたら──」

　逡しゆん巡じゆんの後、俺おれはみんなの輪わから離はなれ、いつも夢想していたとある『絵え空そら事ごと』をそっと耳打ちしてみる。

　まあ、さすがに難むずかしいとは思うが。

　でも、もしうまくいけば。きっといろいろ、一気に動き出すぞ。







「そっか。昴すばるが今日きようここに来たがったのって、真ま帆ほちゃんのことが有ったからなんだ。でも、それなら私にも相そう談だんしてくれればよかったのに」

「いや、ごめんな。迷ったんだけど、あまり心配かけたくもなくて」

　子どもたちやミホ姉ねえと別れ、俺と葵あおいは二人ふたりで映えい画が村むらのエントランスを目指す。真相を知って葵も俺の身勝手な行動に納なつ得とくしてくれたみたいだが、当然ながら何も伝えなかったことに対しては未いまだ多少の不満が残っているようだ。

「そっか。……ま、わからないでもない、かな」

　それでも表情は穏おだやかそのもので、覚悟していたよりは全然怒られなかった。

　うーん、やっぱり機き嫌げん良いよな、葵。他ほかの子たちも、どうも俺が真帆のお父とうさんに不服を伝え終えた辺あたりから妙に嬉うれしそうなのだが、なんでだろう。むしろ空気を乱して嫌いやな顔をされても変じゃなかったのに。

　とにかく、帰りの電車まではまだたっぷり時間がある。一いつ緒しよにおみやげを選えらんだり、京きよう都とならではの買い物を堪たん能のうしたりして我わが儘ままの埋め合わせをしないと。

「他に行きたいところが有ったら遠えん慮りよなく言ってな。今度は俺が付き合う番だ」

「あはは、ありがとう。でも、予定通り買い物ができればそれで充分。……そ、その。こうやって旅行に来れただけでも、楽しかったし。ふ、二人ふたりきりでっ」

「そか、なら本当によかったよ」

「……まー。贅ぜい沢たくを言えばもう少し成果とか、あれば良かったかもだけど」

「ん、成果って？」

　隣となりを歩きながら、不意に視し線せんを地面に向けて小声で囁ささやく葵。もしかしたら独ひとり言ごとのつもりだったのかもしれないが、この時は風向きのおかげかバッチリ聞こえてしまった。

「な、なんでもないっ！」

　だからつい興きよう味み本位で訊きき返してしまうと、葵は一いつ瞬しゆんで真まっ赤かになってあわあわと手を振る。あはは、ちょっとデリカシーがなかったかな。葵だって女の子だし、いろいろ俺に言えない思おも惑わくがあるのだろう。例えば『旅行中、最低でも三回は抹まつ茶ちやパフェを食べたい！』とか。

「あれ？　なあ葵、あそこにいる二人って、もしかして」

「え……あっ。さっきステージで試合した二人ふたりだね。体格がそっくり」

　となると、今日きようこのあと店に入っても一回分届かないかな、とか思いながら角を曲がると、長屋の軒下に見覚えのある二人組の男女をみつけた。服は私服に変わっているし、もう変装もしていないが、一いつ緒しよにバスケをした相手だからかシルエットだけでなんとなく確かく信しんが持てた。

　ちなみにさっき久く井い奈なさんから伺うかがったが、二人は京きよう都とにある大学の体育会からそれぞれ別個にスカウトした一年生の部員らしい。学校名を訊きくと、男女とも大学バスケに知ち識しきがあれば誰だれでもわかるほど指折りの強きよう豪ごう校こうで、悔くやしいながら個人技のレベルの差も然しかり、といった感じだ。

　正直、出会ったのがあんな状況じゃなければもっとみっちり稽けい古こをつけて頂きたかったな、なんてせつに思う。

「よし、せっかくだから挨あい拶さつしていくか」

「ま、待って昴すばる！」

　などという下心もあり、勇気を出して声をかけてみることにした俺おれ。しかし葵あおいにいきなり手首を摑つかまれてしまい、勢い余ってその場でつんのめる。

「え、どうして？」

「よ、よく見なさい。なんかほら……ムードが」

「ムード？」

　変な単語が葵の口から出て、首を捻ひねりつつ遠巻きに再度二人の方に目を向ける。

「じゃあ、君もシューティングガードなんだ」

「うんっ。同じポジションなんて奇遇だねっ。……今日きようのドライブ、すごかったね。その、私見とれちゃった」

「いやいや！　そんな事言ったら君のブロックショットの方が。……ね、ねえ。こうして会ったのも何かの縁えんだし、もし良かったら連絡先の交換とか出来ないかな？」

「ほんと？　うれしい！　もちろんだよ！　そうだ、フードコートじゃ味気ないし、今から外でランチ食べに行かない？　私、近くにおいしい店知ってるから！」

「いいね！　臨りん時じ収入もあったことだし、俺の方こそよろしくだよ。と、ところでさ。君って今、付き合ってる人とか……」

「……いないよ。え、えへへ」

「そ、そっか！　やー、実は俺もずーっといなくてさぁ──」

　うむ、なるほど。……確たしかに、このムードは鈍どん感かんキングという恥はずべき称号持ちの俺ですらどことなく茶ちや々ちやを入れづらい。

「しかたない、諦あきらめるか…………って葵？　ど、どうした？」

　今のタイミングではきっと向こうも俺たちと顔を合わせたくないだろうと思い踵きびすを返し、迂う回かいを提案しようとして、そこではたと異常に気付く。

　なんだか葵あおいが両手で頭を抱え、プルプルと全身を震ふるわせているのだが、えーと……この短い間に一体何が？

「もしかして急に頭痛とか？」

「違う、違うわ。私はいたって健康。……ただ、ただね。こうして、昴すばると二人ふたりきりで旅行できて、それで最終的に起こった一番大きいイベントが、見ず知らずの大学生二人を良い感じにくっつけたことなのかって思ったら……」

　そこまで息も絶たえ絶だえに呟つぶやいてから、葵は唐とう突とつに天を仰あおぎ、




「うああああなんか釈しやく然ぜんとしない～～～～～～～～！」




　ありったけの大声で咆ほう哮こうを響ひびかせた。

　何事かと周囲の視し線せんが集中する傍かたわら、俺おれは葵の苦悩がまったく理解できず、ただひたすらおろおろと立ち尽くすばかりだった。





＊






「……ごめん昴。取り乱して」

「はは、いやいや。よく分からないけど、おかげであの人たちとも連絡先交換できたし」

　結局さっきの叫びで二人がこちらに気付き、結果オーライとなって改めて自己紹介を伝え交流を深めることができた。

　よければランチも同席しないかと誘さそって下さったが、お邪じや魔ま虫むしにならぬようそれは丁てい重ちようにお断りし、今は葵と映えい画が村むらの目の前にあるバス停で時間待ちしているところ。

　うん。まだ終わったわけではないけど、振り返れば葵とも子どもたちとも普ふ段だんとは違う親交が出来て、とても良い旅行だったよな。

「あ、いけない。バスに乗るのに私今千円札持ってないかも。小銭で足りるかな……」

　葵も満足してくれたのだろうかと表情を伺うかがえば、ちょうど財さい布ふの中を覗のぞき込んでいるタイミングだった。

「もし足りなくても貸すから心配ないよ」

「ほんと？　ごめんね。いざとなったらお願ねがいするかも」

「はは、それくらいいつでもどうぞ…………ん？」

　生き真ま面じ目めな葵に快かい諾だくを伝えている途と中ちゆうでふと、お札入れからちらりと顔を出す白い紙が目に留とまる。あれって、たぶん一昨日おととい地じ主しゆ神じん社じやで引いた恋みくじだ。どうやら俺の見てないところで、もう開封して結果を確たしかめたようだ。

「そういや葵、おみくじの結果どうだった？」

「うぇっ!?　……………………な、ないしょ！　そんなのないしょに決まってるでしょ！」

　軽い気持ちで尋たずねてみると、葵あおいはびくりと財さい布ふを閉じて後ろ手に回し、激はげしくポニーテールを揺ゆらして俺おれから眼めを逸そらす。

　うん、まあそう言うと思ったんだけど。

　でも、たぶん。

　今の反応からすれば、少なくとも悪い結果じゃあなかったのかな、という気がした。

　たとえそんな小さなことでも、葵にとってまた一つ良い思い出が増えていたのだとしたら。

　俺にとっても嬉うれしいことだと、心からそう思った。





＊






「ええと。綺き麗れいだな、智とも花か」

「は、はいっ。……あまり高い建物がないから、遠くまでよく見えます」

　葵との買い物を満まん喫きつし、京きよう都とに滞在できる時間ももう残り僅わずか。

　約束通り駅前まで戻って来た俺たちは、慧けい心しん学がく園えんの修学旅行最後の目的地である京都タワーの展望台で五人と落ち合った。ここは駅の真ま向むかいという便利な立地なので、時間調ちよう整せいには打って付けの場所なのだ。

　……それは良いのだが、顔を合わせたとたん智花以外の四人は一斉に目配せし、

「えへへ、葵さんっ。わたしたちは南側の景色けしきを見に行きませんか？」

「えっ。う、うん。いいけど」

　愛あい莉りの提案を合図に全員で葵の手を引き、俺と智花を残して展望台の反対側へ向かってしまった。

　なんだか図らずも置いてけぼりをくらったような形だが、その気になれば簡かん単たんに再合流はできるわけだし、智花と相そう談だんしてとりあえず俺たち二人ふたりはまず北側の景色を堪たん能のうすることに。

「あの辺が嵐あらし山やまかな。今回は回れなかったから、またいつか京都に来て見てみたいな」

「そうですねっ。私も……いつかまた、来たいです。こ、こんな風ふうに」

　未いまだ見ぬ観かん光こう地ちに思いを馳はせたり、訪れた場所の記き憶おくを辿たどったり、智花と旅の思い出を語りあいながら満足感と心地ここちよい疲つかれを嚙かみしめる。

　驚おどろくようなこともたくさんあったけど、良い息抜きになって、本当に楽しかった。

　葵とも、子どもたちとも、また一つ絆きずなを深められたような気がして、改めて葵がくじを引き当ててくれたことに感かん謝しやの気持ちが深まる。

「……あの、昴すばるさん」

「ん？」

「その。とっても、すごかったです。……葵さんとのコンビプレー。本当に息がぴったりで、憧あこがれちゃいました」

「ありがとう。智とも花かにそう言ってもらえると自信に繫つながるよ」

　そして、旅の終しゆう焉えんが見えて、二人ふたりで思いを馳はせるのはバスケのこと。俺おれも、もしかしたら智花も。三日間共に汗を流せなかったことが、ある種の欲求不満を招いているのかもしれない。

　羨せん望ぼうを語る智花の面おも持もちにはどこかもどかしそうな、今すぐボールを触りたくてうずうずしているような、複ふく雑ざつな内心の揺ゆらぎが見て取れた。

「……私も」

「ん？」

「私もいつかあんな風ふうに。葵あおいさんみたいに、ぴったり気持ちを通じ合わせることができるでしょうか」

「それは、女バスのみんなと？　……それとも、俺と？」

「どっ、どっちも……です。す、すみません！　おこがましいことを！」

「ううん、おこがましくなんか、少しも無い」

　互いに街並みを眺めながら言葉を交かわしていた俺たちだったが、そこで首を捻ひねり、まっすぐ小さな少女を見つめる。すると智花も上うわ目め遣づかいとなり、しばし何も言わずお互い視し線せんを重ね続ける。
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「もっともっと経けい験けんを重ねれば。みんなとも、俺とも。智花ならお互いを引き立て合える、最高のチームになれるよ。保証する」

「昴すばる、さん。……はいっ！　なりたいです。私、もっともっと上う手まくなって、コートの中で大切な人たちともっともっとわかり合いたいです。……だ、誰だれよりもっ」

　普ふ段だんは控えめな智とも花かが勇気を込めて放った力強い宣言に、思わず頰ほおが綻ほころぶ。

　誰よりも、か。うん。その言葉は、間違いなく智花にこそふさわしい。

　きっとこれから、慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケ部は智花を中心に、ますますめざましい進化を遂とげていくことだろう。

　コーチとして、ひたすらに希望が膨ふくらむ。

　ただ、それと同時に。

　──できることなら俺おれも、智花との絆きずなを今よりもっと育てて、それを誇れるような瞬しゆん間かんが訪れたら嬉うれしい。

　などと、笑っちゃうようなエゴも芽め吹ぶいてきてしまうのだった。

「はいもっかん、交こう替たいだよ～ん！　すばる～ん！　こんどはあたしとあっち側見に行こっ」

　そんなことを考えていると、突然腰に衝しよう撃げきが走る。驚おどろいて振り返れば、真ま帆ほが無邪気な笑え顔がおを浮かべぴったりと抱きついていた。

「はは、了解」

　ぽんと真帆の頭を撫なで、微笑ほほえむ智花と軽く会え釈しやくを交かわして言われるままに移動を開始。東西南北それぞれの景色けしきを堪たん能のうし、全員と合流して階下でお土産みやげを物色し、集合時間ギリギリまで思い出を重ね、俺たちの京きよう都と旅行は満了を迎えた。

　さあ、帰ったらまた、前ぜん途と洋よう々ようなバスケ漬づけの日々が待っている。
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「ほら、スクリーナーの方だけ気にしていると手元が無防備になっちゃうよ？」

「ふぁう……す、すみませんっ！」

　長かったような短かったような京きよう都との旅から戻って一日が過ぎ、秋休み最終日。俺おれと智とも花かは旅の疲れを癒いやすなんて発想には少しも至らず、すぐさま二人ふたりきりの朝練習を再開した。

　というよりむしろ、俺たちにとってはこうしてバスケすることが何よりのリフレッシュ方法なのだと思う。共にメニューをこなしていくうち、肉体的な疲労と反比例して精神面ではどんどん活力が漲みなぎってくる。

　智花にとってもおそらく同じで、コートの中で見つめ合っていると、持ち前の澄すんだ瞳ひとみが輪わをかけてやる気で満たされてのがありありと伝わって来る。

　なにしろ今け朝さ、智花は俺と顔を合わせるなり深々と頭を下げ、

『スクリーンプレーのやり方を教えて下さい！』

　と、決意に満ちた表情で頼み込んできたのだから。

　きっと、京都で見せた葵あおいとのコンビプレーが刺し激げきとなったのだろう。バスケにおいては非常に負けん気が強い智花のことだ。展望台での宣言通り、早速葵と同じくらいの高みまでたどり着きたいという目標を追及していくつもりに違いない。

　だとすれば、あの仕組まれた勝負も決して無む駄だではなかったなと、ますます俺も嬉うれしくなる。

「よし、もう一度。最初にまず全体を見通して、仲間がどう動くか想像しておくんだ」

「はいっ、よろしくお願ねがいします！」

　その願いに、俺は迷わず応こたえることにした。スクープシュートはまだ手を出す時期じゃないだろうが、スクリーンを始めとする仲間との連携技ならば小学生であることを加味してもそろそろ練習を開始して差し支えないはずだ。チームワークが一番の武器である慧けい心しん女バスにとっては、なおさら重要となってくるスキルであるわけだし。

「良い感じ良い感じ！　目め線せんで相手に狙ねらいがバレないように、意い識しきしすぎず」

「意識しすぎず、自然体で……！」

　五人全員に教える前段階として、今日きようはまず智花に一番基本となるピックスクリーンのコツを伝授しにかかる。

　といっても今は二人しか居ないので、スクリーナーの代わりに物置から引っ張り出してきた植うえ木き鉢ばちをコート内に置いた、序の口の序の口みたいな練習。スクリーンをかける方の練習が出来てないので片手落ちもいいところではあるが、智花に気をつけるべきことを理解してもらっておけば他ほかの子たちの相そう談だんにも乗れるだろうし、よりスムーズに習得が進むはず。

「よし、それでＯＫ。こんな感じで智花の動きだけに気を取られた相手はうっかりスクリーナーに捕まって…………のわっ!?」

　智花にアドバイスを続けながら仮想スクリーンである植木鉢を置いておいたポジションに飛び込むと、なぜか胸先に予想外の柔らかな感覚が当たりかなり本気で驚おどろく。

「ふぇ……く、久く井い奈なさんっ!?」

　直後、智とも花かのうわずった声ではっとなって我われに返れば、至近距きよ離りも至近距離、もはや鼻と鼻とが触れ合う寸前の距離に良く見知ったメイドさんの整ととのった顔が在った。

「し、失礼しましたっ！　でもどうして久井奈さんが……!?」

「こちらこそ申もうし訳わけありませんでした、すばるんさま。コートの中に植うえ木き鉢ばちがあって危なそうでしたので、勝手ながら片づけさせて頂こうかと思いまして」

　慌あわてて飛とび退のいた俺おれとは対照的に、少しも焦あせった様よう子すもなく平然とお辞じ儀ぎする久井奈さんの手元を見れば、確たしかに古びた植木鉢が。なるほど、ちょっと誤解をさせてしまったようだ、わざわざこんな所まで来てもらってしまい、申し訳なかったな。

　……って、違う違う。いくらなんでも植木鉢を拾ひろいに真ま帆ほの家からここまで久井奈さんが飛んでくるはずはない。

「そ、そうでしたか、すみません。ええと。今日きようは何か俺に御用ですか？　それとも智花に？」

「お二人ふたりに……というのがおそらく正しいかと思います。部活の際にお邪じや魔まさせて頂いても良かったのですが、旦だん那なさまがなるべく早く報告して差し上げるべきだろう、と」

　旦那さま、という響ひびきに、ドキリと心しん臓ぞうの鼓動が早まる。

　つまり、真ま帆ほのお父とうさん──風ふう雅がさんからの、伝言ということか。

　まさか、本当に……実現してしまったのか。あの時俺が持ちかけた願ねがいが。

　だとしたら、だとしたら。

「お受け取り下さい、すばるんさま」

「………………はは！」

　こんなに喜ばしいことは、ないぞ。

　久井奈さんから差し出された二つ折りの紙を開くや、驚きよう嘆たんのあまり俺は笑い声を抑おさえきれなくなる。

「あ、あの、昴すばるさんっ。それは……？」

　不ふ思し議ぎそうに傍そばに来て、しずしずと尋たずねる智花。

　ぬか喜びさせるわけにはいかないと、みんなにはまだ何も伝えてなかったからな。きっと今日の部活は、五人の歓喜で大変なことになりそうだ。

「……智花。ついに、はじまるぞ」

　そんな光景を夢想しながら、俺は思わせぶりな言葉と共に智花へ受け取った紙を差し出した。
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　あとがき




　嬉うれしいことに各方面からメディアミックス大展開をして頂けております『ロウきゅーぶ！』ですが、その唯一の弊へい害がいとして、担当編へん集しゆうの和わ田ださんと直接顔を合わせることが格段に多くなった……という点があげられます。伴って二人ふたりで吞のみに行く機き会かいもちょくちょく生まれてしまったり。

　や、盃さかずきを交わす場が増えたのは間違いなく光栄なんです。いろいろ美お味いしいものをご馳ち走そうしてもらいましたし。

　ただ、それだけ頻ひん繁ぱんに会ってますと、

和田「ごめーんあとがき依頼するの忘れてた。あと○時間以内に提出お願いね[image: かおもじ]」

蒼山「昨日長々と一緒に吞んでたんだからその時に思い出して下さいよ！」

　みたいな理り不ふ尽じん体たい験けんに巻き込まれてしまったりもいたしまして。ええ今この瞬しゆん間かんのことですよちくしょうめ……！

　さておき、このあとがきを書いているのはちょうど『RO-KYU-BU!』のみなさんが出演したアニメロサマーライブ２０１１が終了したばかりのタイミング。連日、拙せつ作さくに力を貸して下さっている方々の情熱に感動を重ねながら過ごしております。読者の皆様を筆頭、この場を借りて今一度深くお礼申し上げます！

　本が出る頃ころにはアニメのＴＶ放送も無事最終回を迎えているでしょうが、『ロウきゅーぶ！』のメディアミックスはまだまだ全力で稼働中。そろそろここに情報を書くにはスペースが足りなくなってきたので、今後の展開予定などは各ホームページをご参照頂ければ嬉しいです。




◆アニメ『ロウきゅーぶ！』公式サイト（音が出ますので注意）：http://www.ro-kyu-bu.com/

◆ＡＭＷ特設ページ：http://www.asciimw.jp/mediamix/ro-kyu-bu/




　また、僕自身も個人ホームページとＴｗｉｔｔｅｒでいろいろ告知や日々の与よ太た話ばなしなどをさせて頂いておりますので、よければそちらにも遊びに来て下さいませ。




◆蒼山サグ個人ページ：http://sagchicken.net/

◆蒼山サグＴｗｉｔｔｅｒ：http://twitter.com/SagAoyama




　ではでは今回はこんなところで。これからも原作共々各種メディアで『ロウきゅーぶ！』の世界を楽しんで頂ければ幸いです。次巻もなにとぞよろしくお願いいたします。


二〇一一年吉日　蒼山サグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京し、大学時代にサクッと挫折した結果、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。修学旅行の取材ということで、勇気を出して引いてみたもののネタにもしにくい微妙な結果が出て……の図。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。「マテリアルゴースト」（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係
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